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陽
明
文
庫
蔵
『
伊
語
聴
説
』
解
題
と
翻
刻 
小 
山 
順 
子 
 
＊
キ
ー
ワ
ー
ド 
伊
語
聴
説
・
三
条
西
実
隆
・
伊
勢
物
語
・
注
釈
・
旧
注 
 
は
じ
め
に 
  
中
世
和
学
の
大
家
で
あ
る
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
～
一
五
三
七
）
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
の
聞
書
は
、
四
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。 
 
最
も
有
名
な
の
が
、
大
永
二
年
（
一
五
二
）
五
月
の
講
釈
の
聞
書
『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』（
以
下
、『
惟
清
抄
』
と
略
）
で
あ
る
。
大
永
二
年
当
時
、
実
隆
六
十
八
歳
。
充
実
し
た
講
釈
を
と
ど
め
た
も
の
で
、
他
の
実
隆
に
よ
る
伊
勢
物
語
講
釈
聞
書
が
一
も
し
く
は
二
本
し
か
伝
わ
ら
な
い
の
に
比
べ
、『
惟
清
抄
』
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
や
内
閣
文
庫
・
龍
谷
大
学
図
書
館
な
ど
に
数
本
が
伝
わ
り
、
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
 
ほ
か
に
も
、『
逍
談
称
聴
』
と
呼
ば
れ
る
本
が
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
本
の
二
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
逍
遙
院
す
な
わ
ち
実
隆
の
講
釈
を
、
称
名
院
す
な
わ
ち
実
隆
の
息
子
で
あ
る
公
条
が
書
き
と
ど
め
た
聞
書
で
あ
る
。
公
条
は
実
隆
の
講
釈
を
数
度
に
わ
た
っ
て
聴
聞
し
て
お
り
、
そ
の
折
々
の
断
片
的
な
メ
モ
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
あ
と
一
本
、
実
隆
講
釈
を
留
め
た
も
の
と
し
て
は
、
青
木
賜
鶴
子
氏
（
１
）
に
よ
っ
て
『
覚
桜
注
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
福
本
の
行
間
に
朱
筆
で
実
隆
講
釈
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
条
説
な
ど
も
混
入
し
て
お
り
、
純
粋
な
実
隆
講
釈
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 
 
上
記
の
聞
書
は
大
永
年
間
以
降
、
つ
ま
り
実
隆
六
十
代
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
講
釈
の
聞
書
で
あ
る
。
最
も
古
い
実
隆
講
釈
聞
書
で
あ
る
の
が
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
、
実
隆
五
十
三
歳
の
時
の
講
釈
の
聞
書
『
伊
語
聴
説
』
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
隆
が
初
め
て
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
を
行
っ
た
の
は
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
十
二
月
。
そ
れ
よ
り
二
年
後
の
『
伊
語
聴
説
』
は
、
最
も
初
期
の
実
隆
講
釈
聞
書
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 
 
陽
明
文
庫
に
は
、『
伊
語
聴
説
』
一
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
伊
語
聴
説
』
は
、
こ
の
陽
明
文
庫
蔵
本
の
み
し
か
所
蔵
が
知
ら
れ
な
い
。
実
隆
の
、
す
な
わ
ち
三
条
西
家
の
最
初
期
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
の
聞
書
と
し
て
『
伊
語
聴
説
』
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
大
津
有
一
氏
『
増
訂
版 
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』
と
青
木
賜
鶴
子
氏
「
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
伊
勢
物
語
古
注
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―
「
伊
語
聴
説
」「
称
談
集
解
」
に
触
れ
つ
―
」（
『
百
舌
鳥
国
文
』
６
、
昭
61
・
10
）
し
か
管
見
に
入
ら
な
い
。 
 
『
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
』（
全
十
五
巻
、
平
１
～
14
、
八
木
書
店
）
・
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
全
六
巻
、
平
11
～
23
、
和
泉
書
院
）・『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
』
（
既
刊
五
巻
、
平
16
～
、
笠
間
書
院
）
な
ど
、
『
伊
勢
物
語
』
古
注
・
旧
注
の
影
印
や
翻
刻
の
刊
行
が
続
い
て
い
る
と
は
い
え
、『
伊
語
聴
説
』
の
影
印
・
翻
刻
の
類
は
い
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
55
―
２
―
６
、E
1
8
5
4
）
に
よ
っ
て
、
写
真
を
閲
覧
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
書
簡
の
紙
背
を
料
紙
と
し
て
い
る
た
め
、
判
読
し
に
く
い
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
解
題
と
も
に
翻
刻
を
収
め
、
以
後
の
研
究
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
。 
 
一
、
書
誌 
  
ま
ず
、
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
紙
縒
に
よ
る
袋
綴
の
仮
綴
本
一
冊
で
、
こ
れ
は
原
装
の
ま
の
よ
う
で
あ
る
。
縦
25
・
１
㎝
、
横
21
・
７
㎝
、
表
紙
は
本
文
共
紙
、
表
紙
左
肩
に
外
題
「
伊
語
聴
説
」
を
打
付
書
す
る
。
内
題
は
無
い
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
、
書
簡
の
反
古
紙
を
用
い
て
い
る
。
墨
付
四
十
二
丁
、
遊
紙
は
、
冒
頭
に
は
な
く
、
末
尾
に
の
み
三
枚
。
な
お
、
本
文
の
筆
跡
は
近
衛
尚
通
の
筆
跡
で
あ
る
と
、
陽
明
文
庫
長
の
名
和
修
先
生
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。 
 
本
書
末
尾
に
は
奥
書
が
あ
る
。
便
宜
上
、
本
奥
書
を
Ａ
奥
書
、
書
写
奥
書
を
Ｂ
奥
書
と
し
て
掲
出
す
る
。 
 
（
Ａ
奥
書
） 
伊
勢
物
語
全
篇
講
尺
聴
聞
之
次
染
筆
、
漏
泄
不
可 
勝
計
、
呵
々
。
追
而
可
清
書
者
也
。 
 
永
正
二
年
十
月
六
日 
 
 
 
 
 
 
 
平
朝
臣
孝
盛 
み
る
め
な
き
我
身
を
ー 
或
説
、
小
町
卑
下
の
歌
也
。
み
る
め
な
き
は
、
我
に
み
と
こ
ろ
な
し
と
云
々
。
そ
れ
を
し
ら
て
、
あ
し
た
ゆ
き
ま
て
く
る
と
い
へ
る
心
也
。
う
ら
は
、
た
ゝ
み
る
め
と
い
ふ
に
、
縁
の
詞
な
ら
し
。
」
（
42
オ
） 
  
（
Ｂ
奥
書
） 
右
這
聴
書
者
前
、
内
府
実
隆
公
講
尺
、 
杉
原
伊
賀
守
平
朝
臣
孝
盛
所
注
置
也
。 
◦ 説
々
只
応
随
所
好
乎
。 
 
 
永
正
十
七
年
六
月
十
二
日
書
写
訖
」
（
42
ウ
） 
  
Ａ
奥
書
の
後
に
付
さ
れ
る
の
は
、
二
十
五
段
に
関
す
る
注
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
注
釈
本
文
と
重
な
ら
な
い
内
容
で
あ
る
た
め
、
補
遺
と
し
て
付
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｂ
奥
書
は
、
尚
通
の
書
写
奥
書
で
あ
る
。
但
し
、
尚
通
の
日
記
で
あ
る
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
の
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
六
月
十
二
日
条
に
、
当
該
の
書
写
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。 
 
Ａ
奥
書
に
よ
る
と
、『
伊
語
聴
説
』
を
ま
と
め
た
杉
原
（
平
）
孝
盛
が
聴
聞
の
際
に
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取
っ
た
講
義
録
で
あ
り
、
洩
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
め
に
、
清
書
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
被
注
語
の
み
が
記
さ
れ
て
、
本
来
な
ら
ば
説
明
が
あ
る
べ
き
箇
所
が
空
白
で
残
さ
れ
て
い
た
り
、
物
語
和
歌
や
、
説
明
の
た
め
に
引
用
さ
れ
る
詩
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
、
初
句
の
み
引
い
て
「
ー
」
で
略
し
て
い
る
点
な
ど
は
、
聞
書
で
あ
る
が
ゆ
え
の
体
裁
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
同
一
の
詞
に
対
し
て
何
度
も
説
明
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
、
未
整
理
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
 
ま
た
、
本
書
に
は
補
入
や
墨
滅
が
多
数
見
ら
れ
る
。
料
紙
に
書
簡
の
紙
背
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
顧
み
て
も
、
尚
通
の
書
写
の
姿
勢
は
、
丁
寧
に
書
物
を
作
成
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
講
義
録
を
ざ
っ
と
写
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
書
は
『
伊
勢
物
語
』
全
章
段
に
わ
た
る
注
釈
で
あ
り
、
章
段
も
順
番
に
並
ん
で
い
る
が
、
一
箇
所
、
章
段
の
順
序
が
乱
れ
て
い
る
。
８
丁
表
で
九
段
が
終
わ
っ
た
後
、
十
九
段
の
注
説
が
あ
り
、
そ
の
次
に
十
段
に
移
る
。
一
方
、
11
丁
裏
に
十
八
段
が
あ
り
、
二
十
段
が
続
く
。
九
段
か
ら
十
九
段
、
十
八
段
か
ら
二
十
段
が
続
く
箇
所
は
、
丁
移
り
に
掛
か
っ
て
お
ら
ず
、
親
本
の
段
階
の
乱
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
奥
書
に
補
遺
的
・
断
片
的
な
注
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
裏
に
も
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
量
る
に
、
十
九
段
も
親
本
で
は
貼
紙
も
し
く
は
別
紙
を
添
え
た
形
で
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
う
る
。
数
多
い
補
入
も
、
尚
通
の
書
写
姿
勢
だ
け
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
親
本
に
も
様
々
な
形
で
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
孝
盛
に
よ
る
Ａ
奥
書
に
「
追
っ
て
清
書
す
べ
き
者
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
講
義
録
の
未
整
理
な
性
格
を
濃
厚
に
と
ど
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
 
な
お
、
実
隆
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
で
、
全
章
段
に
わ
た
る
も
の
は
、『
伊
語
聴
説
』
と
『
惟
清
抄
』
の
二
種
で
あ
る
。
比
較
す
る
と
、『
惟
清
抄
』
の
方
が
遥
か
に
整
え
ら
れ
た
内
容
を
持
つ
。『
惟
清
抄
』
を
ま
と
め
た
の
は
明
経
道
の
学
者
で
あ
っ
た
清
原
宣
賢
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
伊
語
聴
説
』
を
ま
と
め
た
杉
原
孝
盛
は
、
和
歌
や
連
歌
の
作
者
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
介
の
武
士
で
あ
る
。
講
釈
の
聞
書
を
ま
と
め
る
手
腕
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
『
惟
清
抄
』
に
は
、
整
え
て
清
書
し
、
実
隆
が
一
見
を
加
え
た
上
に
、
公
条
の
加
証
奥
書
を
得
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
整
理
・
未
整
理
の
差
が
、
実
隆
自
身
の
講
釈
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
講
釈
を
受
け
て
聞
書
を
作
成
し
た
人
物
の
手
腕
や
姿
勢
に
起
因
す
る
可
能
性
に
留
意
し
た
上
で
、
二
書
の
注
説
を
比
較
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
今
後
必
要
と
な
る
。『
伊
語
聴
説
』
と
『
惟
清
抄
』
の
、
注
説
の
内
容
や
姿
勢
に
お
け
る
違
い
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
。 
 
二
、
成
立 
  
本
奥
書
お
よ
び
書
写
奥
書
に
よ
る
と
、
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
の
講
釈
を
杉
原
孝
盛
が
書
き
留
め
た
も
の
と
な
る
が
、「
永
正
二
年
」
と
い
う
年
次
に
は
不
審
が
あ
る
こ
と
を
、
大
津
有
一
氏
（
２
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
実
隆
は
生
涯
に
十
度
を
超
え
る
伊
勢
物
語
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
初
め
て
講
釈
を
行
っ
た
の
は
永
正
四
年
で
あ
る
こ
と
が
、
次
に
挙
げ
る
『
実
隆
公
記
』
永
正
四
年
十
二
月
二
十
日
条
か
ら
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。 
廿
日
［
己
丑
］
…
向
二
亜
相
許
一
、
今
日
伊
勢
物
語
読
二
終
之
一
、
有
二
晩
餐
一
、
杯
酌
、
有
二
象
戯
一
、
抑
亜
相
在
国
之
事
、
武
家
御
暇
已
出
［
云
々
］
、
此
伊
勢
 48 
物
語
事
為
二
餞
送
一
所
望
也
、
予
又
初
而
講
釈
、
五
ヶ
度
無
為
無
事
終
レ
功
、
自
愛
此
事
也
。 
 
在
国
の
た
め
下
向
す
る
三
条
実
望
が
所
望
し
、
彼
へ
の
餞
別
と
し
て
、
実
隆
は
伊
勢
物
語
講
釈
を
行
っ
た
。
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
こ
に
「
予
初
め
て
講
尺
す
」
と
あ
る
以
上
、『
伊
語
聴
説
』
が
そ
れ
を
遡
る
永
正
二
年
の
講
釈
の
聞
書
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
大
津
有
一
氏
は
、
奥
書
の
「
永
正
二
年
と
い
う
の
は
永
正
四
年
の
誤
か
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
青
木
賜
鶴
子
氏
（
３
）
は
永
正
六
年
三
月
か
ら
四
月
の
講
釈
に
、
本
奥
書
を
記
し
た
杉
原
孝
盛
が
参
加
し
た
こ
と
が
実
隆
公
記
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
大
津
氏
も
こ
の
記
述
に
関
し
て
指
摘
は
し
て
い
る
）
、
奥
書
の
「
永
正
二
年
」
が
「
六
年
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
、
本
書
が
永
正
六
年
三
月
か
ら
四
月
の
講
釈
の
聞
書
で
あ
る
と
推
定
し
た
。 
永
正
六
年
三
～
四
月
の
講
釈
に
関
す
る
『
実
隆
公
記
』
の
記
事
を
挙
げ
る
。 
（
三
月
）
廿
六
日
［
戌
午
］
雨
降
、
午
後
晴
、
…
午
後
伊
勢
物
語
読
二
始
之
一
、
相
公
羽
林
発
起
也
、
冷
泉
三
位
所
望
之
間
、
招
レ
之
令
レ
聴
者
也
。
宗
碩
来
、
甘
露
寺
来
臨
、
大
徳
寺
之
儀
聊
予
有
二
問
答
一
事
、
冷
泉
宰
相
、
弥
三
郎
光
康
事
有
二
執
申
一
旨
、
愚
存
分
示
レ
之
了
。
…
 
（
三
月
）
廿
七
日
［
己
未
］
晴
、
…
午
後
伊
勢
物
語
読
レ
之
、
杉
原
伊
賀
守
来
レ
会
。 
（
四
月
）
二
日
［
癸
亥
］
晴
、
夕
陽
如
二
薄
蝕
一
、
…
今
日
伊
勢
物
語
読
レ
之
、
冷
泉
三
位
、
師
象
朝
臣
、
杉
原
伊
賀
守
等
来
。
…
 
（
四
月
）
八
日
［
己
巳
］
晴
、
…
午
後
講
二
伊
勢
物
語
一
、
杉
原
以
下
如
レ
例
、
資
直
来
レ
会
、
各
勧
二
一
盞
一
。
…
 
（
四
月
）
十
一
日
［
壬
申
］
晴
、
…
午
時
講
二
伊
勢
物
語
一
、
冷
泉
三
位
来
、
杉
原
伊
賀
守
、
師
象
朝
臣
、
資
直
、
丸
七
郎
兵
衛
、
大
隅
等
来
、
今
日
終
二
其
功
一
［
五
ケ
度
］
、
相
公
羽
林
発
起
之
処
、
無
為
成
就
尤
自
愛
々
、
今
度
五
ヶ
度
講
了
。
…
 
（
四
月
）
廿
日
［
辛
巳
］
晴
、
伊
勢
物
語
初
為
二
杉
原
所
望
一
読
レ
之
、
左
小
弁
以
下
人
々
来
臨
、
勧
二
一
盞
一
。
…
 
（
四
月
）
廿
一
日
［
壬
午
］
晴
、
…
伊
勢
午
時
物
語
読
レ
之
、
杉
原
発
起
分
今
日
終
レ
功
了
。
…
 
 
「
杉
原
伊
賀
守
」
の
名
が
見
え
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
講
釈
は
相
公
羽
林
、
す
な
わ
ち
当
時
参
議
で
あ
り
右
近
中
将
で
あ
っ
た
息
子
・
公
条
（
二
十
三
歳
）
の
発
起
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
月
二
十
六
日
の
講
釈
初
日
に
は
杉
原
孝
盛
の
名
は
見
え
ず
、
そ
の
翌
日
、
二
十
七
日
か
ら
講
釈
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
度
の
講
釈
は
五
度
に
わ
た
り
、
四
月
十
一
日
で
終
了
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
月
二
十
日
か
ら
杉
原
孝
盛
の
所
望
に
よ
る
講
釈
が
始
ま
り
、
翌
日
に
は
終
了
し
て
い
る
。
初
日
に
参
加
せ
ず
、
二
日
目
か
ら
講
釈
の
席
に
加
わ
っ
た
孝
盛
が
、
初
日
に
聞
き
逃
し
た
内
容
を
補
う
た
め
に
、
実
隆
に
追
加
の
講
釈
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
伊
勢
物
語
初
」
と
は
、
初
日
に
講
釈
し
た
最
初
の
部
分
の
こ
と
を
指
す
と
解
せ
る
）
。
そ
し
て
完
備
し
た
講
釈
の
内
容
を
ま
と
め
上
げ
た
の
が
、
本
奥
書
に
見
え
る
十
月
六
日
で
あ
っ
た
と
、
青
木
氏
は
推
定
し
て
い
る
。
青
木
氏
の
推
定
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
。 
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三
、
筆
記
者
・
書
写
者 
  
杉
原
孝
盛
は
、
室
町
幕
府
の
奉
公
衆
で
、
伊
賀
守
で
あ
っ
た
。
連
歌
師
と
し
て
著
名
な
杉
原
宗
伊
（
賢
盛
、
一
四
一
八
～
一
四
五
八
）
に
連
な
る
者
で
あ
る
。
但
し
、
宗
伊
と
の
関
係
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
満
盛
―
賢
盛
（
宗
伊
）
―
長
恒
―
孝
盛
、
と
系
図
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
宗
伊
は
満
盛
の
養
子
で
、
長
恒
は
宗
伊
の
息
子
で
は
な
く
弟
で
あ
る
（
４
）
。
宗
伊
・
長
恒
の
二
人
が
、
兄
弟
の
連
歌
師
・
歌
人
と
し
て
世
に
名
を
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、「
杉
原
兄
弟
［
賢
盛
・
長
恒
］
始
来
間
令
張
行
連
歌
、
彼
両
人
当
時
之
連
歌
師
也
」（
『
後
法
興
院
記
』
文
明
12
・
２
・
20
）
の
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
『
兼
顕
卿
記
』
文
明
９
・
８
・
24
に
見
え
る
「
杉
原
兄
弟
詠
草
」
も
宗
伊
と
長
恒
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）
。
二
人
は
と
も
に
歌
会
・
連
歌
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
長
恒
は
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
生
ま
れ
で
、
宗
伊
よ
り
六
歳
年
少
で
あ
っ
た
が
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
五
十
八
歳
で
、
宗
伊
よ
り
先
に
亡
く
な
る
。 
 
宗
伊
は
前
妻
・
後
妻
に
先
立
た
れ
る
な
ど
家
庭
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
（
５
）
、
子
が
い
た
と
も
伝
わ
ら
な
い
。
父
の
長
恒
は
安
芸
守
で
あ
る
の
に
、
孝
盛
が
宗
伊
と
同
じ
く
伊
賀
守
を
称
し
て
い
る
の
は
、
孝
盛
が
宗
伊
の
養
子
な
い
し
は
後
継
者
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
 
宗
伊
は
、
足
利
義
政
の
近
習
五
番
衆
の
一
人
で
あ
り
、
能
阿
弥
の
跡
を
継
い
で
北
野
連
歌
会
所
奉
行
と
な
っ
た
連
歌
師
で
あ
っ
た
。
宗

が
選
ん
だ
竹
林
抄
七
人
の
一
人
で
あ
り
、
宗

と
『
湯
山
両
吟
』
を
残
し
て
い
る
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
も
四
十
六
句
が
入
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
足
利
義
尚
が
打
聞
『
撰
藻
鈔
』
を
企
画
し
た
際
、
武
家
と
し
て
は
た
だ
一
人
、
撰
衆
と
な
っ
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
孝
盛
の
父
・
長
恒
も
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
二
句
が
入
集
し
て
お
り
、
公
家
・
幕
府
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
。
二
人
は
実
隆
と
親
し
く
、
実
隆
邸
に
も
出
入
り
し
て
い
た
。
宗
伊
・
長
恒
兄
弟
と
の
親
交
が
、
子
で
あ
る
孝
盛
に
も
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
盛
も
実
隆
邸
で
の
着
到
和
歌
・
歌
会
・
連
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
他
、
実
隆
の
依
頼
に
よ
っ
て
『
続
後
拾
遺
集
』
の
書
写
と
『
玉
葉
集
』
の
校
合
も
行
っ
て
い
る
。
生
年
未
詳
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
五
月
二
十
三
日
に
没
し
た
。
な
お
実
隆
は
、
翌
享
禄
四
年
五
月
二
十
三
日
、
孝
盛
の
一
周
忌
に
序
品
の
経
文
歌
を
詠
み
送
っ
て
い
る
（
『
再
昌
草
』
解
題
870
詞
書
、
歌
番
号
は
新
編
私
家
集
大
成
に
よ
る
）
。 
 
な
お
、
宗
伊
・
長
恒
兄
弟
が
近
衞
家
に
出
入
り
し
、
連
歌
会
に
出
座
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
掲
の
近
衞
政
家
『
後
法
興
院
記
』
の
記
述
に
も
見
ら
れ
た
。
孝
盛
も
近
衞
家
に
出
入
り
し
て
お
り
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
九
月
十
六
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
ま
で
近
衞
邸
で
行
わ
れ
た
肖
柏
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聴
聞
し
て
い
る
こ
と
が
、
尚
通
の
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
に
見
ら
れ
る
。
鶴
﨑
裕
雄
氏
は
、
尚
通
が
武
士
・
連
歌
師
な
ど
に
も
自
邸
で
の
講
釈
を
受
け
さ
せ
て
お
り
、
父
・
政
家
よ
り
身
分
・
人
数
と
も
に
多
く
の
対
象
を
迎
え
入
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
顔
ぶ
れ
が
近
衛
家
を
中
心
と
す
る
文
化
・
文
芸
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
６
）
。 
 
実
隆
の
講
義
を
聴
け
な
か
っ
た
尚
通
が
、
孝
盛
か
ら
『
伊
語
聴
説
』
を
借
り
て
書
写
し
た
本
書
は
、
尚
通
の
古
典
学
習
へ
の
意
欲
と
、
近
衞
家
で
の
文
化
・
文
芸
サ
ロ
ン
に
孝
盛
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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〔
注
〕 
（
１
）
青
木
賜
鶴
子
「
三
条
西
実
隆
の
伊
勢
物
語
講
釈
―
『
覚
桜
注
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
女
子
大
文
学
（
国
文
篇
）
』
55
、
平
16
・
３
） 
（
２
）
大
津
有
一
『
増
訂
版 
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
』（
昭
61
、
八
木
書
店
）
補
遺
篇
一
七
「
伊
語
聴
説
に
つ
い
て
」 
（
３
）
青
木
賜
鶴
子
「
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
伊
勢
物
語
古
注
―
「
伊
語
聴
説
」
「
称
談
集
解
」
に
触
れ
つ
―
」
（
『
百
舌
鳥
国
文
』
６
、
昭
61
・
10
） 
（
４
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 
室
町
前
期
〔
改
訂
新
版
〕
』
（
初
版
昭
36
・
改
訂
新
版
昭
59
・
風
間
書
房
）
288
―
289
頁 
（
５
）
伊
地
知
鐵
男
『
宗

』
（
昭
18
・
青
梧
堂
） 
（
６
）
鶴
﨑
裕
雄
「
中
世
後
期
、
古
典
研
究
の
一
側
面
―
近
衛
尚
通
の
場
合
―
」
（
『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
議
録
』
６
、
昭
58
・
３
） 
 
本
文
引
用
に
際
し
、
返
り
点
・
句
読
点
は
わ
た
く
し
に
付
し
た
。
歌
番
号
は
新
編
私
家
集
大
成
に
準
じ
た
。
本
文
引
用
は
以
下
に
依
る
。『
実
隆
公
記
』
…
『
実
隆
公
記
』
（
続
群
書
類
従
刊
行
会
太
洋
社
）
、
『
後
法
興
院
記
』
…
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
（
思
文
閣
出
版
）
、
『
兼
顕
卿
記
』
…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
記
録
類
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 
 
四
、
翻
刻 
 
（
凡
例
） 
・
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
で
表
記
し
た
。 
・
各
章
段
の
冒
頭
に
【
】
内
で
章
段
番
号
を
示
し
た
。 
・
丁
移
り
は 
」
（
１
ウ
） 
の
よ
う
に
示
し
た
。 
・
本
文
・
和
歌
等
の
引
用
に
は
「
」
を
付
し
て
示
し
た
。 
・
物
語
本
文
を
引
用
す
る
箇
所
の
直
前
に
二
文
字
、
直
後
に
一
文
字
分
の
空
白
を
入
れ
た
。 
・
句
読
点
を
わ
た
く
し
に
付
し
た
。 
・
補
入
箇
所
は
「
〇
 
」
の
横
に
、
補
入
さ
れ
る
文
字
を
傍
記
し
た
。
但
し
、
補
入
が
長
文
で
あ
る
場
合
は
、
「
〇
 
」
の
後
に
「
［
（
補
入
文
）
…
］
」
と
示
し
た
。 
・
本
文
中
に
、
清
音
・
濁
音
で
読
む
こ
と
を
示
す
単
点
・
双
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
単
点
は
文
字
の
右
肩
に
「 ゚
」
を
付
し
、
双
点
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
に
濁
点
を
振
っ
た
。 
・
見
せ
消
ち
は
〈
〉
を
付
し
て
示
し
た
。 
・
墨
滅
さ
れ
判
読
で
き
な
い
文
字
は
■
、
虫
損
で
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
、
（
虫
損
）
摺
り
消
さ
れ
た
文
字
が
あ
る
箇
所
は
□
と
（
摺
消
）
示
し
た
。 
・
そ
の
他
、
注
記
は
（
）
内
に
示
し
た
。 
 
（
本
文
） 
伊
語
聴
説
」
（
表
紙
） 
 
一
、
心
に
も
ー 
か
や
う
に
い
ふ
心
え
か
た
し
。
も
と
は
異
于
他
蜜
（
マ
）
通
の
事
。
二
条
后
に
あ
れ
と
も
、
伊
勢
そ
こ
を
心
得
て
か
く
書
た
る
也
。 
一
、
今
の
男
い
く
た
り
に
も
業
ひ
と
つ
に
は
む
か
は
ん
物
か
と
よ
む
也
。
か
や
う
に
 51 
は
思
と
も
い
ま
の
ー
ー
ー 
一
、
白
露
は
ー 
よ
し
き
ゆ
る
と
も
こ
な
た
よ
り
是
非
す
ま
し
き
と
い
ふ
也
。
玉
に
ー
」
（
表
紙
裏
に
貼
紙
） 
 
此
物
語
題
号
事
、
十
巻
抄
又
鳥
風
問
答
経
信
作
と
一
条
殿
御
説
、
雖
然
さ
も
み
え
す
。

な
と
も
古
注
を
専
に
よ
ま
れ
し
也
。
古
注
は
物
を
た
と
へ
て
い
ふ
。
業
平
東
国
へ
下
事
、
東
山
に
忠
仁
公
か
く
し
を
き
て
後
に
出
て
、
名
所
を
勘
い
た
す
。
愚
見
抄
に
古
注
之
儀
を
あ
や
ま
り
と
し
給
也
。
題
号
三
の
儀
あ
り
。
伊
勢
物
語
を
男
女
の
物
語
と
い
ふ
。
伊
は
万
象
を
は
ら
み
、
勢
は
万
種
を
ま
く
。
伊
は
亡
国
の
使
ー
、
勢
は
国
を
守
媒
ー
。
畢
竟
男
女
の
物
語
と
云
。
伊
勢
や
日
向
の
物
語
同
時
に
死
事
ー
。
段
々
み
た
れ
て
し
と
は
か
も
な
き
に
よ
り
て
此
号
あ
り
。
又
日
向
物
語
と
い
は
ぬ
そ
と
云
説
、
定
家
卿
奥
書
に
も
、
愚
見
に
も
此
号
難
決
と
云
々
。
業
平
み
つ
か
ら
書
よ
し
、
一
説
。
或
、
芹
川
行
幸
の
事
は
業
平
死
後
也
。
又
此
物
語
に
狩
の
使
の
事
専
用
。
斎
宮
を
お
か
し
た
る
事
、
神
に
通
罰
を
か
う
ふ
ら
ぬ
事
、
狩
使
は
し
に
書
た
る
事
」（
１
オ
）
彼
筆
作
に
あ
ら
す
は
と
書
之
。
と
に
か
く
に
伊
勢
か
作
物
語
と
お
ち
つ
く
也
。
大
か
た
伊
勢
業
平
、
ち
と
時
代
相
違
。
但
末
又
あ
ふ
。
伊
勢
は
七
条
后
宮
に
つ
か
へ
申
。
内
々
物
語
申
た
る
事
な
と
り
合
て
、
か
く
業
平
を
発
端
に
か
き
て
、
万
葉
の
歌
な
と
お
も
し
ろ
き
を
と
り
て
か
く
。
凡
古
物
語
に
て
、
作
意
ふ
か
し
。
心
を
閑
に
見
す
ん
（
マ
）
は
心
得
か
た
し
。
詠
歌
大
概
に
書
次
第
、
古
今
は
花
実
を
か
ね
、
伊
勢
物
語
は
花
也
。
後
撰
は
実
は
か
り
也
。
奥
書
上
古
人
ー 
詞
花
言
葉
を
も
ち
ふ
へ
き
耳
こ
と
か
く
、
肝
要
也
。
業
平
は
平
城
天
皇
孫
阿
保
ー
五
番
目
男
ー
長
天
二
年
八
月
誕
生
ー
ー
」
（
１
ウ
） 
【
一
段
】 
む
か
し
男 
「
む
か
し
」
と
き
り
て
「
男
」
と
み
る
也
。
む
か
し
男
と
い
ふ
、
み
な
業
平
也
。
★ 
う
ゐ
か
う
ふ
り 
古
注
に
は
十
六
に
て
元
服
な
と
の
事
を
い
ふ
。
定
家
卿
説
不
用
。
愚
見
に
は
叙
爵
の
事
。
宗

は
、
い
く
つ
に
て
も
あ
れ
、
元
服
の
事
な
る
へ
し
。
其
ゆ
へ
は
、
此
物
語
に
、
う
ゐ
か
う
ふ
り
、
人
と
な
る
の
初
也
。
は
て
に
、「
つ
ゐ
に
行
」
の
辞
世
の
歌
を
か
く
。
始
終
を
み
せ
た
り
。
十
六
に
て
奈
良
行
た
る
と
は
見
へ
か
ら
す
。
い
つ
に
て
も
元
服
に
て
行
た
る
也
。 
 
し
る
よ
し 
古
注
に
は
十
六
に
て
行
程
に
、
う
ゐ
〳
〵
し
く
て
行
た
る
程
に
、
し
る
よ
し
て
と
云
。
愚
見
、
破
之
。
た
ゝ
業
平
の
領
知
あ
り
し
と
云
也
。 
 
か
り
に 
狩
に
行
た
る
也
。
★
な
ま
め
い
た
る 
う
つ
く
し
き
と
云
心
。
幽
玄
と
書
。
弱
、
文
選
。
＼
最
媚
、
一
条
殿
。
宗

、
用
之
。 
 
は
ら
か
ら 
女
の
兄
弟
也
。 
 
か
い
ま
み
て 
垣
間
見
、
古
注
に
は
、
と
つ
く
事
と
書
之
。
日
本
紀
「
あ
ま
な
つ
ち
ー
」
、
垣
間
見
の
事
。
た
ゝ
物
の
あ
ひ
よ
り
ほ
の
か
に
見
た
る
也
。
こ
れ
優
也
。 
 
お
も
ほ
え
す 
故
郷
に
か
ゝ
る
人
の
あ
ら
ん
と
は
お
も
ほ
え
す
也
。 
 
は
し
た
な
く
〈
て
〉 
両
説
、
此
女
十
分
に
足
た
る
と
云
心
、
半
に
な
き
也
。
強
ハ
シ
タ
、
故
郷
に
か
ゝ
る
女
の
ゐ
た
」
（
２
オ
）
る
か
似
あ
は
ぬ
と
心
得
た
る
よ
し
。 
 
か
り
き
ぬ
の 
み
ち
の
国
よ
り
は
し
ま
り
た
る
し
の
ふ
す
り
也
。
つ
よ
く
乱
た
る
物
也
。
女
に
歌
を
つ
か
は
す
へ
き
便
な
し
。
此
し
の
ふ
す
り
の
か
り
き
ぬ
を
き
て
、
歌
を
か
き
て
や
る
也
。 
 
か
す
か
野 
所
の
名
也
。 
 
わ
か
む
ら
さ
き 
紫
の
根
す
り
の
衣
と
可
心
得
。 
 
お
い
つ
き
て
★
古
注
、
帯
つ
き
て
と
云
説
。
か
り
き
ぬ
の
す
そ
の
く
ゝ
り
を
つ
き
て
、
帯
の
こ
と
く
し
て
や
る
。
契
約
に
必
帯
を
や
る
也
。
お
い
つ
き
て
や
る
、
用
之
。
女
の
栖
を
尋
て
や
る
と
心
得
へ
し
。
★ 
つ
い
て 
此
返
歌
、
お
も
し
ろ
か
る
へ
き
と
 52 
て
や
る
。
此
歌
は
融
公
の
歌
也
。
心
を
用
か
へ
た
る
也
。
融
公
の
歌
の
時
は
、
君
ゆ
へ
に
こ
そ
み
た
れ
た
れ
也
。
返
歌
に
其
こ
と
く
し
て
は
あ
は
す
。
上
句
は
序
分
に
て
、
我
ゆ
へ
に
は
よ
も
あ
ら
し
、
誰
ゆ
へ
に
か
み
た
れ
さ
せ
給
う
と
用
か
へ
た
る
也
。
★
★
心
は
へ 
此
返
歌
を
心
を
か
へ
た
る
と
云
説
。
つ
い
て
此
本
歌
と
り
様
の
事
。
★
★
み
や
び 
嫁
也
。 
【
二
段
】 
む
か
し
男 
業
平
。 
 
な
ら
の
京
は
な
れ 
遷
都
の
事
。
先
西
京
を
た
て
は
し
む
る
に
よ
り
て
、
さ
て
「
女
あ
り
け
り
」
と
」
（
２
ウ
）
か
く
。
「
世
人
」
の
も
し
を
入
て
よ
む
。
源
氏
物
語
同
之
。
帝
王
諱
の
事
。 
 
ひ
と
り
の
み
も 
男
の
あ
る
也
。
★ 
ま
め
男 
古
注
、
貞
観
政
要
に
書
事
、
蜜
（
マ
）
男
と
書
。
ま
男
と
云
心
也
。
実マメ
男
、
用
之
。
思
の
真
実
の
男
と
云
心
、
実
人
は
物
思
ひ
も
又
真
実
な
る
心
也
。 
 
お
き
も
せ
す
ー 
そ
と
一
夜
馴
て
別
の
心
の
ふ
か
き
を
、
詞
よ
り
か
け
て
み
る
に
お
も
し
ろ
し
。
そ
の
人
に
そ
ひ
た
る
夜
は
、
お
き
た
る
と
も
ね
た
る
と
も
、
夢
の
や
う
な
る
心
也
。 
 
な
か
め 
長
雨
也
。
詠
の
心
も
こ
も
る
へ
し
。
心
あ
ま
り
て
詞
た
ら
す
の
歌
体
也
。
〇
 
 
―
［
（
補
入
文
）
い
か
ゝ
思
け
ん
、
業
平
の
心
く
み
か
た
し
。
さ
て
如
此
か
く
。 
 
そ
を
ふ
る
★
添
降
と
書
。
た
ゝ
さ
ひ
し
く
ふ
り
た
る
体
な
る
へ
し
。
］ 
【
三
段
】 
む
か
し
お
と
こ 
 
け
さ
う
し 
二
条
后
也
。
長
良
卿
女
。
忠
仁
公
の
め
い
也
。
★
★
お
も
ひ
あ
ら
は 
む
く
ら
の
や
と
に
物
を
ひ
つ
し
き
て
ぬ
る
と
も
、
思
人
あ
ら
は
よ
か
る
へ
し
、
一
説
。

説
、「
お
も
ひ
あ
ら
は
」
と
五
文
字
に
て
き
る
也
。
思
ひ
あ
ら
は
玉
の
台
も
何
か
せ
ん
、
思
ひ
な
く
て
む
く
ら
の
宿
に
て
も
ね
ん
也
。
万
「
玉
し
け
る
家
も
何
せ
ん
八
重
葎
し
け
れ
る
こ
や
も
妹
と
し
ね
な
は
」
、
或
人
後
勘
云
々
。
」
（
３
オ
）「
ひ
し
き
も
」
を
お
り
入
て
よ
む
。「
な
に
せ
ん
に
ー
」
、
万
歌
に
て
よ
む
也
。
★
た
ゝ
人 
女
御
に
た
ゝ
せ
給
は
ぬ
前
也
と
、
伊
勢
か
た
す
け
て
か
く
歟
也
。 
【
四
段
】 
む
か
し 
西
東
の
京
あ
る
い
ま
の
京
也
。 
 
お
ほ
き
さ
い 
染
殿
后
の
事
也
。
清
和
天
皇
の
母
后 
〇を 
申
也
。 
 
本
い
に
は
あ
ら
て 
本
意
に
あ
ら
て
、
一
説
。
又
、
顕
字
あ
ら
は
な
る
心
に
用
。
し
や
う
を
よ
み
か
ふ
。 
 
外
に
か
く
れ
に
け
り 
清
和
へ
参
給
と
云
。
又
兄
弟
の
う
ち
に
か
く
す
と
云
事
。 
 
な
を 
此
字
に
て
一
年
の
久
事
を
こ
め
て
書
也
。「
つ
ゝ
」
と
云
字
も
同
歟
。
心
の
こ
も
る
也
。 
 
梅
の
花
の
さ
か
り
★
「
春
風
桃
李
ー
」
。
世
間
の
梅
の
花
と
み
る
也
。
そ
こ
と
さ
し
て
み
る
は
不
優
。「
秋
萩
の
花
ー
」
、
此
歌
も
世
間
の
萩
を
み
て
、
高
砂
の
鹿
を
思
ふ
也
。 
 
あ
は
ら
な
る 
二
条 
〇の
〈
院后
〉
ゐ
給
は
ぬ
に
よ
り
て
、
其
所
の
体
也
。 
 
月
や
あ
ら
ぬ
ー 
月
は
し
其
月
な
ら
ぬ
か
也
。
春
も
お
な
し
心
。
わ
か
身
は
へ
ち
の
物
と
も
お
ほ
え
す
、
も
と
の
身
也
。
」
（
３
ウ
）
こ
れ
も
其
心
あ
ま
り
て
の
歌
也
。
后
の
ゐ
給
は
ぬ
ゆ
へ
、
月
も
春
も
一
向
お
な
し
物
と
も
思
は
ぬ
也
。

説
。
月
や
其
月
な
ら
ぬ
か
と
思
へ
は
、
よ
く
〳
〵
み
れ
は
も
と
の
物
也
。
春
も
同
事
。 
 
ひ
と
つ
は 
「
は
」
の
文
字
「
も
」
文
字
と
み
る
也
。
そ
れ
「
も
」
も
心
に
て
も
た
せ
ね
は
不
幽
玄
也
。
名
歌
也
。 
【
五
段
】 
む
か
し
お
と
こ 
東
京
西
京
也
。
東
京
の
五
条
の
事
。 
 
み
そ
か
な
る 
か
く
し
所
也
。
し
の
ひ
て
業
平
の
行
所
也
。 
 
つ
ゐ
ち 
古
今
は
「
垣
の
く
つ
れ
」
と
か
け
り
。
猶
優
な
る
歟
。 
 
人
し
れ
ぬ
ー 
つ
よ
く
歎
心
あ
り
。
そ
こ
に
こ
む
る
也
。
★ 
心
や
み 
心
を
い
た
〇ま
し
む
る
心
也
。
病
也
。
業
平
を
染
殿
后
不
便
に
思
召
心
あ
 53 
る
を
云
也
。 
 
あ
る
し
ゆ
る
し 
業
平
に
あ
な
か
ち
二
条
后
を
染
殿
后
ゆ
る
し
た
る
に
て
は
な
し
。
此
歌
ゆ
へ
、
聊
寛
宥
の
心
あ
る
を
よ
め
り
。 
 
二
条
后
に 
こ
れ
よ
り
歌
の
注
也
。 
 
せ
う
と 
二
条
后
兄
弟
成
へ
し
。
長
良
卿
御
子
両
人
の
事
成
へ
し
。 
【
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
え
う
ま
し 
我
物
に
成
か
た
き
也
。 
 
か
ら
う
し
て 
や
う 
〳
〵
〈
にし
〉
て
也
。
辛
苦
し
て
也
。
此
段
、
古
注
の
心
あ
り
。
」
（
４
オ
） 
 
あ
く
た
川
★
名
所
に
あ
ら
す
。
禁
中
に
み
そ
を
ほ
り
て
あ
く
た
を
な
か
す
を
云
也
。
此
外
は
不
及
歟
。 
 
草
の
う
へ
に 
女
の
事
也
と
一
説
。 
 
露
を 
思
ひ
の
事
也
。
★
か
れ
は
な
に
そ 
后
に
た
つ
へ
き
程
の
人
の
、
業
平
に
ぬ
す
ま
れ
て
ゆ
く
を
、
あ
さ
ま
し
く
思
心
也
。
文
集
に
「
女
の
風夫
に
な
ひ
く
ー
露
」
、
左
伝
「
遠
契
ー
」
、
い
つ
れ
も
同
、
古
注
也
。 
 
鬼
あ
る
所 
 
弓
や
な
く
ひ 
心
の
た
け
き
事
を
云
。
し
ん
せ
い
伝
「
姿
は
ー
」
。
内
裏
に
ち
や
う
の
間
鬼
間
あ
当
今
の
御
具
を
ゝ
く
也
り
。
先
帝
の
御
雑
具
を
く
也
。
人
か
よ
ふ
事
ま
れ
也
。
其
処
に
口
一
あ
り
。
后
を
と
り
か
く
す
事
也
。 
 
神
な
る
★
帝
王
の
此
事
に
よ
り
て
、
お
と
ろ
〳
〵
し
き
い
か
り
の
御
座
あ
り
し
を
云
也
。
当
流
不
用
。 
 
か
れ
は
な
に
そ
と 
后
の
み
も
な
ら
ひ
給
は
ぬ
也
。
心
も
道
も
い
と
物
さ
ひ
し
く
、
我
心
な
ら
ぬ
や
う
な
る
を
云
也
。
禁
中
と
を
か
る
ま
し
け
れ
と
も
、
人
を
ぬ
す
み
て
行
程
に
、
千
里
を
行
や
う
な
る
也
。
鬼
は
、
お
そ
ろ
し
き
と
云
心
な
る
也
。
★ 
く
ら 
古
注
、
」
（
４
ウ
）
鬼
間
、
清
涼
殿
の
お
く
也
。
業
平
、
あ
く
た
川
を
へ
て
お
く
へ
行
か
た
し
。
相
違
。 
 
あ
は
ら
な
る 
大
内
の
事
な
れ
は
、
あ
れ
た
る
も
あ
る
へ
し
。 
 
座 
く
ら
と
よ
む
。
高
御
座
タ
カ
ミ
ク
ラ
。 
 
弓
や
な
く
ひ 
人
の
心
の
あ
ら
〳
〵
し
き
、
当
流
同
。
愚
見
抄
、
業
平
、
其
時
近
衛
つ
か
さ
の
事
。 
 
や
う
〳
〵
夜
も
あ
け 
は
や
く
あ
け
よ
か
し
と
思
心
也
。 
 
鬼
一
口 
せ
う
と
た
ち
の
な
さ
け
な
く
と
り
か
へ
し
給
事
。 
 
あ
な
や 
后
の
わ
ひ
た
る
詞
。
悲
。 
 
あ
し
す
り 
一
段
切
な
る
心
也
。 
 
し
ら
玉
か
ー 
業
平
歌
。
露
を
と
ひ
た
る
を
、
こ
ゝ
に
て
「
し
ら
玉
か
」
と
う
け
た
る
、
幽
玄
也
。 
 
こ
れ
は 
物
語
注
也
。
い
ま
た
后
に
も
た
ゝ
て
、
染
殿
后
の
か
た
に
つ
か
へ
、
人
の
や
う
に
て
ゐ
給
也
。 
 
ほ
り
川 
照
（
マ
）
宣
公
の
事
也
。 
 
く
に
つ
ね 
長
良
卿
の
跡
を
つ
き
給
也
。
兄
な
か
ら
位
卑
。 
 
下
ら
う 
い
ま
た
殿
上
人
に
て
の
時
の
人
。 
【
七
段
】 
む
か
し
男
ー 
好
色
ゆ
へ
あ
つ
ま
に
な
か
さ
れ
た
る
事
也
。
古
注
相
違
。 
 
い
せ
お
は
り 
古
注
、
伊
勢
、
男
女
の
事
也
。
お
は
り
、
か
ゝ
る
男
女
の
恋
路
の
お
は
り
と
云
心
也
云
々
。 
 
あ
」（
５
オ
）
は
ひ 
交
也
と
云
心
と
云
々
。 
 
う
み
つ
ら
★
憂
面
と
か
く
。 
 
な
み 
涙
也
。 
 
し
ろ
く 
顕
也
。 
 
な
み 
文
選
「
小
濤
流
波
」
、
涙
事
也
。 
 
し
ろ
く 
白
は
顕
也
。
文
集
に
あ
り
。 
 
あ
は
ひ 
交
。
文
選
に
よ
む
。
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
也
。 
 
伊
勢
お
は
り
の
あ
は
ひ 
つ
よ
く
あ
ら
く
浪
の
た
つ
所
也
。「
し
ろ
き
」
と
云
字
を
入
た
る
は
、
業
平
の
心
也
。
平
城
の
孫
た
る
人
の
流
さ
れ
行
道
す
か
ら
、
浪
つ
よ
く
た
つ
を
み
も
な
ら
は
て
、
か
な
し
く
思
心
也
。
し
ろ
き
と
書
た
る
、
肝
要
也
。 
 
い
と
ゝ
し
く
ー 
五
文
字
に
て
せ
め
た
る
歌
也
。
さ
な
き
に
た
に
も
と
云
心
也
。
よ
せ
て
か
へ
り
、
〳
〵
て
浪
か
思
を
す
ゝ
む
る
也
。
い
つ
か
帰
ら
ん
と
云
も
こ
も
る
也
。 
【
八
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
前
の
段
と
お
な
し
。 
 
友
と
す
る 
古
注
、
平
定
文
・
紀
有
常
。
業
平
知
音
の
事
な
と
。
当
流
、
誰
と
も
不
定
。 
 
し
な
の
な
る 
古
注
、
無
 54 
品
也
。
流
さ
れ
行
程
に
解
官
を
云
也
。 
 
あ
さ
ま 
苦
を
い
ふ
。
た
け
は
、
思
の
至
上
也
と
云
々
。
文
集
を
引
。
」
（
５
ウ
）
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
也
。 
 
し
な
の
な
る
ー 
遠
近
眺
望
の
歌
也
。
旅
た
つ
時
は
、
う
き
も
つ
ら
き
も
相
交
也
。
此
煙
に
て
旅
の
う
さ
を
な
く
さ
む
と
云
心
也
。
旅
人
ま
て
見
と
か
め
ぬ
〈
こか
〉
と
、
我
心
の
な
く
さ
む
に
よ
り
て
よ
み
た
る
。
た
け
あ
る
歌
也
。 
【
九
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
よ
う
な
き 
此
時
、
近
衛
に
て
解
官
の
事
也
。 
 
み
ち
し
れ
る
★
后
を
お
か
し
て
流
る
ゝ
、
同
道
し
て
な
か
さ
る
ゝ
物
も
い
さ
め
ぬ
は
、
道
し
ら
ぬ
也
。 
 
み
か
は 
三
川
と
云
心
。
三
人
の
心
、
二
后
・
染
后
・
四
条
后
、
三
人
の
事
。
水
は
人
の
心
水
の
事
を
い
ふ
。
恋
に
ほ
た
さ
れ
て
行
を
云
也
。
く
に
は
、
苦
の
心
也
。 
 
八
は
し 
三
人
に
五
人
を
加
へ
て
、
八
人
と
云
。
は
し
は
、
思
ひ
わ
た
る
心
也
。 
 
そ
の
さ
は 
古
注
は
、
あ
つ
ま
へ
は
く
た
ら
ぬ
。
忠
仁
公
の
東
山
御
所
へ
か
く
し
置
給
た
る
事
三
ケ
年
の
間
に
此
物
語
を
か
く
と
云
事
。
関
白
の
恩
沢
を
云
。
御
庭
の
体
を
か
く
と
云
説
。 
 
木
の
か
け 
こ
れ
も
関
白
の
事
を
申
。
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
。 
 
よ
う
な
き 
無
用
也
。
み
や
つ
か
へ
も
せ
す
、
左
遷
の
事
を
云
也
。
」
（
６
オ
）
そ
こ
を
八
は
し
よ
り
注
也
。 
 
八
は
し 
縦
横
な
る
水
の
体
也
。
く
も
て
は
、
か
な
た
こ
な
た
へ
か
け
た
る
心
也
。 
 
か
れ
い
ゝ 
や
つ
れ
た
る
為
体
也
。 
 
あ
る
人
の 
同
道
の
人
な
る
へ
し
。 
 
か
ら
衣
ー 
思
と
云
字
、
肝
要
也
。
旅
た
ち
て
左
遷
の
儀
も
思
人
ゆ
へ
也
と
云
也
。
故
郷
の
事
、
后
の
事
な
と
を
、
此
「
思
」
と
云
字
に
こ
め
た
る
也
。 
 
涙
お
と
し 
つ
よ
く
人
の
感
た
る
心
也
。
★ 
ゆ
き
〳
〵
て 
三
川
よ
り
駿
河
へ
行
、
遠
江
を
「
ゆ
き
〳
〵
」
の
字
に
こ
め
て
書
也
。
古
注
。 
 
う
つ
の
山 
空
の
字
也
。
む
な
し
く
恋
の
山
に
入
た
る
心
。
す
る
か
は
た
か
つ
ね
の
当
官
、
駿
河
也
。
そ
の
人
の
所
に
て
か
く
程
に
、
如
此
。
山
は
や
ま
ひ
、
恋
の
病
と
云
也
。 
 
わ
か
い
ら
ん 
東
山
に
ゐ
て
、
恋
路
の
や
み
に
ま
よ
ふ
を
云
。 
 
つ
た
か
へ
て 
我
は
お
し
こ
め
ら
れ
て
み
れ
は
、
皆
人
の
さ
か
へ
た
る
を
云
。
か
つ
ら
を
臣
下
に
た
と
へ
た
る
事
、
文
集
に
あ
り
。 
 
か
へ
て 
王
の
さ
か
へ
た
る
事
。 
 
修
行
者 
僧
正
遍
昭
の
東
山
を
と
ふ
ら
は
れ
た
る
を
云
。
深
草
御
門
に
つ
か
へ
た
る
人
也
。
道
心
お
こ
し
て
名
人
也
。 
 
す
る
か
な
る
ー 
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
也
。
古
注
、
あ
は
」（
６
ウ
）
ぬ
事
也
。 
 
つ
た
か
へ
て
は
し
け
り 
葉
し
け
り 
〇て 
と
よ
む
よ
り
は
、
た
ゝ
「
は
」
と
よ
む
、
猶
優
に
て
ま
さ
る
也
。
両
説
。 
 
す
ゝ
ろ 
辛
字
也
。
か
ら
き
め
を
み
る
也
。 
 
修
行
者 
し
ら
ぬ
人
也
。
修
行
者
は
業
平
を
見
し
る
也
。
い
ひ
か
け
ら
れ
て
み
れ
は
、
み
し
人
也
と
書
之
、
面
白
。 
 
そ
の
人 
我
思
人
の
事
也
。 
 
つ
く 
事
付
た
る
也
。
★
★
す
る
か
な
る
ー 
「
う
つ
の
山
う
つ
ゝ
」
と
う
け
ん
た
め
也
。
所
の
名
は
勿
論
な
れ
と
も
、
か
や
う
に
み
る
也
。
う
つ
ゝ
こ
そ
あ
ら
め
、
夢
に
た
に
あ
は
ぬ
と
云
に
、
恋
し
か
な
し
と
云
心
を
、
ふ
か
く
こ
め
た
る
也
。
は
る
〳
〵
と
き
た
れ
は
、
う
つ
ゝ
に
も
あ
は
ぬ
と
思
ふ
。
ま
し
て
夢
に
も
あ
は
ぬ
や
う
に
、
み
し
人
を
思
心
也
。
詞
た
ら
ぬ
心
也
。 
 
ふ
し
の
山 
清
和
を
申
三
十
五
月
晦
日
七
に
て
御
出
家
あ
り
。
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
御
す
か
た
と
申
。
文
集
に
、
王
を
山
に
た
と
ふ
。
六
帖
「
み
ね
た
か
き
ふ
し
の
ー
」
、
江
口
白
女
歌
也
。
嵯
峨
天
皇
に
ま
い
り
て 
〇後 
よ
む
歌
也
。
こ
れ
も
王
を
富
士
に
た
と
へ
申
。 
 
時
し
ら
ぬ
ー 
清
和
御
出
家
心
得
申
さ
ぬ
と
云
心
。 
 
い
つ
と
て
か 
我
御
年
を
い
つ
と
思
召
そ
也
。
か
の
こ
ま
た
ら
は
、
臣
下
出
家
し
、
又
出
家
せ
ぬ
相
交
た
る
心
。 
 
は
た
ち
は
か
り 
位
二
十
重
に
あ
た
る
心
、
不
用
。
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
也
。
業
平
、
旅
」（
７
オ
）
行
の
眺
望
也
。
ふ
し
を
み
れ
は
、
思
ひ
 55 
も
よ
ら
ぬ
雪
の
さ
た
〳
〵
と
ふ
り
た
る
を
よ
む
也
。
所
詮
、
時
し
ら
ぬ
山
は
富
士
な
り
け
り
。
此
山
は
い
つ
と
思
ひ
た
る
そ
と
よ
む
也
。
心
・
意
・
識
、
三
の
心
、
此
歌
に
あ
り
。 
 
こ
ゝ
に
た
と
へ 
ふ
し
を
み
て
い
ひ
た
る
な
れ
は
、
相
違
。
後
に
伊
勢
か
書
程
に
富
士
の
詞
也
。 
 
は
た
ち 
や
う
も
な
し
。 
 
し
ほ
し
り 
壺
塩
の
事
、
一
説
。
こ
ま
か
に
は
み
そ
と
云
。 
 
猶
ゆ
き
〳
〵
て 
駿
河
ま
て
を
か
き
て
、
い
つ
・
さ
か
み
を
こ
め
て
書
程
に
、
二
ケ
国
こ
も
る
ゆ
へ
、「
猶
」
と
云
字
を
く
は
へ
た
り
。 
 
む
さ
し 
長
良
卿
、
其
時
む
さ
し
の
守
、
其
子
と
を
つ
ね
、
下
総
也
。
す
い
た
川
と
云
川
、
法
性
寺
に
あ
り
。
五
音
か
よ
ふ
ゆ
へ
に
、
す
み
た
川
と
云
。
★ 
わ
た
し
も
り
ー 
当
、
関
白
の
御
詞
也
。
先
帝
清
和
は
や
出
家
し
給
、
陽
成
に
め
し
い
た
さ
れ
よ
と
い
ふ
心
。
長
良
卿
す
い
た
川
を
せ
き
入
て
、
陽
成
を
申
。
其
時
、
流
人
め
し
い
た
さ
れ
よ
と
云
事
也
。 
 
わ
た
し
も
り 
臣
下
摂
政
・
関
白
、
君
を
ま
も
る
事
を
、
し
ん
せ
い
伝
に
い
ひ
た
る
事
。 
 
日
も
く
れ 
位
を
さ
り
給
事
。
日
を
君
に
た
と
へ
申
事
、
文
集
に
あ
り
。 
 
物
わ
ひ
し
く
て 
天
帝
御
免
も
な
く
て
、
は
や
罷
出
事
を
左
」（
７
ウ
）
遷
の
人
た
ち
思
心
也
。 
 
し
ろ
き
鳥 
陽
成
、
曲
水
宴
の
時
、
御
装
束
の
色
し
ろ
き
也
。 
 
は
し
あ
し 
く
ち
ひ
る
、
ひ
の
は
か
ま
を
申
。
★ 
鴫 
司
宜
と
書
之
。
漢
高
祖
顔
大
也
。
陽
成
又
如
此
。
そ
れ
に
た
と
へ
申
。
★ 
水
の
う
へ 
関
白
の
け
い
ゑ
い
也
。 
 
見
し
ら
す 
流
人
位
に
つ
き
給
を
見
し
り
ま
い
ら
せ
ぬ
也
。
当
流
不
用
、
さ
し
む
き
て
み
る
。 
 
大
な
る
川 
す
み
た
川
、
も
と
よ
り
大
な
れ
と
も
、
又
心
あ
り
。
都
を
は
な
れ
て
行
人
の
、
す
こ
し
行
た
に
も
か
な
し
き
に
、
は
る
〳
〵
行
て
、
け
つ
く
大
な
る
川
を
こ
え
て
行
は
、
猶
か
な
し
き
心
を
云
也
。 
 
は
や
舟
に
の
れ 
都
を
お
も
ひ
て
や
す
ら
ふ
を
、
船
頭
の
催
促
し
た
る
心
、
面
白
。 
 
京
に
お
も
ふ
人 
面
白
詞
也
。
松
月
な
と
殊
面
白
か
る
也
。
な
き
に
し
も
あ
ら
す
と
云
心
、
一
段
す
く
れ
た
る
也
。 
 
と
ひ
け
れ
は 
業
平
の
と
ふ
也
。
都
を
切
に
思
心
猶
こ
も
る
也
。 
 
名
に
し
お
は
ゝ
ー 
「
南
江
路
人
亦
泣
秋
風
暮
」
、
こ
れ
よ
く
相
似
た
り
。 
○ 【
一
九
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
女 
紀
有
常
か
女
也
。
業
平
、
宮
つ
か
へ
す
る
か
た
の
女
也
。
染
殿
后
な
と
歟
。 
 
ご
た
ち 
つ
か
は
れ
人
の
」（
８
オ
）
惣
名
也
。 
 
あ
ひ
し
り
★
契
を
か
は
し
た
る
心
也
。 
 
男
あ
る
物
か
と
も 
男
の
か
た
よ
り
か
れ
た
る
を
恨
也
。
★ 
あ
ま
雲 
天
雲
也
。
と
を
き
と
云
心
也
。
さ
て
「
よ
そ
に
も
」
と
つ
ゝ
け
た
る
也
。
雲
を
も
て
人
に
た
と
へ
て
よ
む
也
。
あ
ま
雲
、
雨
と
云
心
を
も
た
せ
た
る
と
い
へ
と
も
、
た
ゝ
天
雲
也
。 
 
ふ
る
こ
と
は 
経
字
也
。
有
常
か
女
、
心
さ
た
ま
ら
て
ふ
た
心
あ
る
を
よ
む
也
。 
 
わ
か
ゐ
る 
我
居
へ
き
也
。
風
の
は
や
き
山
に
は
、
雲
も
居
所
を
さ
た
め
ぬ
也
。 
【
一
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
東
国
へ
行
巡
道
の
事
也
。
女
は
、
誰
と
も
な
し
。
古
注
は
、
紀
有
常
、
当
官
武
蔵
也
。 
 
あ
て
な
る 
人
を
ほ
む
る
也
。
勝
字
。
業
平
。 
 
な
を
人 
し
ゆ
し
や
う
、
た
と
か
ら
ぬ
人
也
。
位
は
諸
大
夫
程
の
人
歟
。
直
人
。
古
注
、
麁
人
。
文
集
ニ
ア
リ
。
藤
原
四
姓
の
う
ち
に
て
、
こ
と
に
貴
と
云
々
。
古
注
、
義
廉
ト
云
々
。
父
は
さ
し
た
る
人
な
ら
ね
は
斟
酌
。 
 
よ
み
て 
よ
ん
て
と
読
。 
 
す
む
所
な
ん 
は
や
注
を
書
た
る
は
、
此
歌
心
え
か
た
き
ゆ
へ
也
。 
 
み
よ
し
の
ゝ
ー 
古
注
、
田
面
祭
。
か
や
を
も
て
人
形
を
つ
く
り
て
祭
。
雁
を
も
か
や
に
て
作
て
、
む
こ
の
儀
を
相
す
る
也
。
当
流
、
さ
し
む
き
て
み
る
。 
 
ひ
た
ふ
る 
永
一
向
に
君
か
 56 
方
へ
よ
る
と
云
々
。
寄
恋
の
心
。 
 
よ
る 
寄
、
夜
字
を
も
た
せ
た
る
也
。 
 
む
こ
か
ね
★
か
ね
は
器
量
。
」
（
８
ウ
） 
 
わ
か
方
に
ー 
こ
れ
も
雁
に
て
我
思
ひ
を
い
は
せ
た
り
。「
い
つ
か
わ
す
れ
ん
」
は
、
母
の
心
さ
し
を
い
つ
の
世
に
わ
す
れ
ん
そ
と
憫
歌
也
。 
 
と
な
ん 
歌
の
事
也
。 
 
人
の
国
に
て
も 
二
条
后
ゆ
へ
東
国
へ
な
か
さ
れ
た
れ
と
も
、
流
人
に
て
も
猶
未
休
と
注
詞
也
。 
【
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
わ
す
る
な
よ
ー 
さ
し
む
き
也
。
雲
ゐ
と
云
縁
に
て
空
行
月
と
は
よ
め
り
。
歌
か
ら
面
白
也
。
拾
遺
に
入
た
り
。
た
ゝ
も
と
か
歌
也
。
不
審
の
事
也
。
延
喜
の
比
人
、
業
平
以
後
人
也
。
難
分
別
。
伊
勢
か
お
も
し
ろ
き
歌
ゆ
へ
作
入
た
る
歟
。
又
拾
遺
に
作
者
誤
て
入
た
る
歟
也
。 
【
一
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
古
注
、
人
の
む
す
め
、
二
条
后
也
。
父
の
御
官
大
和
守
也
。
む
さ
し
野
へ
行
、
不
審
。
春
日
野
に
む
さ
し
塚
あ
り
と
云
々
。
み
さ
こ
丸
ー
、
当
流
、
此
歌
に
て
一
段
つ
く
り
出
た
る
と
み
る
也
。
ぬ
す
人
ゆ
へ
「
か
ら
め
ら
れ
」
な
と
書
也
。
★ 
み
ち
く
る
人 
満
来
也
。 
 
む
さ
し
の
は
ー 
歌
義
な
し
。 
 
若
草
の
つ
ま 
そ
と
も
え
出
た
る
端
也
。
火
を
つ
け
ん
と
い
ふ
に
よ
り
て
、「
け
ふ
は
な
や
き
そ
」
と
読
也
。
古
今
、
春
日
野
と
あ
り
。
心
か
相
違
す
る
也
。 
【
一
三
段
】 
む
か
し
む
さ
し
ー 
い
つ
れ
も
武
蔵
に
て
の
事
也
。
男
」（
９
オ
）
も
皆
業
平
也
。
★
★
む
さ
し
あ
ふ
み 
か
け
て
思
ふ
と
云
心
也
。 
 
む
さ
し
あ
ふ
み
ー 
詞
書
の
縁
に
て
か
く
よ
む
也
。
古
注
説
、
こ
れ
は
行
平
女
也
。
業
平
蜜
（
マ
）
通
は
勿
論
、
さ
れ
は
「
き
こ
え
ね
は
つ
か
し
」
と
云
々
。
武
蔵
よ
り
鐙
は
貢
進
す
る
也
。
は
し
め
て
此
国
よ
り
し
い
た
し
た
り
。
し
な
の
ゝ
ま
弓
、
こ
れ
も
は
し
め
て
し
い
た
し
た
る
也
。
こ
れ
は
一
条
殿
・
〈
宗
〉

説
同
。
古
注
は
、
い
き
よ
り
あ
ふ
み
を
も
し
つ
け
た
り
。
は
な
れ
ぬ
中
と
云
心
と
云
々
。
と
ふ
も
う
る
さ
し
は
、
お
ち
の
事
な
れ
は
也
。
た
へ
〈
■かた
〉
き
は
、
か
く
よ
み
た
る
ゆ
へ
に
猶
思
ひ
ま
さ
る
也
。 
 
と
へ
は
い
ふ
ー 
下
句
の
心
を
う
け
て
、
な
に
と
も
進
退
ま
よ
ふ
と
よ
む
也
。
む
さ
し
あ
ふ
み
と
下
に
お
き
て
よ
む
、
優
に
成
た
る
也
。
の
ひ
て
お
も
し
ろ
き
也
。 
 
 
（
六
～
七
行
空
白
）
」
（
９
ウ
） 
【
一
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
こ
ゝ
も
作
物
語
也
。
文
と
綾
と
の
心
也
。
古
注
之
説
、
長
良
卿
の
事
申
之
。
万
歌
を
な
を
し
て
こ
ゝ
に
か
く
。
一
段
こ
ゝ
を
は
作
物
語
と
み
る
也
。 
 
く
は
こ 
か
い
こ
也
。
蜉 
虵
（
マ
）
命
み
し
か
く
て
、
し
か
も
契
ふ
か
し
。 
 
玉
の
を
は
か
り 
は
か
な
く
す
こ
し
の
間
と
云
心
也
。
或
説
、
念
珠
一
く
り
の
間
と
云
。
難
用
。
此
か
い
こ
程
の
命
の
う
ち
な
り
と
も
、
あ
ひ
て
し
な
は
や
也
。 
 
夜
も
あ
け
は
ー
★
き
つ
は
狐
也
。
下
略
也
。 
 
は
め 
食
也
。 
 
く
た
か
け 
家
鶏
也
。
く
た
は
細
也
。
小
鶏
と
、
一
条
殿
御
説
。 
 
せ
な 
夫
也
。 
 
く
り
は
ら
の
ー 
業
平
、
女
を
な
く
さ
め
て
よ
む
歌
也
。
此
人
あ
ね
は
の
松
の
や
う
に
あ
ら
は
と
云
心
也
。
「
を
く
ろ
さ
き
ー
」
、
そ
の
歌
と
同
也
。
三
の
小
島
、
面
白
所
也
。 
 
人
な
ら
は 
都
へ
さ
そ
ひ
て
行
て
人
に
み
せ
は
や
と
云
心
也
。 
 
よ
ろ
こ
ほ
ひ 
此
段
、
皆
あ
つ
ま
の
事
に
書
成
也
。
勝
 
今
案
地
無
主
翫
人
則
主
に
な
る
也
。
あ
ね
は
の
松
の
や
う
に
主
な
く
は
也
。 
【
一
五
段
】 
む
か
し
ー 
 
な
て
う
こ
と 
さ
程
な
き
と
云
心
。 
 
さ
や
う
に
て 
」（
10
オ
）
 
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人
の
め
な
れ
は
、
我
物
に
な
り
て
あ
り
か
た
き
心
也
。 
 
し
の
ふ
山 
所
名
。
勿
論
、
又
「
し
の
ひ
て
」
と
い
は
ん
枕
詞
。
人
の
心
へ
忍
ひ
入
て
み
る
道
も
哉
と
、
我
を
思
か
思
は
ぬ
、
し
ら
ん
と
云
心
。「
お
も
ふ
ら
ん
人
の
心
の
く
ま
」
古
今
歌
に
同
事
也
。
★ 
め
て
た
し 
歌
の
心
か
と
云
。
前
の
「
さ
や
う
に
て
は
」
と
云
詞
に
か
け
て
い
ふ
歟
。
只
業
平
の
事
也
。 
 
さ
か
な
き 
悪
字
。
又
不
詳
。 
 
せ
ん
は
★
「
は
」
ゝ
助
詞
也
。
業
平
に
と
り
つ
め
ら
れ
て
は
い
か
ゝ
也
。 
【
一
六
段
】 
む
か
し
ー 
 
紀
名
虎
子
有
常 
業
平
の
し
う
と
也
。
三
代
は
、
淳
和
・
仁
明
・
文
徳
。
惟
高
・
清
和
事
、
名
虎
死
後
、
有
常
は
つ
か
へ
〈
たゝ
〉
れ
と
も
、
敵
御
方
の
や
う
に
あ
り
し
也
。 
 
あ
て
は
か
な 
妙
字
也
。
す
く
れ
た
る
心
。 
 
あ
ね 
古
注
説
。
当
、
誰
と
も
な
く
み
る
也
。 
 
む
つ
ま
し
き 
女
の
尼
に
成
て
行
を
恨
の
心
也
。
★ 
手
を
折
て
ー 
有
常
、
業
平
方
へ
よ
み
て
や
る
也
。 
 
十
と
四
（
マ
） 
四
十
年
也
。
う
へ
に
は
何
事
を
も
い
は
て
あ
れ
と
も
、
そ
こ
に
色
々
の
事
か
こ
も
る
、
哀
也
。
★
★
ま
て 
此
字
に
て
さ
ま
〳
〵
の
物
を
送
た
る
心
あ
り
。 
 
年
た
に
も
ー 
業
平
返
事
也
。
」
（
10
ウ
）
四
十
年
の
間
い
く
た
ひ
君
を
も
た
の
み
し
事
あ
り
つ
ら
ん
と
、
女
の
事
を
た
す
け
て
よ
む
。
業
平
の
せ
い
也
。 
 
こ
れ
や
こ
の
ー 
又
有
常
歌
。
五
文
字
、
衣
を
さ
し
て
云
。
送
物
の
衣
、
さ
な
か
ら
天
の
は
衣
也
と
云
。
下
句
に
自
問
自
答
し
て
、
「
む
へ
し
」
、
こ
と
は
り
な
り
。 
 
み
け
し 
上
衣
。
御
衣
。
業
平
方
へ
人
の
送
た
る
衣
な
れ
は
也
。 
 
秋
や
く
る
ー 
前
歌
は
衣
の
事
、
此
歌
は
愁
の
事
を
よ
む
。
業
の
心
さ
し
を
感
也
。 
 
ま
か
ふ 
露
は
草
木
に
を
く
か
、
も
し
を
き
ま
か
へ
て
我
袖
に
を
く
か
と
云
心
也
。
よ
く
〳
〵
思
へ
は
感
涙
な
り
と
云
也
。 
【
一
七
段
】 
と
し
こ
ろ
ー 
 
人 
古
注
説
。 
 
あ
た
な
り
と
ー 
此
女
の
あ
た
〳
〵
し
き
と
云
を
、
ち
と
う
ら
み
た
る
心
也
。 
 
今
日
こ
す
は
ー 
業
平
歌
也
。
よ
き
時
分
き
た
れ
は
こ
そ
也
。
不
然
は
花
と
は
み
し
、
雪
と
み
ん
と
云
心
也
。 
【
一
八
段
】 
む
か
し
ー 
 
な
ま
心 
中
程
の
心
と
み
る
也
。
無
子
細
也
。
古
注
は
よ
き
と
云
心
、
好
字
也
。
長
能
詞
。
有
二
好ナマ
心
一
。
其
詞
美
也
。
此
段
、
誰
人
と
な
け
れ
と
も
、
小
野
小
町
と
み
る
也
。
此
詞
の
や
う
に
て
此
人
と
し
ら
れ
た
る
也
。 
 
男 
業
平
。
」（
11
オ
） 
 
紅
に
ー 
業
平
第
一
好
色
の
事
を
お
と
し
て
よ
む
也
。 
 
と
を
ゝ 
た
は
む
也
。
た
ゝ
雪
の
ふ
る
か
と
も
み
る
也
。
白
は
本
色
也
。
好
色
は
跡
か
た
も
な
き
と
云
。
小
町
隣
に
あ
る
を
、
業
平
音
信
せ
ぬ
を
云
也
。
或
説
、
う
つ
ろ
ふ
と
云
に
、
や
う
あ
り
つ
へ
き
也
。
男
の
か
た
よ
り
音
信
せ
て
、
女
の
か
た
よ
り
い
ひ
や
り
た
る
、
本
色
に
て
な
き
と
云
心
、
今
案
。 
 
し
ら
す
よ
み 
好
色
お
と
し
た
る
と
は
、
と
り
あ
は
〈
せ
〉
て
よ
む
心
也
。 
 
く
れ
な
ゐ
に
ー 
紅
白
相
交
た
る
菊
を
給
を
よ
ろ
こ
ふ
也
。
お
り
け
る
人
の
袖
に
て
こ
そ
あ
れ
と
よ
む
也
。
或
説
。 
 
し
ら
す
よ
み 
卑
下
也
。 
 
紅
に
ー 
紅
を
我
事
に
す
る
也
。
其
上
白
菊
の
交
た
る
か
、
小
町
袖
の
事
を
云
。
好
色
を
お
と
し
て
よ
む
を
、
小
町
お
も
ひ
か
ね
て
歌
を
給
は
、
好
色
第
一
を
あ
ら
は
す
と
よ
み
た
る
也
。 
【
二
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
古
注
、
有
常
女
也
。
奈
良
に
す
む
時
、
八
幡
よ
り
は
つ
も
み
ち
を
折
と
云
也
。
当
流
、
誰
と
も
な
し
。 
 
宮
つ
か
へ 
い
ま
の
京
に
上
洛
也
。 
 
か
え
て
の
も
み
ち 
若
葉
の
紅
葉
也
。「
ひ
と
へ
山
い
く
重
霞
の
へ
た
つ
れ
と
春
の
紅
葉
の
色
そ
か
く
れ
ぬ
」
、
万
歌
也
。
文
集
「
彩
霞
ー
」
。 
 
君
か
た
め
ー 
業
平
、
君
 58 
か
た
め
に
と
折
た
れ
は
、
は
や
紅
葉
」
（
11
ウ
）
し
た
る
に
て
、
君
の
心
の
う
つ
ろ
ふ 
〇か 
と
心
も
と
な
か
る
歌
の
心
也
。 
 
返
事
は 
人
の
か
た
へ
文
を
や
り
て
は
、
返
し
を
と
く
み
た
き
也
。
道
す
か
ら
も
、
そ
の
事
を
思
を
こ
め
て
書
也
。 
 
い
つ
の
ま
に
ー
★
前
の
歌
返
し
大
事
な
る
を
、
業
平
の
う
へ
を
一
段
う
ち
て
よ
み
た
る
也
。
此
紅
葉
を
折
て
う
つ
ろ
ふ
と
よ
み
た
る
を
、
又
女
は
、
た
ゝ
今
こ
そ
別
た
る
に
、
い
つ
の
ま
に
は
や
う
た
か
ふ
心
の
つ
き
た
る
そ
と
よ
む
也
。
「
春
な
か
る
ら
し
」
に
て
、
秋
に
成
た
る
心
あ
り
。 
【
二
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
女
は
小
野
小
町
な
る
へ
し
。 
 
い
と
か
し
こ
く 
契
の
ふ
か
き
心
也
。 
 
い
て
ゝ
い
な
は
ー
人
は
し
ら
ね
は 
業
平
に
か
き
ら
ぬ
心
也
。 
 
け
し
う 
心
も
と
な
き
也
。 
 
お
も
ふ
か
ひ
ー 
業
〈
平
〉
歌
也
。
上
句
は
、
ふ
か
く
恨
た
る
也
。
下
句
は
、
我
こ
そ
ふ
か
く
思
つ
れ
と
も
、
又
う
ら
む
る
事
も
こ
そ
あ
り
つ
ら
め
と
、
身
を
省
た
る
心
也
。
こ
れ
又
業
性
也
。
又
上
下
と
も
に
一
向
恨
た
る
心
と
、
一
説
。 
 
わ
れ
や 
こ
の
「
や
」
、
や
は
也
。 
 
お
り 
居
也
。 
 
人
は
い
さ
ー 
又
よ
む
也
。 
 
玉
か
つ
ら 
面
影
と
云
枕
詞
也
。
万
歌
お
ほ
し
。
」（
12
オ
）
玉
か
つ
ら
を
女
の
事
を
云
と
、
一
説
也
。
か
つ
ら
を
か
く
る
故
也
。
人
は
お
も
は
て
や
あ
る
ら
ん
と
云
心
こ
も
る
也
。 
 
こ
の
女
ー 
小
町
か
定
心
な
ら
ぬ
か
見
え
た
る
也
。 
 
い
ま
は
と
て
ー 
我
は
わ
す
れ
す
し
の
ふ
と
よ
む
也
。 
 
わ
す
れ
草
ー
★
人
を
わ
す
れ
ん
と
て
忘
草
を
は
う
ふ
る
物
也
。
さ
や
う
に
あ
ら
は
、
我
わ
す
れ
ぬ
を
は
し
り
給
ふ
へ
し
と
よ
む
也
。 
 
け
に 
ま
さ
り
て
也
。
勝
字
也
。
★
★
わ
す
る
ら
ん
ー 
定
心
な
ら
ぬ
を
、
そ
ひ
な
か
ら
又
疑
也
。 
 
中
空
に
ー 
返
歌
十
分
に
あ
ひ
か
た
き
也
。
雲
を
も
て
我
思
を
い
は
す
る
也
。
わ
か
あ
り
さ
ま
を
観
て
よ
む
也
。
業
に
、
定
心
な
ら
ぬ
を
は
ち
し
め
ら
れ
て
、
身
を
歎
歌
の
心
也
。 
 
と
は
い
ひ
し
（
ー
カ
）
★
歌
よ
り
つ
ゝ
け
て
み
る
也
。
よ
く
身
を 
〇は 
観
し
た
れ
と
も
、
又
別
た
る
也
。 
【
二
段
】 
む
か
し
は
か
な
く
て
ー 
こ
れ
も
誰
と
も
な
し
。 
 
う
き
な
か
ら
ー 
前
の
小
町
か
段
と
お
な
し
心
也
。 
 
か
つ 
か
く
と
云
心
也
。
且
に
て
は
な
し
、
ま
き
る
ゝ
也
。 
 
あ
ひ
み
て
は
ー 
又
返
し
に
、
あ
ひ
か
た
し
。
前
の
歌
に
業
の
同
心
し
た
る
に
て
、
返
し
は
き
こ
え
た
り
。
は
た
し
て
の
け
て
」
（
12
ウ
）
又
心
を
一
お
こ
し
て
よ
み
た
る
也
。
或
説
、
川
島
は
両
方
に
水
か
な
か
れ
て
、
末
は
ひ
と
つ
に
な
る
と
云
。
い
か
ゝ
也
。
嫌
心
は
、「
心
ひ
と
つ
を
か
は
し
ま
」
と
、
島
を
一
用
に
た
て
た
る
程
に
、
末
は
た
ゝ
水
の
な
か
れ
た
え
ぬ
と
は
か
り
、
下
句
は
心
得
へ
し
。 
 
其
夜
い
に
け
り 
い
き
け
り
也
。
前
の
歌
は
、
そ
の
夜
と
た
の
め
ね
と
行
た
る
程
に
「
と
は
い
ひ
け
れ
と
」
也
。 
 
秋
の
夜
の
ー 
夜
に
と
り
て
も
秋
は
な
か
き
心
也
。
★
★
秋
の
夜
の
ー 
こ
れ
は
業
平
歌
よ
り
は
、
心
幽
玄
に
お
も
し
ろ
し
。 
【
二
三
段
】 
む
か
し
ー 
子
と
も
あ
ま
た
あ
り
と
み
え
た
る
也
。
ひ
と
り
は
業
平
。
古
注
は
有
常
女
。
奈
良
の
事
と
い
ふ
。
当
、
誰
と
も
な
し
。 
 
つ
ゝ
ゐ
つ
の
（
左
右
に
傍
記
で
声
点
あ
り
。
右
「
古
づ
ゝ
ゐ
づ
の
」
、
左
「
当ﾟ
つ
ゝ
ゐ
づ
の
」
） 
古
注
、
調
五
。
業
平
年
も
五
、
有
常
女
ふ
た
り
の
年
を
云
と
、
不
用
。
当
、
か
さ
ね
詞
也
。
つ
も
し
一
過
て
、ﾟ
つﾟ
ゝ
ゐ
の
い
つ
ゝ
と
云
事
也
。「
つ
ゝ
い
つ
の
ー
」
、
定
家
歌
、
こ
れ
も
か
さ
ね
詞
也
。
「
つ
ゝ
い
つ
の
い
つ
ゝ
ー
」
、
千
五
百
番
、
衣
笠
ー
、
皆
か
さ
ね
詞
也
。
お
さ
な
心
に
、
い
つ
ゝ
の
た
け
に
な
ら
は
な
と
契
た
る
事
を
、
業
平
の
よ
み
て
や
る
也
。 
 
い
も 
 59 
い
も
せ
と
云
事
也
。
い
ま
た
嫁
せ
ね
と
も
、
は
や
契
を
き
た
れ
は
、
同
事
也
。 
 
く
ら
へ
こ
し
ー 
か
た
へ
ん
」（
13
オ
）
ま
て
さ
か
り
た
る
か
み
の
す
か
た
也
。 
 
誰
か
あ
く
へ
き 
か
み
あ
け
と
云
事
也
。
余
の
人
の
契
□
あ
（
虫
損
）
る
ま
し
き
と
、
女
の
返
事
也
。 
 
ほ
い
の
こ
と
く
★
本
意
也
。
★
お
や
な
く 
親
無
、
一
説
。
又
、
親
の
な
き
か
こ
と
く
、
わ
ひ
人
に
な
り
た
る
と
云
心
。 
 
か
う
ち 
業
行
也
。
身
を
も
た
ん
と
て
行
た
る
と
み
れ
は
、
非
幽
玄
。
女
を
憐
愍
〈
にし
〉
て
、
縁
に
も
つ
け
か
し
な
と
て
、
か
れ
た
る
と
み
れ
は
よ
し
。
★
風
ふ
け
は
ー 
此
段
、
中
に
も
面
白
也
。
古
今
詞
に
は
「
琴
を
ひ
き
て
」
と
あ
り
。
猶
お
も
し
ろ
し
。
大
和
物
語
「
ひ
さ
け
に
水
を
入
て
」
と
云
も
、
又
面
白
。
貫
之
も
、
此
歌
は
上
品
上
生
な
り
と
云
也
。 
 
し
ら
浪 
盗
人
と
云
、
梁
武
帝
事
、
古
来
説
也
。
当
、
盗
人
を
の
け
て
み
る
也
。
し
ら
浪
は
、
「
た
つ
た
山
」
と
う
け
ん
と
て
よ
む
也
。
畢
竟
、
下
句
の
心
、
「
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
」
簡
要
也
。
万
「
わ
た
つ
海
の
お
き
つ
白
浪
た
つ
田
山
ー
」
、「
〈
或敷
〉
島
の
や
ま
と
に
は
あ
ら
ぬ
ー
証
歌
也
」
。
又
、
顕
注
蜜
（
マ
）
勘
説
。 
 
け
こ 
笥
籠
。 
 
い
ひ
か
ひ 
海
草
也
。
さ
か
な
也
。
周
公
旦
、
壌
を
堀
故
事
。
こ
れ
も
こ
ま
や
か
に
成
敗
し
た
る
也
。
前
詞
同
前
と
云
。
不
用
。
当
流
、
ま
へ
に
や
さ
し
き
事
を
か
き
て
お
く
に
、
狂
言
を
書
也
。
作
物
語
の
ゆ
へ
也
。
★
君
か
あ
た
」（
13
ウ
）
り
ー 
万 
〇の 
歌
也
。
さ
し
む
き
て
み
る
、
面
白
也
。
「
い
こ
ま
山
い
さ
む
る
み
ね
に
ゐ
る
雲
の
ー
」
、
定
家
歌
此
心
也
。
★
か
ら
う
し
て 
や
う
〳
〵
し
て
也
。
物
の
か
ら
き
と
云
字
也
。 
 
君
こ
む
と
ー
★
下
句
、
あ
は
れ
也
。
★
と
い
ひ
け
れ
と 
こ
ん
と
い
ひ
け
れ
と
也
。 
【
二
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
女
は
誰
と
も
な
し
。
男
は
業
也
。
古
注
、
有
常
女
。
三
と
せ
こ
ぬ
は
、
忠
仁
公
の
も
と
東
山
に
こ
も
り
ゐ
た
る
事
を
云
。 
 
い
と
ね
ん
こ
ろ 
古
注
、
嵯
峨
天
皇
御
子
。
不
用
。
誰
と
も
な
し
。 
 
此
男 
業
平
也
。
古
注
、
「
こ
の
と
」
、
勅
諫
三
年
戸
を
閉
と
云
。
不
用
。 
 
歌
を
な
ん
よ
み
て 
業
、
勅
諫
二
条
后
ゆ
へ
也
。
さ
る
程
に
ね
た
み
て
あ
け
ぬ
い
ふ
説
、
不
用
。 
 
あ
ら
玉
の 
〇年 
ー 
男
か
れ
て
も
三
年
ま
つ
か
法
也
と
云
、
な
に
ゝ
あ
り
と
は
な
し
。 
 
あ
つ
さ
弓
ー 
三
弓
、
三
年
に
あ
た
る
と
云
、
或
説
也
。
弓
は
る
物
也
。
三
ツ
は
る
に
て
、
三
春
を
も
た
せ
た
る
也
。
「
年
文
集
不
来
無
春
ー
」
、
年
を
春
と
云
例
。 
 
か
こ
と 
ち
か
ひ
也
。
当
、
三
春
不
用
。
た
ゝ
か
さ
ね
詞
也
。
「
弓
と
い
へ
は
し
な
き
物
を
ー
」
、
神
楽
の
歌
に
よ
み
た
り
。
此
歌
、
三
年
の
心
な
し
。
又
「
あ
つ
さ
弓
ま
弓
つ
き
弓
つ
き
も
せ
す
ー
」
、
（
14
オ
）
定
家
歌
。
こ
れ
も
三
年
の
心
な
し
。
た
ゝ
心
の
ひ
く
と
云
事
也
。
★
つ
き
弓
年
を
へ
て 
つ
ゝ
か
ね
と
も
、
か
や
う
に
み
れ
は
余
情
あ
り
。 
 
う
る
は
し
み
せ
よ 
以
前
ち
か
ひ
た
る
を
わ
す
れ
た
る
か
と
せ
め
た
る
也
。
う
る
は
し
く
見
せ
よ
也
。
古
今
「
こ
と
な
ら
は
お
も
は
す
と
や
は
ー
」
、
こ
れ
は
、
か
く
る
と
云
事
也
。
弓
に
ひ
く
と
云
も
必
す
心
得
か
た
し
と
云
証
拠
也
。 
 
あ
つ
さ
弓
ー 
君
か
心
は
お
も
は
ぬ
や
ら
ん
も
し
ら
ね
と
、
我
は
思
也
。 
 
し
り
に
た
ち
て 
或
説
、
業
の
歌
に
つ
き
て
し
た
ふ
、
必
し
り
に
た
ゝ
す
と
云
。 
 
し
水 
心
水
と
云
。
★
★
お
よ
ひ
の
ち
し
て 
及
後
而
と
、
古
注
也
。
当
、
た
ゝ
さ
し
む
き
て
み
る
也
。 
 
お
よ
ひ
の
ち
し
て 
道
す
か
ら
墨
筆
も
な
け
れ
〇は 
也
。
お
よ
ひ
、
こ
ゆ
ひ
な
る
へ
し
。
★
き
え
は
て
ぬ
め
る 
あ
な
か
ち
死
す
へ
か
ら
す
。
思
の
切
な
る
也
。 
 
い
た
つ
ら
に 
こ
れ
も
思
の
休
せ
ぬ
也
。
死
す
る
に
は
あ
ら
し
。 
【
二
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
女 
小
町
也
。
業
平
を
ち
と
恨
心
〇あ
る
也
。 
 
秋
の
野
に
ー 
上
三
句
、
い
つ
れ
も
露
の
お
ほ
き
物
を
よ
せ
て
よ
む
也
。 
 
あ
さ
の
袖 
朝
の
袖
也
。
 60 
上
に
露
の
お
ほ
き
物
」
（
14
ウ
）
を
い
ひ
て
、
そ
れ
よ
り
も
あ
は
て
ぬ
る
夜
は
ひ
ち
ま
さ
る
□
み
（
虫
損
）
れ
は
お
も
し
ろ
し
。
古
今
は
「
あ
は
て
こ
し
」
と
云
。
あ
は
て
ぬ
る
、
ひ
と
り
ぬ
る
な
れ
は
、
こ
し
も
同
事
也
。 
 
み
る
め
な
き
ー 
 
わ
か
身
を
う
ら
★
恨
也
。
業
、
定
心
な
き
を
恨
と
も
し
ら
て
、
朝
夕
こ
ゝ
に
く
る
と
云
事
也
。
或
説
、
此
歌
前
と
返
歌
と
心
あ
は
ぬ
也
。
前
の
歌
「
さ
ゝ
わ
け
し
あ
ま
の
袖
」
と
云
也
。「
さ
」
を
誤
也
と
云
々
。
い
つ
れ
に
露
の
お
ほ
き
は
同
前
。 
【
二
六
段
】 
ー
五
条
わ
た
り 
二
条
后
な
る
へ
し
。
業
平
蜜
（
マ
）
通
や
み
て
、
后
に
成
給
の
ち
の
事
也
。
二
条
后
あ
は
れ
か
り
給
を
、
か
た
し
け
な
か
る
歌
也
。 
 
お
も
ほ
え
す
ー
★
★
み
な
と 
涙
、
両
説
。 
 
み
な
と
の
さ
は
く 
涙
の
い
か
め
し
き
事
を
云
歌
。
「
我
涙
雨
と
な
り
て
は
沖
津
舟
ー
」
、
諸
兄
歌
。
「
涙
為
池
ー
玉
舟
寄
胸
」
、
詩
に
も
あ
り
。
★
お
も
ほ
え
す 
か
ゝ
る
御
憐
愍
あ
ら
ん
と
お
も
ほ
え
す
也
。
此
御
憐
愍
を
承
て
、
お
も
は
す
し
ら
す
涙
の
舟
の
よ
る
程
な
か
る
ゝ
と
云
心
、
両
説
。 
【
二
七
段
】 
ー
女
の
も
と 
二
条
后
、
古
注
。
当
、
誰
と
も
な
し
。 
 
ぬ
き
す 
手
洗
に
□
に
（
虫
損
）
あ
ら
〳
〵
と
す
た
れ
を
あ
み
て
を
く
也
。
へ
り
な
と
も
あ
る
也
。
う
ち
や
り
て
と
は
、
の
け
た
る
也
。 
 
ぬ
き
す 
と
は
し
り
を
」（
15
オ
）
か
け
し
の
た
め
也
。 
 
わ
れ
は
か
り
ー 
思
の
切
な
る
心
也
。
水
の
下
に
影
の
う
つ
り
た
る
を
み
て
、
わ
か
た
く
ひ
な
る
物
も
あ
る
よ
と
思
也
。 
 
ー
た
ち
き
ゝ
て 
自
然
に
行
あ
は
せ
て
き
ゝ
た
る
也
。 
 
み
な
く
ち
に
ー 
か
は
つ
は
水
の
下
と
よ
む
。
前
の
歌
よ
り
う
け
て
よ
む
也
。
其
心
は
、
我
か
く
の
こ
と
く
思
か
、
そ
な
た
に
も
か
よ
ひ
て
か
や
う
に
あ
る
と
よ
み
か
け
た
る
也
。
か
は
つ
は
一
な
け
は
こ
と
〳
〵
く
鳴
と
云
也
。
男
か
へ
る
鳴
と
云
、
一
説
。
「
人
倫
に
あ
ら
さ
れ
と
も
其
道
の
霊
を
し
る
も
の
ー
」
、
公
任
卿
集
序
に
書
、
お
か
へ
る
也
。 
【
二
八
段
】 
む
か
し
ー 
 
色
こ
の
み 
大
概
古
注
、
小
町
。
愚
見
に
も
如
此
。
当
、
誰
と
も
な
し
。
★ 
な
と
て
か
く
ー 
 
あ
ふ
こ 
期
也
。
其
儀
か
た
く
成
也
。 
 
水
も
ら
さ
し 
堅
固
に
契
と
云
心
也
。 
 
あ
ふ
こ 
か
こ
に
て
よ
み
た
て
た
る
也
。
む
す
ふ
も
、
か
こ
を
く
む
心
也
。
又
畢
竟
跡
も
た
ま
ら
す
は
か
な
き
心
也
。 
【
二
九
段
】 
む
か
し
ー 
 
東
宮
女
御 
二
条
后
也
。
清
和
女
御
と
書
か
、
た
ゝ
女
御
と
か
く
へ
き
を
、
東
宮
女
御
と
書
、
不
審
也
。
陽
成
院
や
か
て
東
宮
に
た
ち
給
、
そ
の
母
と
云
心
也
。
む
ま
れ
給
て
あ
く
る
年
、
花
の
賀
あ
り
。
后
廿
八
歳
也
。
東
宮
二
歳
也
。
古
注
不
用
も
此
儀
な
と
相
違
也
。
此
賀
、
染
殿
后
四
十
賀
、
二
条
后
し
給
也
。
其
奉
行
を
業
平
う
け
給
也
。
花
の
」
（
15
ウ
）
時
分
し
給
ほ
と
に
、
花
賀
と
申
也
。 
 
花
に
あ
か
ぬ
ー 
年
々
花
に
執
着
は
勿
論
也
。
さ
れ
と
も
今
日
の
や
う
な
る
事
に
あ
ひ
た
る
は
な
し
也
。
殊
二
条
后
よ
り
奉
行
う
け
た
ま
は
り
て
一
段
今
日
く
る
ゝ
を
も
惜
也
。
歌
の
こ
と
か
ら
神
妙
也
。
上
は
賀
の
事
を
い
ひ
て
、
下
に
恋
の
心
か
あ
る
也
。
鳥
風
問
答
説
、「
け
ふ
の
こ
よ
ひ
」
は
、
二
条
后
、
染
殿
后
を
賀
給
栄
花
の
心
也
。
さ
れ
は
花
も
ち
る
ま
し
き
と
云
也
。 
【
三
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
は
つ
か
な
る 
そ
と
あ
ひ
た
る
心
也
。 
 
あ
ふ
事
は
ー 
玉
の
を
は
、
も
の
ゝ
す
こ
し
と
云
心
也
。
つ
ら
き
事
は
お
ほ
き
と
云
。
玉
の
を
と
よ
む
に
よ
り
て
、
下
句
「
な
か
く
み
ゆ
ら
ん
」
と
あ
り
。 
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【
三
一
段
】 
む
か
し
み
や
ー 
古
注
、
染
殿
后
と
あ
り
。
当
、
た
ゝ
禁
中
成
へ
し
。
業
平
、
此
局
の
ま
へ
を
わ
た
る
也
。
女
、
誰
と
も
な
し
。
古
注
は
、
伊
勢
と
あ
り
。 
 
な
に
の
あ
た 
愁
訴
の
あ
る
也
。 
 
草
は
よ
な
ら
ん 
業
平
を
恨
也
。
草
は
つ
ゐ
に
か
る
ゝ
也
。
人
の
は
て
を
み
ん
の
心
也
。
愚
見
・
宗

、
此
分
也
。
或
説
、
ふ
る
き
歌
の
詞
也
。
万
葉
歌
也
。
「
わ
す
ら
る
ゝ
つ
ら
さ
は
い
か
に
ー
」
。
或
説
、
こ
れ
は
業
平
の
う
へ
を
は
い
は
す
、
か
な
た
こ
な
た
心
を
か
よ
は
せ
と
も
、
又
う
つ
ろ
ひ
行
程
に
、
其
時
か
よ
ふ
」
（
16
オ
）
女
に
対
て
云
と
云
々
。
「
草
暗
平
原
縁
ー
」
、
毛
詩
に
あ
り
。
草
を
女
と
云
証
拠
也
。 
 
つ
み
も
な
き
人
ー 
 
う
け
へ
は 
人
を
あ
し
く
い
は
ゝ
也
。
師
説
は
、
業
平
の
我
身
に
う
け
て
人
を
の
ろ
〳
〵
し
く
い
は
ゝ
、
そ
な
た
に
お
は
ん
と
云
也
。「
観
音
経
還
着
ー
」
心
也
。
誓
ウ
ケ
ヱ
、
愚
見
説
、
又
呪
咀
ウ
ケ
ユ
、
陰
陽
記
詞
也
。
〇或
説
わ
す
れ
草
と
云
事
に
女
の
事
を
い
へ
は
、
よ
く
あ
ふ
也
。 
 
ね
た
む
★
又
そ
は
に
て
ね
た
む 
〇女 
も
あ
る
也
。 
【
三
二
段
】 
む
か
し
ー 
 
物
い
ひ
け
る 
す
こ
し
契
を
か
は
し
た
る
事
也
。 
 
と
し
こ
ろ
あ
り
て 
中
絶
の
心
也
。 
 
い
に
し
へ
の
ー 
 
く
り
返
し
む
か
し
を 
中
絶
し
た
る
程
に
、
む
か
し
に
な
し
た
き
と
云
心
也
。
い
に
し
へ
は
、
例
式
の
事
也
。
む
か
し
は
、
ね
か
ひ
事
也
。
さ
れ
は
、
い
に
し
へ
・
む
か
し
、
二
あ
れ
と
も
不
苦
。 
 
を
た
巻 
愚
見
説
、
へ
そ
と
云
物
也
。「
く
り
返
し
」
と
い
は
ん
た
め
、
を
た
巻
を
と
り
出
し
た
る
也
。
★ 
と
い
へ
り
け
れ
は
ー 
伊
勢
批
判
の
詞
也
。 
【
三
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
む
は
ら
の
郡
に 
業
平
領
知
あ
る
也
。
末
に
布
引
滝
も
此
事
な
る
へ
し
。
此
気
色
を
み
て
、
女
の
か
な
し
か
る
を
な
く
さ
め
て
よ
む
也
。 
 
あ
し
へ
よ
り
ー 
上
句
万
業
（
マ
）
に
あ
り
。
其
時
よ
み
あ
は
せ
た
る
歟
。
又
万
歌
よ
り
つ
く
り
た
る
歟
也
。
し
ほ
の
み
ち
く
る
も
、
あ
し
へ
に
て
は
」
（
16
ウ
）
み
え
す
。
う
へ
に
は
見
え
す
と
も
、
下
に
は
い
や
ま
し
な
る
と
云
心
也
。 
 
こ
も
り
え
に
ー 
ふ
る
江
な
と
の
心
也
。
草
な
と
に
か
く
さ
れ
た
る
也
。
船
は
「
さ
ほ
」
い
は
ん
た
め
、
棹
は
「
さ
し
て
」
と
い
は
ん
た
め
也
。
こ
も
り
た
る
下
の
心
は
し
ら
す
と
、
た
の
み
〈
か
た
〉
か
た
き
心
を
よ
み
た
る
也
。 
 
ゐ
中
人
ー 
批
判
の
詞
也
。
無
子
細
そ
と
云
心
を
、
下
に
こ
め
て
書
也
。 
【
三
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
業
平
に
な
ひ
か
ぬ
人
に
よ
み
て
や
る
也
。 
 
い
へ
は
え
に
ー 
い
は
ん
と
す
れ
は
い
は
れ
す
、
い
は
し
と
す
れ
は
む
ね
に
さ
は
く
、
思
の
切
な
る
心
也
。
上
句
を
下
句
に
て
尺
た
る
也
。 
 
お
も
な
く
て 
無
面
と
云
心
也
。
は
ち
な
く
て
也
。
つ
れ
な
き
と
云
に
よ
り
て
、
作
者
の
筆
の
加
ク
ワ
ヘ
や
う
也
。 
【
三
五
段
】 
む
か
し
ー 
心
に
も
あ
ら
ぬ
は
、
思
の
外
な
る
心
也
。 
 
玉
の
を
ゝ
ー 
命
の
事
を
い
へ
と
も
、
こ
れ
は
「
を
」
は
か
り
也
。
玉
は
、
ほ
め
た
る
也
。
あ
は
を
は
、
あ
は
せ
た
る
を
也
。
か
た
糸
は
、
た
え
て
の
く
る
也
。
あ
は
を
は
、
あ
は
せ
た
る
程
に
か
た
〳
〵
た
ゆ
れ
と
も
、
又
か
た
〳
〵
た
え
ぬ
も
の
也
。 
 
む
す
へ
れ
は 
契
の
事
也
。
思
の
外
に
わ
か
れ
た
れ
は
、
又
あ
は
ん
の
心
也
。 
 
あ
は
を 
或
説
、
鳥
風
ー
、
あ
は
〳
〵
し
き
と
云
心
也
。
此
注
経
信
云
々
。
あ
は
〳
〵
し
き
を
と
は
、
つ
よ
く
よ
ら
ぬ
也
。
さ
れ
は
き
る
れ
と
も
、
又
よ
く
よ
れ
は
あ
ふ
也
。 
【
三
六
段
】 
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む
か
し
ー 
業
平
の
方
へ
、
わ
れ
を
わ
す
れ
給
け
り
と
云
人
に
よ
み
て
や
る
也
。
」
（
17
オ
） 
 
谷
せ
は
み
ー 
谷
は
か
り
也
。
「
せ
は
み
」
に
心
は
な
し
。 
 
み
ね
ま
て 
な
か
く
は
へ
る
か
つ
ら
也
。
更
わ
か
思
の
た
え
ん
と
は
な
き
と
云
心
也
。
万
歌
也
。
ち
と
か
は
る
也
。
業
平
よ
み
あ
は
せ
た
る
か
、
又
つ
く
り
た
る
か
也
。
古
注
、
こ
れ
は
四
条
后
也
。
行
平
む
す
め
也
。
業
平
め
い
也
。
上
に
て
は
さ
も
な
く
て
、
下
に
心
を
か
よ
は
す
也
。
后
と
い
ひ
め
い
な
れ
は
、
尤
し
の
ふ
也
。
さ
れ
と
も
思
ひ
の
切
な
る
を
い
ふ
也
。 
 
谷
せ
は
み 
卑
下
の
詞
也
。
在
原
氏
の
事
を
云
也
。
時
に
あ
は
ぬ
一
門
の
事
を
云
也
。
さ
れ
と
も
、
此
后
は
身
を
も
ち
あ
け
た
る
を
云
也
。
さ
れ
と
も
、
か
つ
ら
の
縁
に
て
た
え
し
と
云
也
。 
【
三
七
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
色
こ
の
み 
小
町
と
い
へ
と
も
、
当
、
誰
と
も
な
し
。
色
こ
の
み
な
る
ゆ
へ
、
業
心
も
と
な
く
思
也
。 
 
わ
れ
な
ら
て
ー 
 
下
ひ
も 
花
の
下
ひ
も
あ
る
程
に
、
人
の
紐
に
よ
そ
へ
て
よ
む
也
。
ヱ
ン
セ
キ
ハ
ウ
、
霊
風
に
成
て
帯
の
と
け
た
る
古
事
、
下
ひ
も
此
説
也
。 
 
ふ
た
り
し
て
ー 
必
ふ
た
り
し
て
紐
を
む
す
は
ね
と
も
、
契
の
さ
ら
に
か
は
る
ま
し
き
と
云
心
を
よ
む
也
。 
【
三
八
段
】 
む
か
し
ー 
紀
有
常
か
も
と
へ
、
業
の
行
て
よ
そ
へ
行
た
る
程
に
、
後
よ
み
て
や
る
也
。 
 
君
に
よ
り
ー 
紀
有
常
よ
そ
へ
行
た
る
を
待
か
ね
て
よ
む
也
。 
 
な
ら
は
ね
は
ー 
こ
れ
も
有
常
、
業
久
し
く
あ
は
て
恋
し
く
」
（
17
ウ
）
思
程
に
、
わ
れ
し
も
君
ゆ
へ
な
ら
ひ
た
る
と
よ
む
也
。 
【
三
九
段
】 
む
か
し
さ
い
院
ー 
淳
和
天
皇
也
。
大
原
野
遺
誡
御
骨
を
お
さ
む
る
ゆ
へ
に
、
西
院
と
申
。 
 
み
こ
た
か
い
こ 
崇
子
内
親
王
、
承
和
十
五
年
五
月
十
五
日
薨
。 
 
男
★
業
平
也
。 
 
い
て
た
て
ま
つ
ら
す 
逗
留
あ
る
也
。 
 
源
の
い
た
る 
嵯
峨
源
氏
也
。
天
皇
の
孫
也
。 
 
蛍 
紗
の
袋
な
と
に
入
て
も
つ
事
、
好
色
の
わ
さ
也
。
★ 
い
て
ゝ
い
な
は
ー 
業
平
歌
也
。
此
段
、
愚
見
と
宗

説
相
違
。
愚
見
説
は
、
蛍
の
車
の
中
に
入
た
る
を
け
さ
む
は
、
そ
な
た
の
思
か
見
え
ま
し
き
と
云
心
也
。
蛍
は
、
夏
は
か
り
も
ゆ
る
也
。
と
し
へ
た
る
思
は
な
し
。
な
く
こ
ゑ
も
な
し
。
こ
れ
は
あ
さ
き
思
と
云
心
に
よ
む
也
。
至
を
お
と
し
て
読
也
。 
 
い
と
あ
は
れ
ー 
な
く
声
も
な
し
と
よ
む
程
に
、
そ
な
た
へ
は
き
こ
え
す
と
も
、
我
は
な
く
也
。
そ
な
た
よ
り
蛍
を
け
し
て
あ
り
と
も
、
我
思
は
き
え
し
と
云
也
。 
 
あ
め
の
し
た
ー 
業
平
、
至
を
ほ
め
た
る
也
。
さ
す
か
天
下
の
色
こ
の
み
と
き
く
に
、
猶
そ
と
云
也
。
嵯
峨
系
図
、
愚
見
に
あ
り
。
順
、
サ
タ
嵯
峨
御
子
、
み
な
名
人
也
。
御
子
は
さ
た
也
。
至
は
好
色
の
名
は
か
り
な
れ
は
、
ほ
い
な
し
と
か
く
也
。 
 
宗

説
、 
 
い
て
ゝ
い
な
は
ー
★
至
か
蛍
を
と
り
て
い
れ
た
る
也
。「
出
て
い
な
は
」
は
、
崇
子
内
親
王
を
」（
18
オ
）
申
也
。
こ
よ
ひ
此
殿
を
い
て
給
は
ん
か
限
也
。
如
煙 
〇ー 
、
又
灯
の
き
ゆ
る
を
人
の
命
に
よ
そ
へ
て
云
也
。
不
可
勝
計
。
い
ま
た
わ
か
く
て
き
え
給
を
、
人
々
な
け
く
声
あ
り
。
そ
れ
を
は
き
か
す
や
、
か
ゝ
る
女
に
色
め
く
は
と
諌
て
よ
む
也
と
云
々
。
と
し
へ
ぬ
る
と
も
お
も
は
す
、
わ
か
く
て
う
せ
給
事
也
。 
 
い
と
あ
は
れ
ー 
う
け
給
は
る
ま
て
も
な
く
、
歎
を
は
し
る
也
。
さ
れ
と
も
き
ゆ
る
物
と
も
は
、
真
実
五
諦
の
火
の
不
生
不
滅
の
こ
と
は
り
を
し
る
程
に
、
な
け
か
す
と
よ
む
也
。 
 
あ
め
の
し
た
ー 
お
く
は
批
判
の
詞
也
。
好
色
の
人
な
れ
と
も
、
不
生
不
滅
の
こ
と
は
り
を
云
は
、
色
こ
の
み
の
人
に
ゝ
あ
は
す
。 
 
な
を
そ 
直
の
字
也
。 
 
み
こ
の
ほ
い
な
し 
崇
子
ー
、
こ
の
御
た
め
に
は
な
け
か
ぬ
、
無
本
意
也
。「
順
か
お
ほ
ち
」
と
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云
詞
、
書
誤
也
。
書
つ
け
を
あ
や
ま
り
て
、
中
へ
書
入
た
る
也
。
当
説
也
。 
【
四
〇
段
】 
む
か
し
わ
か
き
ー 
 
げ
し
う 
け
す
し
く
は
あ
ら
ぬ
也
。ﾟ
け
し
う
、
凶
。
わ
ろ
く
は
あ
ら
ぬ
也
。
両
説
。 
 
人
の
こ 
業
平
。
愚
見
説
、
人
の
こ
、
お
や
あ
り
て
約
（
幼
カ
）
少
の
心
也
。

説
、
可
然
人
の
子
也
云
々
。 
 
女
も
い
や
し
け
れ
は 
わ
か
き
と
云
心
也
。
「
朝
廷
ー
卿
黨
無
如
齢
事
」
。 
 
お
ひ
う
つ
ー 
よ
そ
へ
や
ら
ん
と
す
る
也
。
★
ち
の
な
み
た 
思
の
切
な
る
心
也
。 
 
ゐ
て
い
ぬ 
よ
そ
へ
や
り
た
る
也
。
★
い
て
ゝ
い
な
は
ー 
女
の
別
な
ら
す
。
誰
か
と
云
は
、
我
も
此
世
に
た
へ
し
の
心
也
。 
 
あ
り
し
ー
★
我
ゆ
へ
に
よ
そ
へ
行
た
る
也
。 
 
た
え
入
に
け
り
」
（
18
ウ
） 
思
の
切
な
る
也
。
★ 
い
ひ
しﾟ
か 
し
の
ひ
事
は
業
の
た
め
、
女
の
た
め
を
思
て
こ
そ
よ
そ
へ
や
り
つ
れ
也
。 
 
〇
 
［
（
補
入
）
む
か
し
ー 
批
判
の
詞
也
。
★
い
ま
の
お
き
な 
業
平
に
比
て
い
ふ
也
。
］ 
【
四
一
段
】 
む
か
し
ー 
 
女
は
ら
か
ら 
業
平
最
愛
の
女
也
。
有
常
女
也
。 
 
あ
て
な
る 
業
平
。 
 
い
や
し
き
お
と
こ
ー 
こ
れ
は
、
業
の
女
の
い
も
う
と
な
る
〈
也
〉
 
へ
し
。 
 
ろ
う
さ
う 
ろ
の
事
也
。
六
位
の
き
ぬ
也
。
古
注
、
平
定
文
と
云
々
。
当
、
不
用
。
き
ぬ
を
業
や
る
也
。
肩
を
花
御
説
は
り
や
る
事
、
女
か
ゝ
る
わ
さ
や
は
す
へ
き
な
れ
と
も
、
三
従
と
云
事
あ
れ
は
、
さ
も
あ
り
ぬ
へ
し
。 
 
む
ら
さ
き
ー 
春
の
野
眺
望
也
。
草
の
花
御
説
萌
は
し
め
は
み
な
む
ら
さ
き
色
な
り
。 
 
め
も
は
る
に 
め
も
遙
也
。
春
と
云
字
を
も
た
せ
た
る
也
。
い
つ
れ
と
も
わ
か
ぬ
景
気
也
。
下
の
心
は
、
む
ら
さ
き
は
、
女
に
た
と
へ
た
る
也
。
最
愛
の
妻
ゆ
へ
、
ゆ
か
り
ま
て
か
な
し
く
思
心
也
。 
 
む
さ
し
の
ゝ
ー 
此
歌
注
也
。
「
む
ら
さ
き
の
一
本
ゆ
へ
に
」
、
そ
の
歌
の
こ
と
く
、
こ
の
歌
も
よ
む
也
。 
【
四
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
古
注
、
小
町
。
当
、
誰
と
も
な
し
。 
 
な
を
は
た
え
ー 
い
け
と
も
猶
心
も
と
な
き
也
。 
 
い
て
ゝ
こ
し
ー 
女
の
う
た
か
は
し
さ
に
、
よ
み
た
る
歌
と
み
え
た
り
。 
【
四
三
段
】 
む
か
し
ー 
 
か
や
の
み
こ 
加
陽
親
王
、
桓
武
第
七
。 
 
か
し
こ
う
め
く
み
ー
★
つ
よ
く
め
く
み
あ
り
た
る
也
。
」（
19
オ
） 
 
人
な
ま
め
き
ー 
業
平
也
。 
 
又
人
き
ゝ
つ
け
て 
加
陽
御
子
の
か
ゝ
る
事
を
後
に
き
ゝ
つ
け
て
〈
も也
〉
。 
 
郭
公
の
か
た 
夏
の
比
な
れ
は
、
此
か
た
を
書
歟
。 
 
ほ
と
ゝ
き
す
ー 
 
な
か
な
く 
汝
鳴
也
。
心
の
あ
ま
た
あ
る
と
云
心
也
。
そ
れ
ゆ
へ
、
お
も
へ
と
も
た
の
ま
ぬ
と
云
也
。
★
け
し
き
を
と
り
て 
業
に
、
加
陽
の
か
よ
ひ
給
た
る
を
か
く
し
た
る
程
に
、
や
か
て
返
事
も
せ
す
、
機
嫌
を
と
り
て
返
事
す
る
也
。 
 
名
の
み
た
つ
ー 
虚
名
と
云
也
。 
 
し
て
の
た
お
さ 
郭
公
一
名
也
。
「
な
か
な
く
と
ー
」
よ
む
を
う
け
て
、
そ
れ
を
う
け
た
ま
は
り
て
、
今
朝
わ
れ
は
ね
を
鳴
と
よ
む
也
。
或
説
、
万
歌
に
「
い
ほ
り
し
て
千
世
も
へ
ぬ
へ
し
我
せ
こ
か
ー
」
、
結
夫
イ
ホ
リ
シ
テ
、
万
に
書
也
。
夫
の
あ
ま
た
あ
る
と
云
に
、
心
あ
ひ
た
り
。
此
歌
を
も
て
よ
む
と
云
々
。 
 
時
は
さ
月 
そ
と
注
を
か
き
た
る
也
。 
 
い
ほ
り
お
ほ
き
ー 
心
お
ほ
く
と
も
、
わ
か
方
の
心
さ
し
ふ
か
く
は
た
の
ま
む
と
よ
む
也
。
こ
ゝ
に
て
は
、
ゆ
る
め
た
る
也
。 
【
四
段
】 
む
か
し
ー 
 
あ
か
た 
ゐ
中
へ
也
。 
 
馬
の
は
な
む
け 
送
物
な
と
は
な
む
け
也
。
古
注
、
有
常
ゐ
中
下
云
々
。 
 
い
て
ゝ
ゆ
く
ー 
愚
見
説
、
も
を
つ
か
は
す
 64 
程
に
、
裳
を
た
ち
入
て
よ
む
也
。
君
か
行
名
残
を
し
た
ふ
程
に
、
我
も
つ
れ
て
都
に
な
き
や
う
な
る
と
云
々
。 
 
こ
の
う
た
ー 
 
よ
ま
ず 
に
こ
る
也
。
業
よ
む
を
有
常
お
も
し
ろ
く
思
也
。
さ
れ
と
も
返
歌
を
せ
ぬ
也
。
は
ら
に
あ
ち
は
ひ
て
は
、
心
腑
に
そ
め
」（
19
ウ
）
て
お
も
し
ろ
く
思
ゆ
へ
、
返
事
せ
ぬ
也
。 
 
い
て
ゝ
ゆ
く
ー
★

説
、
有
常
よ
そ
へ
行
て
ぬ
き
つ
れ
は
、
装
束
也
。「
も
」
は
、
わ
さ
は
ひ
と
云
心
也
。
人
を
祝
た
る
ゆ
へ
、
わ
れ
も
わ
さ
は
ひ
な
く
成
た
る
と
よ
む
也
云
々
。
万
歌
「
た
ま
き
は
る
う
ち
の
か
き
り
は
た
い
ら
け
く
ー
も
ゝ
な
く
あ
ら 
〇ん 
を
う
け
く
つ
ら
け
く
ー
」
、
長
歌
也
。
此
「
も
ゝ
な
く
」
、
わ
さ
は
ひ
な
く
也
。
喪
也
。

、
ち
か
こ
ろ
引
出
歌
也
。 
 
此
歌
は
ー
お
も
し
ろ
け
れ
は 
時
節
の
事
を
云
也
。
有
常
き
た
り
て
の
事
也
。
歌
を
つ
け
て
や
れ
と
、
有
常
女
、
業
に
云
也
。 
 
よ
まﾟ
す 
す
む
也
。 
 
は
ら
に
ー 
心
腑
に
そ
め
て
よ
む
也
。 
【
四
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
人
の
む
す
め 
当
、
誰
と
も
な
し
。 
 
こ
の
男 
業
平
也
。
★
★
も
の
や
み 
病
と
な
り
た
る
也
。 
 
つ
け
た
り 
業
に
つ
け
た
る
也
。 
 
ま
と
ひ
き
た
り 
い
そ
き
て
業
来
也
。 
 
こ
も
り
ー 
業
、
わ
れ
ゆ
へ
な
れ
は
、
籠
居 
〇し 
た
る
也
。 
 
あ
そ
ひ 
酒
宴
な
と
に
て
は
あ
る
ま
し
き
也
。 
 
ゆ
く
ほ
た
る
ー 
或
説
、
亡
者
を
思
て
よ
む
也
。
蛍
の
た
か
く
飛
を
、
な
き
人
の
か
た
へ
も
ゆ
か
は
也
。
★ 
が
り 
汝
と
云
事
也
。
恋
ゆ
へ
死
た
れ
は
、
く
ら
き
道
に
も
ま
よ
ふ
ら
ん
。
心
を
ひ
る
か
へ
し
て
、
す
ゝ
し
き
道
に
も
を
も
む
け
〈
はと
〉
つ
け
こ
せ
也
。
★
く
れ
か
た
き
〈
夏
の
〉
ー 
前
は
一
心
の
ま
よ
ひ
を
ひ
る
か
へ
せ
と
廻
向
也
。
此
」
（
20
オ
）
歌
は
懐
旧
の
歌
也
。
時
節
を
よ
む
也
。
此
説
、
古
注
嫌
た
る
説
也
。
当
、
余
情
を
お
も
し
ろ
く
見
よ
也
。
か
り
を
よ
み
た
る
は
、
此
景
気
既
中
天
秋
に
し
て
、
か
り
の
来
時
分
に
な
り
た
る
也
。
お
く
の
歌
は
、
夏
の
日
は
な
か
き
物
也
。
も
に
こ
も
り
て
さ
ひ
し
さ
物
か
な
し
さ
を
、
何
事
と
な
く
思
て
よ
む
也
。 
【
四
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
う
る
は
し
き
友 
よ
き
友
也
。
麗
ウ
ル
ハ
シ
。 
 
お
こ
せ
た
る
ー 
業
平
の
か
た
へ
お
こ
せ
た
る
也
。
み
な
文
の
詞
也
。 
 
あ
め
ん
れ
と 
 
め
か
る
と
も
ー
★
文
の
詞
に
「
め
か
る
れ
は
」
と
か
き
た
る
程
に
、
返
事
に
、
め
か
る
と
も
お
も
は
す
、
い
つ
も
人
に
心
の
そ
ふ
と
よ
む
也
。 
【
四
七
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
い
か
て
と
思
ふ 
ね
ん
こ
ろ
に
思
也
。 
 
お
ほ
ぬ
さ
ー 
上
句
は
な
そ
ら
へ
歌
也
。
お
ほ
ぬ
さ
は
、
は
ら
へ
を
し
て
あ
ま
た
の
手
へ
と
り
わ
た
す
物
也
。
或
説
、
ぬ
さ
、
紙
を
あ
ま
た
き
り
て
手
お
ほ
き
は
わ
ろ
き
也
。
ぬ
さ
は
麻
に
お
を
つ
け
た
る
也
。
大
麻
オ
フ
ヌ
サ
。 
 
お
ほ
ぬ
さ
と
ー 
川
へ
な
か
す
物
な
れ
は
、
お
も
ふ
人
に
は
つ
ゐ
に
心
の
と
ま
る
と
云
は
、
今
の
女
に
心
さ
し
ふ
か
き
よ
し
を
よ
む
也
。 
【
四
八
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
む
ま
の
ー 
餞
別
也
。 
 
い
ま
そ
し
る
ー 
人
ま
つ
は
く
る
し
き
物
と
、
い
ま
思
ひ
し
る
程
に
、
人
に
ま
た
れ
は
と
ふ
へ
き
物
〈
を也
〉
と
よ
む
也
。
」
（
20
ウ
） 
【
四
九
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
い
も
う
と 
業
平
の
い
も
う
と
也
。 
 
を
か
し
け 
う
つ
く
し
き
也
。 
 
う
ら
わ
か
み
ー 
業
平
、
憐
愍
の
心
也
。
お
く
の
段
に
も
み
え
た
る
也
。
う
ら
は
、
草
の
末
の
事
也
。
ね
よ
け
は
、
草
の
末
ま
て
も
え
〳
〵
と
し
た
る
は
、
ね
ま
て
よ
く
そ
あ
る
ら
ん
と
思
ふ
也
。
下
の
心
は
、
う
ら
わ
か
み
は
、
う
つ
く
し
き
也
。
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ね
よ
け
は
、
人
の
契
の
心
也
。 
 
人
の
む
す
は
ん 
我
こ
そ
う
つ
く
し
く
思
へ
、
人
は
な
に
か
思
は
ん
と
憐
愍
也
。
む
す
ふ
は
草
の
縁
也
。 
 
は
つ
草
の
ー 
は
つ
草
、
あ
な
た
の
歌
を
う
け
て
、
め
つ
ら
し
く
と
う
け
ん
た
め
の
詞
也
。
こ
と
あ
た
ら
し
き
や
う
に
は
、
な
に
し
に
い
ふ
そ
。
憐
愍
に
と
り
て
も
、
人
の
む
す
は
ん
ま
て
思
給
は
、
一
段
の
事
と
よ
む
也
。
又
さ
し
む
き
て
好
色
の
心
也
。
人
の
む
す
は
ん
も
お
し
き
と
、
業
の
念
か
け
た
る
也
。
当
、
両
説
、
前
の
義
を
賞
。
一
条
殿
御
説
、
同
前
。
★
な
と
め
つ
ら
し
き
ー 
兄
弟
な
と
に
か
ゝ
る
心
は
相
違
也
。
う
ら
な
く
た
の
み
つ
る
事
よ
、
お
と
な
け
な
き
と
云
心
也
。 
【
五
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
女
の
か
た
よ
り
心
の
あ
た
な
る
と
云
を
、
こ
な
た
よ
り
も
女
を
あ
た
な
る
と
云
也
。 
 
鳥
の
子
ー 
あ
る
ま
し
き
事
を
云
也
。
碁
の
十
二
の
う
へ
ー
、
「
ー
経
文
縦
重
九
子
ー
」
、
（
21
オ
）
三
韓
を
せ
め
ら
れ
た
る
時
の
事
。
石
の
星
と
成
事
ー
。
「
も
み
ち
せ
ん
日
や
君
を
わ
す
れ
ん
」
。 
 
十
つ
ゝ
十 
百
也
。 
 
あ
さ
露
は
ー
★
露
の
は
か
な
き
は
き
え
残
る
と
も
、
此
世
あ
た
な
る
人
を
の
み
（
た
の
み
カ
）
は
つ
へ
き
也
。
こ
れ
も
あ
る
ま
し
き
事
也
。 
 
吹
風
に
ー 
こ
れ
も
あ
る
ま
し
き
事
の
あ
た
な
る
也
。
文
集
「
不
憑
傍
人
朝
露
ー
」
、
此
二
句
に
て
贈
答
し
た
る
也
。 
 
ゆ
く
水
に
ー
★
こ
れ
も
は
か
な
き
事
也
。
水
に
物
を
か
く
事
也
。
跡
も
と
ゝ
め
す
は
か
な
き
事
也
。
経
文
、
水
に
画
事
、
そ
れ
よ
り
も
猶
、
思
は
ぬ
人
を
思
、
は
か
な
き
事
也
。
仁
徳
天
皇
御
宇
、
橘
キ
ヨ
ユ
キ
ー
、
前
の
流
川
に
百
夜
の
跡
を
か
き
つ
け
、
心
さ
し
あ
ら
は
跡
あ
ら
ん
と
女
の
い
ひ
〈
■
■
■
〉
た
る
也
。「
さ
り
と
も
と
か
す
か
く
水
は
跡
も
な
し
君
か
心
は
つ
ら
さ
の
み
に
て
」
。 
 
ゆ
く
水
と
ー 
三
首
を
ひ
と
つ
に
し
て
よ
む
也
。
す
く
る
〈
■
〉
よ
は
ひ
は 
此
世
を
の
詞
也
。
い
つ
れ
も
ま
て
と
い
ふ
事
を
き
か
す
、
皆
は
か
な
き
也
。
お
も
ふ
に
か
な
は
し
と
畢
竟
観
念
也
。 
 
あ
た
く
ら
へ
ー 
注
の
詞
也
。 
【
五
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
う
へ
し
う
へ
は
ー 
か
さ
ね
詞
也
。
一
説
、
「
秋
な
き
時
や
」
は
、
う
ふ
る
と
う
へ
は
」
（
21
ウ
）
秋
さ
く
は
勿
論
也
。
秋
な
き
時
も
さ
け
也
。
時
や
は
也
。
此
「
や
は
」
を
そ
へ
て
心
得
へ
し
。

説
、
秋
の
な
か
ら
ん
時
や
さ
か
さ
ら
ん
、
世
間
の
秋
の
か
き
り
は
さ
く
へ
き
也
。
花
こ
そ
あ
ら
は
、
ね
の
あ
ら
ん
限
は
さ
く
へ
し
と
よ
む
は
、
人
の
前
栽
の
菊
に
よ
せ
て
よ
む
程
に
、
祝
歌
の
心
め
つ
ら
し
き
也
。 
【
五
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
か
さ
り
ち
ま
き 
本
の
粽
也
。
五
色
の
糸
に
か
さ
る
や
う
あ
る
な
り
。 
 
あ
や
め
か
り
ー 
両
方
の
心
さ
し
の
と
こ
ろ
を
よ
む
也
。
人
の
心
さ
し
を
感
た
る
也
。
下
句
は
、
我
は
又
志
を
切
に
し
て
、
雉
を
や
る
と
よ
む
也
。
寛
平
法
皇
、
僧
正
遍
昭
に
若
菜
給
時
、〈
■
〉「
君
か
た
め
春
の
野
に
ー
」
、
こ
れ
も
前
の
歌
に
ひ
と
し
き
也
。
賀
を
給
御
心
さ
し
の
ふ
か
き
也
。
粽
は
ま
こ
も
に
て
こ
そ
巻
へ
け
れ
と
も
、
「
あ
や
め
」
と
よ
み
た
る
、
五
月
五
日
の
事
な
れ
は
、
時
節
と
い
ひ
、
詞
お
も
し
ろ
し
。 
【
五
三
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
あ
ひ
か
た
き 
一
段
切
な
る
人
也
。 
 
い
か
て
か
は
ー 
こ
よ
ひ
の
別
の
切
な
る
へ
き
に
、
鳥
は
し
ら
ぬ
か
と
、
と
か
め
か
け
た
る
詞
お
も
し
ろ
し
。
★
ま
た
よ
ふ
か
き 
鳥
は
な
け
と
も
、
こ
な
た
は
そ
と
の
程
と
思
也
。 
【
五
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
行
や
ら
ぬ
ー 
夢
の
我
思
や
う
に
も
な
き
也
。 
 
あ
ま
つ
空
な
 66 
る
ー 
か
ゝ
る
夢
ち
を
た
と
る
袖
に
は
、
あ
ま
つ
空
な
る
露
や
は
を
く
ら
ん
也
。
よ
の
つ
ね
の
露
に
て
は
あ
ら
し
と（マ
）
よ
む
也
。
後
撰
「
空
な
き
」
と
あ
り
。
」（
22
オ
）
「
鳴
わ
た
る
雁
の
涙
ー
」
、
こ
れ
も
ひ
と
し
き
歌
也
。 
【
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
え
う
ま
し
う 
我
〈
思物
〉
に
な
る
ま
し
き
と
思
ひ
た
て
た
る
也
。
★
お
も
は
す
は
ー 
我
事
を
思
は
す
は
あ
り
も
す
ら
め
と
也
。
た
え
は
て
な
か
ら
、
い
ひ
す
て
た
る
こ
と
の
は
の
猶
た
の
ま
る
ゝ
哉
と
、
我
心
を
尺
て
よ
む
也
。 
【
五
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
わ
か
袖
は
ー 
こ
と
は
書
は
切
に
て
、
歌
は
な
に
と
な
き
や
う
也
。
業
平
の
歌
に
も
お
も
し
ろ
き
也
。
袖
は
常
住
露
な
か
ら
、
此
さ
ひ
し
き
時
、
一
段
観
念
し
出
し
た
る
也
。
詞
に
て
い
ひ
の
へ
か
た
し
。 
【
五
七
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
恋
わ
ひ
ぬ
ー 
 
わ
れ
か
ら 
も
に
す
む
虫
也
。
五
文
字
、
一
段
切
な
る
心
を
こ
め
て
よ
む
也
。
つ
れ
な
き
人
を
色
〳
〵
に
思
ひ
て
後
、
た
ち
か
へ
り
、
人
の
と
か
は
な
き
と
よ
み
た
る
歌
也
。 
【
五
八
段
】 
む
か
し
心
つ
き
ー 
物
語
の
中
の
誹
諧
也
。
心
つ
き
は
、
思
に
心
を
つ
く
し
た
る
也
。
長
岡
に
新
都
を
た
て
た
る
也
。
此
都
に
う
つ
ら
ん
と
て
の
は
し
め
也
。
伊
登
内
親
王
居
給
也
。
と
な
り
は
、
内
親
王
す
み
給
隣
也
。「
田
か
ら
ん
と
て
」
は
、
所
の
な
ら
ひ
、
そ
の
時
節
也
。
古
注
に
は
、
思
の
色
に
い
て
た
る
と
云
心
也
。 
 
い
み
し
の
ー 
す
ま
ゐ
を
ほ
め
た
る
也
。
宮
た
ち
の
御
出
あ
る
ほ
と
に
、
業
平
う
ち
に
か
く
る
ゝ
也
。
」
（
22
ウ
） 
 
あ
れ
に
け
り
ー 
宮
た
ち
の
歌
也
。
業
か
く
る
程
に
、
あ
る
し
の
な
き
程
に
あ
れ
た
る
と
、
と
り
な
し
て
よ
む
也
。
か
ら
ひ
た
る
歌
の
面
白
中
也
。
古
今
。
★ 
こ
の
宮 
い
ま
の
所
也
。
業
平
の
家
な
か
ら
、
母
宮
の
御
座
所
と
み
え
た
り
。
宮
、
と
か
く
に
て
見
え
た
る
也
。 
 
む
く
ら
お
ひ
て
ー 
あ
れ
た
る
と
よ
み
給
ゆ
へ
、
か
く
よ
む
也
。 
 
う
れ
た
き
は 
愁
の
心
也
。
く
る
人
と
て
も
鬼
は
か
り
と
よ
む
也
。
鬼
は
お
ん
な
也
。
五
音
相
通
。
人
を
た
ふ
ら
か
す
ゆ
へ
、
鬼
を
女
と
よ
む
也
。
上
句
お
そ
ろ
し
く
よ
み
た
る
ゆ
へ
、
下
句
如
此
。
「
ー
く
ろ
塚
ー
」
、
こ
れ
も
女
を
鬼
と
よ
む
也
。 
 
ほ
ひ
ろ
は
ん
ー 
ま
へ 
〇に 
「
田
か
ら
む
」
と
か
き
た
る
ゆ
へ
、
所
の
体
を
書
也
。
み
な
狂
言
也
。
当
流
、
古
注
相
違
。 
 
う
ち
わ
ひ
て
ー 
こ
ゝ
は
女
に
同
心
し
て
よ
む
也
。 
【
五
九
段
】 
む
か
し
男
ー 
古
注
、
色
々
の
説
。 
 
す
み
わ
ひ
ぬ
ー 
さ
し
む
き
た
る
歌
也
。
面
白
。
後
撰
「
妻
木
こ
る
へ
き
ー
」
と
入
た
り
。
俊
成
「
住
わ
ひ
ぬ
身
を
か
く
す
へ
き
ー
」
、
此
歌
を
と
れ
り
。
さ
る
程
に
、
身
を
か
く
す
へ
き
に
同
心
の
処
、
又
後
、「
妻
木
こ
る
へ
き
」
の
歌
を
よ
め
り
。
さ
て
は
両
様
と
〈
み
え
た
り
〉
人
々
心
得
た
り
。
★
わ
か
う
へ
に
ー 
露
を
お
も
て
に
そ
ゝ
く
也
。
よ
の
つ
ね
の
し
つ
く
な
ら
す
、
天
川
の
し
つ
く
か
と
よ
む
也
。
絶
入
い
き
出
た
る
は
、
な
を
さ
り
な
ら
し
。
其
期
に
か
ゝ
る
歌
よ
め
る
、
一
段
の
事
也
。 
【
六
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
業
平
、
奉
公
也
。
ひ
ま
な
き
ゆ
へ
、
真
実
お
も
は
ぬ
人
の
あ
」（
23
オ
）
り
た
る
也
。
こ
れ
は
小
町
と
云
説
、
大
江
こ
れ
ま
さ
に
供
し
て
筑
紫
へ
行
と
云
々
。
当
、
不
用
。
誰
と
も
な
し
。 
 
う
さ
の
使 
一
代
に
一
度
奉
弊
（
マ
）
あ
り
。
業
、
下
也
。
清
和
天
皇
の
御
代
な
る
へ
き
歟
。 
 
し
ぞ
う 
駅
庁
官
人
の
事
也
。
御
使
の
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雑
事
す
る
人
也
。
そ
の
官
人
也
。 
 
さ
月
ま
つ
ー 
卯
月
と
云
説
、
き
た
な
き
説
也
。「
さ
月
ま
つ
」
は
、
た
ゝ
橘
の
さ
く
月
な
れ
は
よ
む
也
。 
 
袖
の
香
ー 
故
事
。
又
、
た
ゝ
む
か
し
あ
ひ
み
し
人
な
れ
は
、
か
く
よ
む
也
。
此
歌
よ
り
、
橘
に
む
か
し
と
よ
み
来
た
る
由
、
師
説
也
。 
 
ー
あ
ま
に
な
り
て
ー 
業
北
方
に
て
あ
り
た
る
人
の
、
か
ゝ
る
も
の
に
あ
ひ
く
し
た
る
を
後
悔
し
て
、
あ
ま
に
成
た
る
也
。
又
愚
見
説
、
又
古
注
に
も
色
々
あ
り
。 
【
六
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
う
さ
の
使
の
次
か
、
又
い
か
な
る
次
に
も
行
た
る
歟
也
。 
 
い
ろ
こ
の
む
ー 
業
平
を
好
色
と
云
を
き
ゝ
て
よ
む
也
。 
 
そ
め
筑
前
川
ー 
そ
む
る
と
云
に
よ
り
て
、「
色
に
な
る
て
ふ
」
と
よ
む
也
。 
 
な
に
し
お
は
ゝ
ー 
一
条
殿
御
説
は
、
前
歌
は
業
好
色
の
人
に
成
て
よ
む
〈
也
〉
。
こ
ゝ
は
又
女
の
身
の
事
を
よ
む
也
。
★
た
は
れ
島 
風
流
島
と
書
之
。
此
島
、
よ
そ
よ
り
は
浪
の
か
ゝ
る
は
、
し
ら
き
ぬ
を
き
た
る
や
う
に
み
ゆ
る
也
。
よ
く
〳
〵
み
れ
は
、
浪
也
。
さ
る
程
に
、
そ
ら
事
を
ぬ
れ
き
ぬ
と
云
、
此
島
」（
23
ウ
）
に
は
す
め
と
も
、
女
は
さ
も
な
き
と
よ
む
也
。
又
〈
■
〉

説
、
好
色
に
な
り
か
へ
り
て
業
よ
む
を
、
前
の
こ
と
く
ぬ
れ
き
ぬ
な
れ
は
、
さ
も
あ
る
ま
し
き
と
、
を
し
て
よ
む
也
。
さ
て
こ
そ
返
事
な
れ
也
。 
【
六
二
段
】 
む
か
し
男
年
こ
ろ
ー 
橘
よ
み
た
る
女
に
相
似
た
り
。
二
段
に
書
か
へ
た
る
歟
と
、
一
説
也
。 
 
心
か
し
こ
く
や 
心
の
は
か
な
き
也
。
ち
と
（
も
と
カ
）
み
し
人
は
、
業
平
也
。
物
く
は
せ
は
、
拝
膳
の
事
也
。 
 
い
に
し
へ
の
ー 
女
を
お
と
し
て
は
よ
ま
ぬ
也
。
業
の
心
は
、
さ
も
あ
る
ま
し
。
我
身
の
事
を
よ
む
也
。
い
に
し
へ
は
わ
か
所
に
ゐ
た
り
し
人
の
、
見
す
し
ら
ぬ
や
う
に
も
て
な
す
程
に
、
こ
け
る
か
ら
の
や
う
に
わ
か
成
た
る
と
恨
た
る
也
。
此
女
を
は
い
は
て
、
我
身
の
事
を
云
を
か
へ
り
て
な
け
き
た
る
也
。 
 
こ
れ
や
此
ー 
こ
れ
も
業
平
、
身
の
事
を
よ
む
也
。
我
に
あ
ふ
事
を
の
か
れ
た
る
年
月
へ
て
、
み
し
人
と
も
せ
ぬ
を
恨
也
。
女
を
お
と
し
た
る
説
を
も
不
捨
。
一
条
殿
御
説
、
み
な
お
と
し
た
る
説
也
。 
【
六
三
段
】 
む
か
し
ー 
世
心
つ
け
る
は
、
人
に
嫁
た
る
也
。
恋
の
心
あ
る
也
。
下
に
は
業
平
を
思
也
。
夢
か
た
り
を
し
て
、
子
に
あ
は
せ
〈
■
〉
さ
す
る
也
。
古
注
、
名
虎
女
、
紀
有
常
女
ー
。
当
、
不
用
。 
 ゚
在
五
中
将 
 
馬
の
く
ち
ー 
此
時
、
業
右
馬
頭
ー
、
古
注
。
当
、
不
用
。 
 
男
い
ゑ
に 
業
平
也
。
」（
24
オ
） 
 
も
ゝ
と
せ
に
ー 
九
十
九
に
て
あ
な
か
ち
あ
る
へ
か
ら
す
。
■
た
ゝ
老
女
な
る
へ
き
を
、
詞
を
か
さ
り
て
よ
む
也
。 
 
つ
く
も
髪 
藻
あ
る
也
。
髪
に
か
つ
き
た
る
や
う
也
。
或
説
、
百
鬼
夜
行
を
も
て
よ
め
り
。
古
老
獣
ー
。
付
喪
神
ツ
ク
モ
カ
ミ
、
百
年
に
た
ら
て
は
け
ぬ
也
。
此
女
、
業
平
に
見
つ
け
ら
れ
た
る
は
、
は
け
損
た
る
也
云
々
。
又
陰
陽
の
極
は
九
、
陰
陽
の
極
は
八
也
。
老
女
の
き
は
ま
り
と
云
也
云
々
。
然
也
。
陽
の
数
に
て
は
あ
る
ま
し
き
と
い
へ
と
も
、
そ
れ
ま
て
は
分
か
た
し
。
八
十
八
と
は
い
は
ぬ
也
と
云
々
。
或
説
、
又
如
此
。 
 
む
は
ら
か
ら
た
ち
に 
古
注
「
ー
如
入
荊
棘
中
ー
」
云
々
。
当
説
は
、
に
く
る
程
に
道
も
な
き
所
へ
行
た
る
為
体
也
。 
 
さ
む
し
ろ
に
ー 
義
は
な
く
て
、
し
か
も
無
限
お
も
し
ろ
き
歌
也
。
古
今
、
下
句
か
は
る
也
。 
 
そ
の
夜
は
ね
に
け
り 
此
下
の
詞
は
、
業
平
事
を
注
て
書
也
。 
【
六
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
み
〈
かそ
〉
か
に 
ひ
そ
か
に
也
。 
 
い
つ
く
な
り
け
ん
ー 
あ
り
所
は
し
り
け
れ
と
も
、
そ
の
局
を
し
か
と
し
ら
ぬ
あ
や
し
さ
也
。 
 
吹
風
に
ー
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★
「
物
を
」
と
云
字
に
切
な
る
心
を
こ
め
た
る
也
。 
 
と
り
と
め
ぬ
ー 
風
は
手
に
も
た
ま
ら
ぬ
也
。
こ
れ
も
古
注
、
二
条
后
云
々
。 
【
六
五
段
】 
む
か
し
お
ほ
や
け
ー 
清
和
天
皇
也
。 
 
色
ゆ
る
さ
れ
た
る 
二
条
」
（
24
ウ
）
后
也
。
三
位
に
叙
て
衣キヌ
を
ゆ
る
さ
る
ゝ
と
、
古
注
也
。
相
違
。
そ
の
位
の
衣
に
相
当
せ
ぬ
を
、
着
る
色
ゆ
る
さ
れ
た
る
也
。
あ
や
お
り
物
な
る
へ
し
。 
 
お
ほ
み
や
す
太
皇
太
后
宮
所
（
左
傍
記
「
長
良
卿
ー
」
） 
染
殿
后
、
忠
仁
公
女
、
清
和
母
后
也
。 
 
あ
り
は
ら 
業
平
也
。
★
女
か
た
ゆ
る
さ
れ
た
る 
一
条
殿
御
説
、
女
中
か
た
ゆ
る
さ
れ
た
る
也
。

説
、
好
色
第
一
と
ゆ
る
し
た
る
也
。 
 
女
の
あ
る 
二
条
后
局
也
。 
 
お
も
ふ
に
は
ー
★
業
歌
也
。 
 
あ
ふ
に
し
か
へ
は 
身
の
事
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
也
。
切
な
る
心
也
。 
 
ざ
う
し 
御
前
よ
り
す
へ
り
て
、
局
に
ま
し
ま
す
也
。 
 
女
お
も
ひ
わ
ひ
て 
内
裏
に
て
は
、
人
め
も
い
か
ゝ
な
れ
は
、
長
良
卿
里
へ
行
也
。
里
へ
は
業
猶
行
程
に
、
人
み
な
わ
ら
ふ
也
。 
 
つ
と
め
て 
朝
の
事
也
。 
 
と
の
も
つ
か
さ
★
女
也
。
女
孺シユ
也
。
長
良
卿
里
に
女
孺
あ
る
へ
き
事
不
審
。
一
条
殿
御
説
、
自
然
わ
た
く
し
事
に
も
、
女
孺
見
あ
ひ
た
る
也
。
夜
〈
■
〉
は
長
良
卿
へ
行
、
つ
と
め
て
は
朝
と
く
内
裏
へ
ま
い
り
た
る
也
。
し
の
ふ
わ
さ
な
れ
は
、
沓
を
は
ひ
と
り
な
け
入
た
る
を
、
女
孺
見
あ
ひ
た
る
也
。
此
説
を
近
来
用
之
。 
 
か
た
は
に 
順
路
な
ら
ぬ
事
也
。
此
段
、
こ
と
に
面
白
と
云
々
。 
 
恋
せ
し 
古
注
有
之
。
当
流
、
恋
せ
し
の
願
た
て
た
る
は
ら
へ
也
。
三
ケ
大
事
、
一
段
こ
ゝ
に
あ
る
と
云
々
。
猶
か
な
し
ー
、
恋
せ
し
と
わ
れ
は
猶
あ
や
に
く
に
思
也
。
一
説
、
恋
せ
し
と
は
ら
へ
す
れ
は
、
こ
れ
を
限
と
思
。
不
用
之
。 
 
恋
せ
し
と
ー 
 
此
御
か
と 
清
和
天
皇
也
。
仏
法
に
き
ゑ
ん
ふ
か
く
ま
し
」
（
25
オ
）
ま
す
也
。
三
代
実
禄
（
録
カ
）
の
事
。
「
夫
子
太
端
厳
ー
」
、
元
慶
〈
■
〉
三
年
ー
。 
 
女
を
は
ま
か
て
さ
せ
て 
染
殿
后
を
は
ま
か
て
さ
せ
、
業
平
を
流
罪
也
。
但
国
史
に
不
見
之
由
、
一
条
殿
御
説
。
古
注
は
、
忠
仁
公
か
ゝ
へ
給
事
也
。
く
ら
は
、
座
也
。
染
殿
后
御
局
の
か
た
は
し
に
お
き
給
也
。
し
ほ
る
は
、
折
檻
也
。 
 
あ
ま
の
か
る
ー 
も
を
や
く
時
、
わ
れ
か
ら
そ
の
ま
ゝ
ゐ
て
音
を
な
く
也
。
古
今
名
歌
也
。
子
細
お
ほ
き
歌
也
。
女
は
遠
慮
な
き
物
也
。
二
条
后
、
遠
慮
し
て
世
を
は
う
ら
み
し
と
也
。 
 
人
の
国
よ
り
ー 
前
に
流
罪
の
は
す
を
あ
は
す
る
也
。
つ
く
り
物
語
の
体
也
。
古
注
有
之
。 
 
さ
り
と
も
と
ー 
お
く
ふ
か
く
お
し
こ
め
ら
れ
た
る
を
は
し
ら
す
し
て
、
只
す
む
を
憐
也
。 
 
お
も
ひ
お
り 
二
条
后
心
也
。 
 
い
た
つ
ら
に
ー 
古
歌
と
云
々
。
詠
吟
し
て
業
平
か
よ
ふ
心
也
。
★
水
の
お
の
御
時
ー 
い
つ
も
の
注
也
。
清
和
天
皇
御
出
家
之
後
、
丹
波
之
み
つ
の
お
に
御
座
あ
る
な
る
へ
し
。 
【
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
し
る
所 
業
平
領
知
也
。 
 
あ
に
お
と
ゝ 
行
平
・
仲
平
な
〈
ると歟
〉
な
る
へ
し
。 
 
ひ
き
ゐ
て 
将
字
也
。 
 
な
に
は
つ
を
ー 
前
の
詞
を
心
に
し
め
て
見
よ
。 
 
け
さ
こ
そ
ー 
今
朝
に
か
き
ら
ね
と
も
、
当
位
即
（
マ
）
妙
也
。
★
み
つ 
三
津
、
水
、
両
説
也
。
〇
［
（
補
入
文
）
海
人
朝
暮
を
く
る
し
み
た
る
を
、
下
向
に
て
観
也
。
］
業
平
、
平
城
御
孫
に
て
、
惟
高
御
代
に
な
り
た
ら
は
、
代
を
は
か
ら
ひ
も
す
へ
き
に
、
思
外
に
清
和
御
代
に
な
り
て
」
（
25
ウ
）
業
平
お
ち
ふ
れ
た
る
を
観
す
る
也
。
述
懐
也
。
又
な
き
さ
に
あ
る
舟
、
世
に
い
て
ぬ
と
、
一
説
。
不
用
。 
【
六
七
段
】 
 
昔
お
と
こ
ー 
前
段
ひ
と
つ
な
る
へ
き
を
、
書
わ
け
た
る
也
。 
 
せ
う
よ
う 
遊
也
。 
 
 
昨
日
け
ふ
ー 
一
条
殿
御
説
、
昨
日
今
日
雲
か
は
れ
す
し
て
あ
り
し
を
、
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は
れ
た
る
は
、
花
の
林
を
う
し
と
て
晴
又
か
く
し
た
る
か
也
。

説
、
け
ふ
雲
の
は
れ
た
る
は
、
折
し
も
あ
れ
、
難
波
あ
た
り
行
つ
れ
た
る
時
分
お
も
し
ろ
き
に
、
花
の
林
の
や
う
な
る
残
雪
を
ね
た
み 
〇て 
、
雲
か
く
し
た
る
也
。「
狂
雲
妬
佳
月
」
詩
の
心
に
同
前
。 
【
六
八
段
】 
昔
お
と
こ
ー 
前
の
段
と
ひ
と
つ
な
る
へ
し
。 
 
住
吉
郡 
ニ
シ
ナ
リ
ノ
郡
也
。
も
と
は
住
吉
郡
と
云
歟
。 
 
雁
な
き
て
ー 
住
吉
に
は
、
あ
な
か
ち
菊
な
し
。
世
界
の
時
分
也
。
秋
の
面
白
事
を
い
ひ
の
へ
て
、
春
の
う
ら
〳
〵
と
し
た
る
住
吉
浜
程
お
も
し
ろ
き
は
あ
る
ま
し
也
。「
し
ら
菊
の
に
ほ
へ
る
ー
」
、「
ー
住
吉
の
里
住
吉
の
浜
」
、
定
家
歌
と
も
也
。 
【
六
九
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
か
り
の
使 
古
注
有
之
、
更
な
き
事
也
。
む
か
し
は
諸
国
へ
勅
使
を
た
て
ゝ
鷹
狩
を
さ
せ
ら
れ
た
る
也
。
此
時
、
業
平
、
伊
勢
・
尾
張
両
国
の
使
也
。
光
孝
天
皇
御
時
、
愚
見
抄
有
之
。
も
と
は
帝
〈
■
〉
皇
自
身
ゆ
き
給
也
。 
 
斎
宮
★
文
徳
姫
宮
也
。
」（
26
オ
）
清
和
兄
弟
也
。
惟
高
母
一
腹
也
。
セ
イ
シ
ト
云
々
。
染
殿
后
、
斎
宮
ノ
マ
ヽ
母
也
。
是
を

は
用
也
。 
 
そ
こ
に 
斎
宮
の
御
所
也
。 
 
い
た
つ
き 
労
也
。 
 
わ
れ
て
ー 
二
日
と
、
古
注
有
之
、
更
な
き
事
也
。
京
よ
り
下
つ
き
て
か
り
を
し
て
二
日
の
夜
也
。
わ
れ
て
は
、
わ
り
な
く
あ
は
ん
也
。
又
、
二
に
な
り
て
あ
は
ん
、
両
様
也
。
わ
り
な
く
を
用
。
「
三
金
葉
日
月
の
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
恋
し
さ
に
ー
」
、
こ
れ
も
わ
り
な
く
也
。
「
瀬
詞
華
を
は
や
み
岩
に
ー
」
、
こ
れ
は
二
に
な
り
て
也
。
此
段
、
三
ケ
大
事
の
一
也
。
業
平
は
神
に
通
た
る
あ
り
。
此
段
よ
り
は
六
百
年
は
か
り
の
年
数
也
。
お
く
に
も
斎
宮
の
事
あ
り
。
た
ゝ
事
な
ら
ぬ
也
。
一
夜
会
合
の
う
ち
に
姙
也
。
こ
ゝ
に
高
階
ー
、
い
ま
に
此
氏
、
神
の
た
ゝ
り
あ
る
也
。
★
さ
ね
と
あ
る 
使
、
器
量
あ
る
人
也
。 
 
ね
ひ
と
つ 
刻
を
四
刻
に
わ
か
つ
也
。
夜
中
は
か
り
な
る
へ
し
。 
 
月
お
ほ
ろ
な
る 
口
伝
あ
り
と
云
々
。 
 
う
し
み
つ
★
う
し
の
時
の
末
な
る
へ
し
。
二
時
に
た
ら
ぬ
也
。 
 
な
に
こ
と
も
ー 
夢
の
〈
中
〉
心
ち
し
て
、
あ
ふ
た
と
も
思
は
ぬ
と
用
、
面
白
也
。「
あ
ま
の
川
あ
さ
せ
し
ら
波
ー
」
、
こ
れ
ら
面
白
心
也
。
星
の
う
へ
に
て
は
た
と
る
ま
し
き
を
、
か
や
う
に
よ
み
な
し
た
る
、
面
白
心
也
。 
 
わ
か
人
を
ー 
忍
た
る
ゆ
へ
也
。
」（
26
ウ
） 
 
君
や
こ
し
ー
★
斎
宮
の
か
た
よ
り
ゆ
き
給
た
れ
と
も
、
分
別
な
き
と
よ
み
給
也
。
此
歌
は
、
上
二
句
の
歌
也
。 
 
か
き
く
ら
す
ー 
わ
れ
も
分
別
な
し
。
夢
う
つ
ゝ
こ
よ
ひ
さ
た
め
よ
と
は
、
又
あ
ひ
た
き
と
云
心
也
。「
よ
ひ
と
」
説
あ
り
。 
 
か
み
か
け
た
る 
い
つ
き
の
宮
よ
り
も
官
に
な
さ
る
ゝ
也
。
中
宮
な
と
も
あ
り
。 
 
か
ち
人
の
わ
た
れ
と
ー
★
む
か
し
の
連
歌
也
。
あ
さ
き
縁
と
云
心
也
。 
 
江 
え
ん
か
け
た
る
詞
也
。 
 
つ
い
ま
つ 
た
い
松
也
。
続
松
也
。 
 
又
あ
ふ
坂
ー 
都
よ
り
く
る
時
も
坂
を
こ
え
、
又
か
へ
る
に
も
会
坂
を
こ
え
ん
と
は
、
又
必
あ
は
ん
の
心
こ
も
る
也
。 
 
斎
宮
ー
★
又
注
也
。 
【
七
〇
段
】 
む
か
し
男
ー 
前
の
段
と
お
な
し
つ
ゝ
き
也
。
尾
張
へ
行
道
の
事
也
。
斎
宮
め
し
つ
か
は
る
ゝ
人
に
い
ひ
や
る
也
。 
 
み
る
め
か
る
ー 
さ
し
む
き
の
心
也
。
斎
宮
へ
し
る
へ
せ
よ
也
。
「
わ
た
の
原
八
十
島
ー
」
、
此
歌
の
心
に
ひ
と
し
。 
【
七
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
こ
れ
も
、
前
の
段
を
わ
け
て
か
き
た
る
也
。 
 
内
の
御
つ
か
ひ 
狩
の
使
也
。 
 
す
き
事 
古
注
、
伊
勢
云
々
。
椙
子
、
人
の
名
云
々
。
不
用
。

説
・
 70 
愚
見
、
好
色
の
事
、
用
之
。 
 
ち
は
や
ふ
る
ー 
人
丸
歌
、
上
句
同
之
。「
い
ま
は
わ
か
身
の
お
し
け
く
も
な
し
」
と
有
之
。
自
然
よ
み
あ
は
す
る
歟
。
神
の
い
か
き
は
、
物
の
法
度
也
。
さ
や
う
に
お
そ
ろ
し
き
法
度
を
こ
え
て
も
、
君
す
め
ら
は
こ
ゆ
へ
し
」
（
27
オ
）
と
云
々
。
伊
勢
に
て
の
事
な
れ
は
、
面
白
也
。 
 
恋
し
く
は
ー 
 
神
の
い
さ
む
る 
や
お
よ
ろ
つ
の
神
き
ら
は
ぬ
道
也
。
神
は
人
の
相
続
を
う
れ
し
か
ら
せ
給
也
。
其
心
を
も
て
よ
め
る
也
。「
恋
せ
し
と
み
た
ら
し
川
ー
」
、
此
歌
の
心
も
こ
ゝ
に
あ
る
也
。
恋
せ
し
を
は
、
神
も
う
け
ら
れ
ぬ
也
。 
【
七
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
前
の
段
と
ひ
と
つ
也
。
又
あ
は
て
は
、
斎
宮
の
事
。
と
な
り
の
国
は
、
尾
張
の
事
也
。 
 
お
ほ
よ
と
の
ー 
大
か
た
は
恋
の
歌
と
も
み
え
す
。
さ
れ
と
も
、
業
平
に
う
ら
み
ら
れ
て
よ
む
ゆ
へ
は
、
尾
張
の
道
お
ほ
よ
と
也
。
松
に
よ
る
波
の
か
へ
る
は
、
う
ら
み
て
か
へ
る
体
に
相
似
た
る
也
。
海
辺
に
よ
せ
て
心
を
あ
ら
は
し
給
也
。
名
歌
也
。
「
お
ほ
よ
と
の
月
に
う
ら
み
て
か
へ
る
浪
ー
」
、
新
古
に
あ
り
。
こ
れ
を
と
り
て
よ
む
也
。
「
し
ほ
か
ま
の
う
ら
み
て
か
へ
る
か
り
金
は
ー
」
、
定
家
も
よ
め
る
也
。 
【
七
三
段
】 
昔
そ
こ
に
は
ー 
 
め
に
は
み
て
ー 
こ
れ
も
万
歌
也
。
作
物
語
の
な
ら
ひ
、
伊
勢
か
書
加
た
る
也
。 
【
七
四
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
 
い
は
ね
ふ
み
ー 
こ
れ
も
万
歌
、
拾
遺
に
も
入
た
り
。
か
や
う
の
道
を
へ
」
（
27
ウ
）
た
て
た
り
と
も
、
心
の
道
あ
ら
は
無
子
細
。
但
、
此
人
は
つ
れ
な
き
程
に
、
か
ゝ
る
道
を
へ
た
て
た
る
や
う
な
と
云
心
也
。 
【
七
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
此
段
も
、
伊
勢
斎
宮
へ
よ
み
て
ま
い
ら
す
る
業
平
か
歌
也
。 
 
ゐ
て 
将
也
。
そ
な
た
へ
ま
い
ら
ん
と
身
を
い
さ
な
ひ
て
行
へ
き
也
。 
 
お
ほ
よ
と
の
ー 
こ
な
た
の
来
事
は
い
や
と
也
。
上
句
は
序
歌
也
。 
 
心
は
な
ぎ
ぬ 
み
る
は
、
あ
ふ
と
云
事
也
。
ね
ひ
と
つ
、
う
し
み
つ
に
か
た
ら
ふ
心
也
。 
 
袖
ぬ
れ
て
ー
★
夢
は
か
り
の
契
を
足
ぬ
に
し
て
や
ま
ん
と
お
ほ
し
め
す
る
也
。
上
句
「
あ
ま
の
か
り
ほ
す
」
な
と
苦
労
の
心
こ
も
る
也
。
前
に
か
ゝ
り
て
よ
む
也
。 
 
岩
ま
よ
り
ー
★
返
歌
と
前
〈
の
〉
歌
、
心
得
に
く
き
と
云
也
。
前
は
一
問
答
に
て
、
は
て
ゝ
又
み
る
め
は
色
の
変
せ
ぬ
物
也
。 
 
し
ほ
ひ
ー 
さ
た
〈
ま
ら
め
〉
ぬ
物
也
。
定
心
に
た
に
あ
ら
は
と
云
也
。
世
間
の
う
ら
み
も
あ
る
ま
し
き
と
云
也
。
夢
の
こ
と
く
あ
ひ
し
よ
り
こ
も
る
心
あ
ら
は
也
。 
 
涙
に
そ
ー 
心
得
に
く
し
。
世
界
不
変
の
事
に
て
は
、
袖
は
ぬ
れ
す
。
人
の
心
の
つ
ら
き
ゆ
へ
、
ぬ
る
ゝ
と
云
心
也
。 
 
世
に
ー
★
こ
れ
も
注
也
。 
【
七
六
段
】 
む
か
し
二
条
ー 
御
子
に
東
宮
を
も
ち
給
み
や
す
所
と
心
得
へ
し
。
氏
神
は
大
原
野
、
春
日
の
勧
請
の
事
也
。
藤
氏
后
の
と
り
わ
き
て
ま
い
り
給
所
也
。
其
後
、
吉
田
勧
請
也
。 
 
こ
の
へ
つ
か
さ 
此
時
、
」（
28
オ
）
業
平
近
衛
也
。 
 
お
き
な 
卑
下
詞
云
々
。
又
此
年
四
十
也
。
さ
れ
は
翁
と
云
々
。
又
翁
は
物
に
長
た
る
事
也
。
好
色
に
長
た
る
と
云
々
。
説
々
有
之
。
古
注
に
、
長
た
る
事
の
証
拠
ー
。 
 
お
ほ
原
や
ー
★
今
日
御
息
所
御
参
詣
、
い
か
め
し
き
事
也
。
神
も
う
れ
し
く
そ
思
召
ら
ん
也
。
春
日
は
四
所
あ
り
。
三
社
月
の
や
し
ろ
、
当
氏
の
前
〈
■
〉
祖
也
。
あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
也
。
そ
の
契
を
た
か
へ
す
し
て
、
東
宮
に
な
ら
せ
給
て
あ
る
事
は
、
神
も
さ
 71 
そ
、
む
か
し
の
契
た
か
へ
ぬ
と
う
れ
し
く
思
召
ら
ん
也
。
け
ふ
こ
そ
思
召
出
す
ら
ん
也
。 
 
ー
心
に
も 
か
や
う
に
云
心
得
か
た
し
。
〈
もも
〉
と
は
、
異
于
他
蜜
（
マ
）
通
の
事
〈
也
〉
、
二
条
后
に
あ
れ
〈
はとも
〉
、
伊
勢
そ
こ
を
心
得
て
か
く
書
た
る
な
る
へ
し
。 
【
七
段
】 
む
か
し
男
（
マ
）
田
む
ら
ー 
文
徳
天
皇
也
。
田
村
に
陵
あ
る
也
。 
 
た
か
き
こ
★
伊
勢
物
語
の
う
ち
に
一
二
人
あ
り
。
み
な
か
は
る
也
。 
 
安
祥
寺 
山
科
に
あ
り
。
此
女
御
事
、
古
注
に
あ
り
。
此
年
号
、
末
に
ち
か
ひ
た
る
事
あ
り
。 
 
み
わ
さ
★
後
の
わ
さ
也
。
む
か
し
は
心
さ
し
に
よ
り
て
、
木
の
枝
に
つ
け
て
い
か
め
し
き
事
あ
り
。
い
ま
は
、
う
ち
え
た
、
そ
の
し
る
し
は
か
り
也
。 
 
ち
さ
ゝ
け 
お
ほ
き
心
也
。
い
ま
そ
ま
し
ま
し
け
る
と
云
詞
也
。 
 
藤
行
（
マ
）
 
よ
し
ゆ
き
、
よ
し
お
う
の
嫡
男
也
。
★ 
め
は
た
か
ひ
な
か
ら 
目
将
か
ひ
を
つ
」
（
28
ウ
）
く
り
な
か
ら
、
古
注
有
之
。
一
条
殿
御
説
、
目
は
た
か
ひ
な
か
ら
と
云
々
。
山
の
こ
と
く
に
み
た
る
、
目
は
た
か
ひ
な
か
ら
也
。 
 
山
の
み
な
ー 
業
〈
平歌
〉
也
。
山
か
堂
に
う
つ
り
て
あ
る
や
う
也
。
其
心
は
、
け
ふ
の
法
事
を
感
て
、
こ
ゝ
に
う
こ
き
出
た
る
や
う
な
る
也
。
天
安
二
年
、
多
賀
幾
子
ー卒
、
年
紀
相
違
あ
り
。
不
審
に
て
は
た
す
也
。 
 
い
ま
み
れ
は
ー
★
業
卑
下
也
。
注
の
詞
也
。 
【
七
八
段
】 
む
か
し
た
か
き
こ
ー 
こ
れ
も
前
段
ひ
と
し
。 
 
せ
ん
し
の
み
こ 
人
康
親
王
ー
、
彼
山
科
に
隠
遁
也
。
も
と
は
そ
れ
を
、
ぜ
ん
し
と
申
也
。 
 
よ
る
の
お
ま
し
ー 
此
詞
に
て
色
〳
〵
の
奔
走
き
こ
え
た
り
。 
 
た
は
か
り
給
ー 
色
〳
〵
の
思
案
あ
る
也
。
★ 
三
条
の
ー 
清
和
の
み
ゆ
き
の
事
也
。
常
行
の
御
父
の
か
た
へ
の
行
幸
也
。
百
花
岑
山
の
歌
ー
、
業
の
歌
し
か
る
へ
き
也
。
そ
の
や
う
体
也
。 
 
あ
か
ね
と
も
ー
★
常
行
い
か
に
哉
と
思
へ
と
も
、
何
事
も
満
足
せ
ね
と
も
、
せ
め
て
は
此
岩
に
か
へ
て
心
を
み
せ
ま
い
ら
す
る
也
。 
【
七
九
段
】 
む
か
し
う
ち
の
ー 
在
原
氏
の
中
に
也
。
清
和
の
み
こ
な
る
へ
し
。
七
夜
を
か
そ
へ
て
可
然
。
人
の
産
所
に
は
歌
の
あ
る
事
也
。 
 
御
お
ほ
ち 
行
平
の
孫
な
れ
は
、
業
平
の
事
也
。
翁
は
卑
下
也
。 
 
わ
か
門
に
ー 
吾
一
門
也
。
千
ひ
ろ
は
、
竹
の
事
也
。
仙
境
の
竹
也
。
ハ
ウ
シ
ツ
」
（
29
オ
）
雪
の
ふ
み
ま
よ
ひ
て
ー
、
一
夜
千
丈
竹
な
と
も
あ
り
。
竹
は
目
出
物
に
て
不
変
の
物
な
れ
は
、
此
む
ま
れ
給
人
の
寿
命
を
祝
て
よ
む
也
。
夏
冬
は
、
竹
の
不
変
の
事
也
。
夏
は
暑
を
か
く
し
、
冬
は
寒
を
か
く
す
。
民
の
憂
を
わ
す
れ
ん
と
云
心
也
。
そ
れ
を
帝
王
の
体
に
た
と
へ
た
り
。
賢
人
帝
王
に
竹
を
は
た
と
へ
た
り
。
竹
は
中
空
虚
に
し
て
、
し
か
も
直直
也
。
人
の
善
悪
を
え
ら
は
ぬ
は
空
也
。
君
の
心
也
。
又
直直
な
る
、
専
一
也
。
但
そ
の
ま
ゝ
に
て
は
世
か
お
さ
ま
ら
す
。
節
の
あ
る
は
天
下
の
政
道
也
。 
 
こ
れ
は
さ
た
か
す
ー 
此
注
也
。 
【
八
〇
段
】 
む
か
し
お
と
ろ
へ
ー 
た
か
家
と
も
な
し
。
又
業
平
家
と
も
あ
り
。 
 
雨
そ
ほ
ふ
る 
添
降
は
わ
ろ
し
。
そ
ゝ
と
降
也
。 
 
ぬ
れ
つ
ゝ
そ
ー 
此
分
也
。「
や
よ
ひ
の
つ
こ
も
り
」
と
あ
り
て
、
「
春
は
い
く
か
」
と
あ
る
は
、
い
か
ゝ
な
れ
と
も
、
「
い
く
か
」
な
と
よ
み
た
る
、
い
ひ
の
へ
て
お
も
し
ろ
き
也
。
懇
切
に
藤
を
折
て
や
る
と
云
心
こ
も
れ
り
。
又
藤
は
み
え
ね
と
も
、
詞
に
ゆ
つ
り
た
る
也
。 
【
八
一
段
】 
む
か
し
左
の
ー 
河
原
左
大
臣
事
也
。
源
の
姓
を
給
は
る
也
。 
 
家
を 
川
原
院
の
事
□
（
摺
消
）
。 
 
も
み
ち
の
千
く
さ 
色
々
に
み
ゆ
る
心
也
。
此
返
歌
に
も
、
海
に
 72 
は
鯨
鯢
を
す
ま
し
め
、
山
に
は
虎
な
と
い
へ
り
。 
 
さ
け
の
」
（
29
ウ
）
み
し
★
「
し
」
は
や
す
め
詞
也
。 
 
か
た
ゐ
ー 
佳
体
カ
タ
イ
翁
、
愚
見
。
す
か
た
美
麗
の
心
也
。

説
、
か
た
く
な
し
き
翁
と
云
々
。
古
注
不
用
之
。 
 
た
い
し
き 
板
敷
な
る
へ
き
を
誤
た
り
。
い
た
し
き
と
、

直
之
。
近
来
説
、
舞
台
な
と
の
や
う
に
し
て
、
も
て
あ
り
く
物
也
。
又
古
説
、
縁
の
い
た
を
な
か
さ
ま
に
敷
た
る
也
。 
 
は
ひ
あ
り
き
て
★
卑
下
の
詞
也
。
王
位
三
家
ー
、
古
語
詞
也
。 
 
し
ほ
か
ま
に
い
つ
か
ー
★
こ
ゝ
を
さ
な
か
ら
塩
竃
と
思
也
。
業
の
心
也
。
さ
れ
は
、
い
つ
か
し
ほ
竃
に
き
に
け
ん
也
。
つ
り
す
る
舟
も
お
も
し
ろ
し
。
こ
ゝ
に
こ
よ
か
し
也
。
酒
宴
の
あ
け
ほ
の
、
面
白
歌
也
。 
 
よ
み
け
る
は
ー 
こ
れ
よ
り
お
く
、
注
也
。「
八
重
む
く
ら
し
け
れ
る
ー
」
、
こ
れ
も
こ
ゝ
に
て
の
事
也
。「
君
ま
さ
て
ー
」
、
同
前
。「
ー
我
瀟
湘
坐
洞
庭
ー
」
、
山
谷
詩
に
此
心
相
似
た
り
。 
【
八
二
段
】 
む
か
し
こ
れ
た
か 
文
徳
第
一
御
子
、
母
名
虎
ー
。 
 
そ
の
人
の
名
ー 
業
平
、
此
時
当
官
右
馬
頭
。
む
か
し
物
か
た
り
な
れ
は
、
実
名
を
か
ゝ
て
、
か
や
う
に
書
た
る
、
一
条
殿
説
。

説
、
業
平
は
平
城
天
皇
孫
に
て
た
と
き
人
な
る
か
、
官
位
の
あ
さ
き
を
た
す
け
て
、
如
此
書
た
る
と
云
々
。 
 
な
き
さ
ー 
そ
こ
に
あ
る
院
の
事
。
」
（
30
オ
） 
 
か
み
ー 
御
と
も
の
上
中
下
人
也
。 
 
世
の
中
に
ー 
つ
よ
く
花
に
貪
着
の
歌
也
。
花
ゆ
へ
さ
ま
〳
〵
に
心
を
つ
く
す
也
。
所
詮
な
か
り
せ
は
也
。
さ
れ
は
と
て
、
桜
を
い
や
と
に
て
は
な
し
。
た
へ
で
、
一
説
。
当
に
は
不
用
。
一
説
、
花
み
る
程
は
そ
と
の
事
な
れ
は
、
〈
■
〉
花
な
く
は
日
月
の
と
か
な
ら
ん
か
と
云
々
。
最
初
の
説
を
用
。 
 
又
人
の
歌 
紀
有
常
歌
也
。 
 
ち
れ
は
こ
そ
ー 
引
か
く
し
た
る
歌
也
。 
 
め
て
た
け
れ 
め
つ
る
と
云
心
也
。
世
界
は
不
定
を
愛
す
る
也
。
桜
は
見
事
な
れ
は
、
ち
る
と
云
事
な
く
は
感
ふ
か
ゝ
ら
し
と
云
々
。
下
句
に
観
念
あ
り
。
「
残
な
く
ち
る
そ
め
て
た
き
ー
」
、
此
歌
に
ひ
と
し
。
又
此
歌
は
、
前
の
返
歌
と
み
え
た
り
。
業
平
愛
着
の
心
を
い
さ
め
た
る
心
也
。
当
座
の
儀
は
か
り
か
た
し
。
後
に
よ
み
た
る
か
は
し
ら
す
。 
 
さ
け
ー 
古
注
、
不
分
明
説
。 
 
お
ほ
み
き
★
御
み
き
也
。
業
し
や
く
を
し
て
酒
を
惟
高
に
ま
い
ら
す
る
時
の
事
也
。 
 
か
り
く
ら
し
ー 
別
の
義
な
し
。 
 
七
夕
つ
め 
妻
也
。
時
節
は
春
の
事
也
。
其
時
に
か
ゝ
は
ら
す
し
て
、
当
座
の
体
は
か
り
を
よ
み
た
る
、
面
白
也
。 
 
す
し 
す
ん
し
と
よ
む
。
吟
也
。 
 
返
し
え
し
ー 
不
審
の
」
（
30
ウ
）
事
也
。
吟
の
あ
ま
り
か
。
又
帝
親
王
は
、
直
に
口
つ
か
ら
は
あ
そ
は
さ
ぬ
、
有
常
に
よ
ま
せ
ら
る
ゝ
と
。
不
用
。「
白
雲
の
た
え
す
た
な
ひ
く
み
ね
に
た
に
ー
」
、「
桜
花
ち
ら
は
ち
ら
な
ん
ー
」
、
い
つ
れ
も
名
歌
也
。
惟
高
。 
 
一
と
せ
に
ー 
七
夕
・
ひ
こ
ほ
し
、
両
方
の
契
也
。
そ
の
こ
ん
ま
て
は
、
宿
か
す
ま
し
き
と
云
心
也
。 
 
君
ま
て
は 
待
也
。
こ
れ
は
面
白
心
は
お
な
し
け
れ
と
も
、
後
説
よ
か
ら
ん
と
也
。 
 
十
一
日 
弥
生
十
一
日
な
る
へ
し
。
古
注
説
、
惟
高
を
月
に
た
と
へ
た
る
也
。
清
和
に
お
も
は
す
位
を
と
ら
れ
て
、
光
の
み
ち
ぬ
と
云
心
、
不
用
。 
 
あ
か
な
く
に
ー 
義
な
し
。
御
子
に
名
残
を
お
し
み
て
よ
み
た
る
也
。 
 
山
の
は
に
け
て 
誹
諧
也
。
当
座
の
歌
に
は
め
つ
ら
し
。
細
に
は
よ
む
へ
か
ら
す
。 
 
を
し
な
へ
て
ー 
義
な
し
。
こ
れ
も
古
注
あ
り
。
さ
し
む
き
て
み
る
、
よ
し
。 
【
八
三
段
】 
む
か
し
ー 
こ
れ
も
前
段
と
お
な
し
や
う
也
。 
 
と
く
い
な
ん
ー 
古
注
、
小
町
を
業
相
具
た
り
。
不
用
。
久
敷
御
と
も
し
て
あ
り
く
ゆ
へ
、
か
へ
ら
ん
と
思
を
用
。
★ 
心
も
と
な
か
り
て
ー 
古
注
、
小
町
心
お
ほ
き
ゆ
へ
、
留
守
を
心
も
と
な
か
る
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也
。 
 
ま
く
ら
と
て
ー 
義
な
し
。
古
注
、
小
町
を
心
も
と
な
か
り
て
、
な
か
き
契
と
た
の
ま
れ
ぬ
と
よ
み
た
り
。
不
用
。
前
は
か
へ
り
た
か
り
た
れ
と
も
、
酒
宴
な
と
に
な
く
さ
め
て
、
御
子
に
同
心
申
て
、
春
の
夜
は
み
し
か
き
也
。
秋
の
な
か
き
た
に
お
し
む
に
、
一
宵
一
刻
と
同
心
の
〇事
也
。 
 
時
は
や
よ
ひ
の
ー 
注
也
。
三
体
詩
「
三
月
正
当
三
十
日
ー
」
、
こ
ゝ
に
あ
ひ
た
り
。
」
（
31
オ
） 
 
お
も
ひ
の
ほ
か
に
★
惟
高
の
事
也
。
貞
観
十
四
年
七
月
出
家
、
御
年
廿
六
。 
 
お
か
み 
拝
也
。 
 
し
ゐ
て
ー 
雪
を
し
の
き
た
る
心
こ
も
れ
り
。 
 
さ
て
も
ー 
こ
の
ま
ゝ
こ
ゝ
に
祗
候
せ
は
や
也
。 
 
わ
す
れ
て
は
ー 
無
是
非
歌
也
。
此
段
あ
は
れ
に
面
白
。
う
つ
ゝ
な
れ
と
も
、
こ
れ
は
夢
か
と
そ
思
ふ
。
此
御
為
体
を
見
ま
い
ら
せ
て
よ
む
也
。 
【
八
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
身
は
い
や
し
な
か
ら 
業
平
卑
下
也
。 
 
は
ゝ
な
ん
ー 
か
や
う
に
か
け
は
、
「
い
や
し
な
か
ら
」
と
か
く
も
尤
也
。 
 
宮
つ
か
へ 
業
平
事
也
。
清
和
時
分
。 
 
し
は
〳
〵 
し
け
く
也
。 
 
と
み 
い
そ
き
の
事
也
。 
 
お
い
ぬ
れ
は
ー 
義
な
し
。 
 
さ
ら
ぬ 
不
辞
也
。 
 
 
世
中
に
ー 
や
う
も
な
し
。
一
説
、
業
平
我
事
に
て
は
な
し
。
世
間
の
事
を
よ
み
た
り
。
不
辞
別
。 
 
な
く
も
か
な 
人
々
お
や
の
別
を
は
お
し
む
也
。
「
ー
不
及
於
一
切
ー
」
、
此
廻
向
な
と
に
お
な
し
。 
【
八
五
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
大
か
た
前
段
と
お
な
し
。
但
あ
く
る
年
の
や
う
な
り
。「
む
月
に
は
か
な
ら
す
ま
い
り
け
り
」
と
あ
れ
は
、
前
に
は
や
ま
い
り
た
り
と
み
え
た
り
。
★
★
宮
つ
か
へ 
業
平
。 
 
そ
く
な
る
せ
ん
し 
僧
俗
の
事
也
。 
 
事
た
つ 
た
つ
は
そ
へ
字
也
。
こ
と
は
異
也
。
こ
と
に
也
。
一
条
殿
御
説
。

説
、
祝
言
の
事
也
。
た
つ
は
そ
へ
字
、
こ
と
ふ
き
と
云
下
略
也
。 
 
お
も
へ
と
も
ー 
業
平
歌
也
。
お
も
へ
と
も
は
、
此
御
子
に
不
断
奉
公
」
（
31
ウ
）
も
申
た
き
也
。
但
身
を
ふ
た
つ
に
わ
け
ね
は
也
。
我
は
帝
に
つ
か
へ
申
程
に
、
心
に
ま
か
せ
ぬ
也
。
め
か
れ
せ
ぬ
は
、
雪
の
事
也
。
奉
公
申
〈
■
〉
た
さ
は
、
此
雪
の
こ
と
く
年
々
歳
々
つ
も
る
と
よ
み
た
る
也
。
一
条
殿
御
説
。
「
君
か
お
も
ひ
ー
」
、
此
歌
な
と
を
ひ
か
れ
た
り
。
作
例
。

説
、
下
句
ち
と
相
違
。
都
へ
か
へ
ら
ん
と
す
れ
は
、
雪
つ
よ
く
降
也
。
も
し
我
心
に
同
心
し
て
ふ
る
か
と
云
也
。
奉
公
申
た
き
の
事
也
。 
【
八
六
段
】 
む
か
し
ー 
 
わ
か
き
男 
業
平
。 
 
女 
誰
と
も
な
し
。
業
も
母
あ
る
事
也
。
★
心
さ
し
は
た
さ
ん 
両
方
猶
執
心
の
事
也
。 
 
い
ま
ゝ
て
に
ー 
義
な
し
。
程
を
へ
た
る
也
。 
 
お
の
か
ー 
は
る
か
に
年
を
へ
た
る
也
。
此
内
に
て
わ
れ
は
わ
す
れ
ぬ
と
云
心
の
こ
も
る
か
見
所
也
。 
 
あ
ひ
は
な
れ
ぬ 
染
殿
后
に
ま
い
り
た
る
事
か
。
有
常
女
、
後
に
宮
つ
か
へ
し
〇た
り
。
い
つ
れ
と
は
か
り
か
た
し
。 
【
八
七
段
】 
む
か
し
ー 
 
あ
し
や
の
里 
業
知
行
也
。 
 
あ
し
の
や
の
ー 
新
古
に
は
、
業
と
入
た
り
。
こ
ゝ
は
さ
も
見
え
す
。
爰
は
古
歌
と
見
よ
也
。
万
歌
「
ー
め
か
り
し
ほ
く
み
ー
」
、
い
や
し
き
人
の
な
り
也
。
む
か
し
は
男
女
と
も
に
櫛
を
さ
す
か
礼
義
（
マ
）
也
。
あ
ま
な
と
は
、
さ
や
う
の
事
も
な
き
也
。
此
歌
を
は
、
此
所
と
か
き
た
る
証
拠
に
書
た
る
也
。
そ
こ
の
む
か
し
こ
ゝ
を
、
今
の
事
也
。
善
字
、
古
注
。 
 
な
ま
宮
つ
か
へ
★
又
美
字
、
古
注
。
漢
書
を
引
よ
し
と
あ
り
。
不
用
、
愚
見
・

説
。
さ
し
た
る
宮
つ
か
へ
」
（
32
オ
）
に
て
は
な
し
。 
 
ゑ
ふ 
〈
■
〉
六
衛
府
の
事
。
此
処
の
海
辺
、
眺
望
み
ん
と
て
皆
来
た
る
人
也
。 
 
こ
の
か
み 
行
平
也
。
兵
衛
督
な
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る
へ
し
。
★
い
さ
こ
の
山
の
ー 
海
辺
眺
望
お
も
し
ろ
き
ゆ
へ
、
行
〳
〵
て
山
の
か
み
の
滝
を
み
ん
と
、「
い
さ
」
と
さ
そ
ふ
心
、
面
白
。
海
辺
お
も
し
ろ
さ
も
ふ
か
く
な
る
也
。 
 
そ
の
た
き
も
の 
天
台
山
も
の
滝
、
大
な
り
。
そ
れ
に
比
た
り
と
云
々
。
不
用
。
も
の
よ
り
こ
と
な
り
と
は
、
す
ぬ
け
て
面
白
と
云
を
用
。
源
に
も
お
花
の
事
を
い
へ
り
。
★ 
し
ら
ぎ
ぬ 
 
か
の
ゑ
ふ
の
か
み 
行
平
、
先
よ
む
也
。 
 
わ
か
世
を
は
ー 
官
い
や
し
く
て
、
世
間
を
う
ら
む
る
心
あ
り
。
け
ふ
か
あ
す
か
と
命
の
事
に
み
る
は
、
き
ふ
く
て
わ
ろ
し
。
今
日
明
日
と
さ
す
ら
ひ
あ
り
く
也
。 
 
ま
つ
か
ひ 
ま
つ
間
ア
ヒ
タ
也
。
ま
つ
が
ひ
、
一
説
。
間
と
い
ふ
ゆ
へ
に
、
か
み
に
あ
る
と
云
々
。
こ
れ
も
無
子
細
。
涙
と
滝
と
を
比
也
。
不
似
合
か
歌
道
也
。「
枕
の
下
に
あ
ま
そ
つ
り
す
る
」
な
と
云
こ
と
く
也
。
思
の
切
な
る
も
き
こ
え
、
滝
の
妙
な
る
も
見
え
た
り
。
★
あ
る
し 
業
平
事
也
。 
 
ぬ
き
み
た
る
ー 
前
は
述
懐
、
こ
れ
は
眺
望
也
。
滝
の
奇
特
を
よ
み
た
る
也
。
上
に
玉
の
を
ゝ
と
き
て
、
は
ら
り
と
み
た
し
た
る
や
う
也
。
誰
か
如
此
す
る
そ
也
。
袖
の
せ
は
き
は
、
卑
下
也
。
か
ゝ
る
袖
に
は
ち
ら
し
と
思
ふ
に
、
誰
か
く
す
る
そ
也
。
事
外
滝
を
ほ
め
た
り
。
」（
32
ウ
） 
 
わ
ら
ふ 
入
興
の
心
也
。 
 
や
み
に
け
り 
帰
た
る
也
。 
 
道
と
を
く
て 
あ
し
や
・
布
引
の
間
、
三
里
は
か
り
也
。 
 
宮
内
卿
ー 
系
図
み
え
す
。
古
注
に
は
、
三
善
氏
と
あ
り
。
不
分
明
事
也
。
こ
ゝ
に
て
「
う
せ
に
し
」
な
と
□
書
（
虫
損
）
た
る
物
語
の
余
□
（
擦
消
）
情
あ
は
れ
ふ
か
く
て
面
白
也
。
★ 
い
さ
り
す
る
火
ー 
眺
望
の
体
也
。
★
★
は
る
ゝ
夜
の
ー
★
よ
く
き
こ
え
た
り
。
但
あ
ま
の
い
さ
り
と
見
て
あ
り
な
か
ら
、
「
は
る
ゝ
夜
の
」
と
よ
み
て
、
星
の
数
お
ほ
き
を
火
に
も
た
せ
て
色
々
に
う
た
か
ひ
て
よ
む
か
、
誠
に
歌
道
也
。 
 
女
か
た 
業
の
女
中
也
。 
 
た
か
つ
き 
土
器
也
。
い
ま
は
た
く
み
も
の
に
す
る
と
云
々
。
★
わ
だ
づ
う
み
の
ー 
竜
神
の
か
さ
し
と
云
也
。
い
は
ふ
は
翫
心
也
。
さ
れ
と
も
、
こ
よ
ひ
南
風
ふ
き
て
み
る
な
と
を
よ
せ
た
る
は
、
下
向
の
人
た
ち
の
た
め
也
。
お
し
ま
さ
り
け
り
と
い
ふ
に
て
、
惜
心
は
き
こ
え
た
り
。 
 
ゐ
中
人
ー 
批
判
の
詞
也
。
よ
く
〳
〵
み
れ
は
、
ち
と
は
さ
し
す
き
た
り
と
見
え
た
り
。 
【
八
段
】 
む
か
し
い
と
ー 
 
そ
れ
か
中
に 
業
平
也
。 
 
お
ほ
か
た
は 
義
な
し
。
物
に
貪
着
の
は
か
な
き
也
。
月
を
た
に
め
て
し
と
云
い
（
マ
）
は
ん
や
、
さ
ら
ぬ
事
に
着
て
、
い
た
つ
ら
に
月
日
を
は
を
く
ら
し
と
観
念
す
へ
き
也
。
」
（
33
オ
） 
【
八
九
段
】 
む
か
し
い
や
し
ー 
業
平
也
。
色
々
に
か
き
た
る
也
。「
い
や
し
な
か
ら
」
な
と
も
か
け
り
。 
 
ま
さ
り
た
る
人 
誰
と
も
な
し
。
可
然
人
也
。
当
説
。
古
注
は
二
条
后
云
々
。 
 
人
し
れ
す
わ
か
恋
ー 
 
い
つ
れ
の
神 
古
注
に
は
、
我
恋
し
な
は
人
の
病
に
な
り
て
く
る
し
ま
せ
ん
程
に
、
い
つ
れ
の
神
の
た
ゝ
り
そ
と
人
の
思
は
ん
と 
〇云 
也
。 
当
流
、
人
し
れ
ぬ
恋
ゆ
へ
む
な
し
く
成
た
ら
は
、
い
つ
れ
の
神
の
た
ゝ
り
に
て
死
た
る
そ
と
、
人
に
お
も
は
れ
ん
也
。 
【
九
〇
段
】 
む
か
し
ー 
事
か
き
に
て
あ
ら
は
也
。 
 
さ
く
ら
花
ー 
花
の
あ
た
な
る
に
人
を
た
と
へ
て
尺
也
。 
 
と
云
ー 
此
歌
、
さ
し
て
何
事
と
も
き
こ
え
ぬ
也
。
注
詞
也
。 
【
九
一
段
】 
む
か
し
ー 
 
月
日
の
ゆ
く 
人
の
つ
れ
な
く
て
、
月
日
を
な
け
く
也
。
春
く
れ
は
、
秋
暮
か
き
り
あ
れ
は
、
思
ひ
な
と
も
こ
と
に
切
也
。 
 
お
し
め
と
も
ー 
義
な
し
。
人
に
あ
は
て
と
思
ふ
心
の
切
な
る
也
。
夕
暮
□
（
虫
損
）
さ
へ
と
は
、
つ
よ
く
か
な
し
き
也
。
 75 
此
「
哉
」
も
観
念
ふ
か
き
也
。 
【
九
二
段
】 
む
か
し
ー 
音
つ
れ
を
た
に
え
せ
ぬ
也
。 
 
あ
し
へ
こ
く
ー 
業
〈
平歌
〉
。
★ 
た
な
ゝ
し
小
舟 
ち
い
さ
き
棚
な
き
舟
也
。
あ
し
ま
を
行
も
、
小
舟
は
人
の
し
ら
ぬ
也
。
そ
の
体
を
我
恋
に
よ
そ
」（
33
ウ
）
へ
て
よ
め
り
。「
ほ
り
江
こ
く
た
な
ゝ
し
小
舟
ー
」
、
お
な
し
や
う
な
る
歌
也
。 
【
九
三
段
】 
む
か
し
ー 
 
に
な
き 
一
段
上
﨟
也
。
た
の
み
ぬ
へ
き
さ
ま
に
成
て
、
猶
切
に
思
也
。
★ 
あ
ふ
な
〳
〵
ー 
定
家
説
、
あ
ぶ
と
声
を
さ
し
た
り
。
不
審
。
一
説
、
か
な
し
〳
〵
と
云
心
也
。
悲
也
。
あ
ふ
な
き
に
通
也
。
費
長
房
説
、「
天
仙
ー
悲
ア
フ
ナ
／
＼
」
。
素
戔
烏
尊
御
歌
と
云
々
。
「
わ
き
も
こ
か
こ
ぬ
夕
暮
は
あ
ふ
な
〳
〵
真
木
の
板
戸
も
さ
ゝ
す
こ
そ
ぬ
れ
」
、
そ
れ
も
悲
々
と
書
た
り
。
い
つ
れ
も
他
説
。
あﾟ
ふ
な
〳
〵
は
、
懇
也
。「
お
」
と
書
は
五
音
両
通
。
一
条
殿
・

説
ひ
と
し
。
心
は
懇
に
思
は
す
へ
し
と
は
心
得
ら
れ
ぬ
也
。
さ
れ
と
も
、
我
思
か
つ
よ
く
切
な
る
也
。 
 
な
そ
へ
な
く
★
な
す
ら
へ
な
く
也
。
詞
書
に
あ
は
ぬ
恋
な
れ
と
も
、
尊
卑
に
よ
ら
す
恋
は
切
也
。
思
召
し
れ
也
。 
 
な
そ
へ
な
く 
平
等
に
也
。 
 
す
へ
し 
心
得
ら
れ
す
。
愚
見
説
、
お
も
ふ
へ
し
也
。
そ
な
た
よ
り
思
召
候
へ
と
云
也
。
定
家
奥
書
、
「
郭
公
ー
こ
よ
鳴
わ
た
れ
」
、
万
歌
、
此
た
め
に
書
給
也
。
此
「
な
そ
へ
」
の
証
歌
に
書
也
。
堯
孝
説
と
て
か
な
し
〳
〵
を
用
云
々
。
か
な
し
〳
〵
、
お
も
ふ
へ
し
と
心
得
た
る
也
。
片
岡
、
近
江
説
。
」
（
34
オ
） 
【
九
四
段
】 
む
か
し
ー 
 
す
ま
す
な
り 
夫
婦
の
か
た
ら
ひ
は
な
れ
た
る
事
也
。
す
む
は
、
夫
婦
か
た
ら
ふ
事
。
源
に
も
あ
り
。 
 
子
あ
る
ー 
業
、
子
あ
る
也
。 
 
ゑ
か
く
★
業
か
あ
つ
ら
へ
た
る
也
。 
 
こ
と
は
り
と
は
ー 
此
詞
面
白
。
業
か
恨
也
。
★
★
ろ
う
し
て 
哢
也
。
嘲
哢
心
也
。
愚
見
説
。

説
、
漏
也
。
も
ら
し
た
る
也
。
此
恨
を
つ
ゝ
ま
す
し
て
か
き
て
や
る
心
也
。
嘲
哢
の
心
は
、
い
ま
の
男
の
事
を
い
か
め
し
く
よ
み
た
る
也
。 
 
秋
の
夜
は
ー 
秋
を
い
ま
の
男
に
た
と
へ
、
春
日
は
当
季
な
ら
ぬ
を
業
の
身
に
た
と
へ
た
り
。
い
ま
の
男
を
お
も
ふ
は
、
千
重
そ
ま
し
つ
ら
ん
也
。 
 
ち
ゝ
の
秋
ー 
末
か
心
得
に
く
き
也
。
ち
へ
ま
さ
ら
ん
と
よ
む
ゆ
へ
、
ち
ゝ
の
秋
、
い
ま
の
男
い
く
た
り
に
も
、
業
ひ
と
つ
に
は
〈
ひむ
〉
か
は
ん
物
か
と
よ
む
也
。
か
や
う
に
は
い
へ
と 
〇も 
、
い
ま
の
男
と
て
も
業
と
て
も
た
の
ま
ぬ
と
云
心
に
、
紅
葉
花
を
比
し
て
、
観
念
の
歌
也
。 
【
九
五
段
】 
む
か
し
ー 
業
也
。 
 
女
つ
か
う
ま
つ
る 
こ
れ
も
二
条
后
の
女
房
達
也
。 
 
思
ひ
つ
め
た
る 
思
ひ
あ
つ
め
た
る
事
也
。
忠
仁
公
家
礼
、
染
殿
后
に
別
而
奉
公
ゆ
へ
、
二
条
后
に
も
ま
さ
る
也
。 
 
ひ
こ
ほ
し
に
ー 
年
中
に
一
た
ひ
あ
へ
と
も
、
へ
た
て
は
な
き
也
。 
 
へ
た
つ
る
関 
物
こ
し
に
あ
ふ
を
、
か
ひ
な
く
思
也
。
」（
34
ウ
） 
【
九
六
段
】 
む
か
し
ー 
古
説
、
身
に
か
さ
、
男
の
事
也
云
々
。
業
に
な
ら
へ
て
、
く
と
く
人
一
二
人
あ
り
と
云
々
。「
つ
く
り
を
く
や
ま
と
し
ま
ね
の
む
か
し
よ
り
ー
」
歌
を
引
。
加
左
男
云
々
。 
 
秋
風
吹
な
ん 
物
こ
ふ
人
を
や
め
て
あ
は
ん
の
心
也
云
々
。
陰
陽
紀
ー
、
引
。
愚
見
説
・

説
、
ひ
と
し
。
さ
し
む
き
た
る
義
理
也
。 
 
く
せ
ち 
世
間
の
人
の
物
い
ひ
也
。
し
の
ひ
事
あ
ら
は
れ
た
り
。
業
か
た
へ
ゆ
か
ん
の
心
つ
か
ひ
を
し
る
也
。
古
注
、
二
条
后
と
云
々
。 
 
か
き
つ
け
て
お
こ
せ
た
り 
い
ぬ
る
時
 76 
か
き
た
る
を
、
後
に
お
こ
せ
た
る
也
。 
 
秋
か
け
て
ー 
尋
常
な
る
歌
也
。
秋
か
け
て
は
、
秋
に
な
り
て
也
。 
 
こ
の
は 
は
つ
も
み
ち
を
ひ
ろ
は
せ
て
書
ゆ
へ
に
よ
む
也
。 
 
江
に 
木
葉
ち
り
し
く
は
、
あ
さ
く
な
る
え
ん
に
よ
そ
へ
て
、
あ
さ
き
縁
と
よ
む
也
。 
 
け
ふ
ま
て
し
ら
す 
知
へ
き
な
れ
と
も
、
物
語
な
れ
は
か
く
也
。
★
人
の
ゝ
ろ
ひ
事
★
業
心
中
也
。 
 
さ
か
て 
愚
見
説
、
日
本
紀
を
引
給
。
の
ろ
ふ
事
、
或
説
、
人
を
の
ろ
ふ
と
て
月
日
の
文
字
を
さ
か
さ
ま
に
手
に
か
き
て
、
棟
に
あ
か
り
て
、
手
を
た
ゝ
き
て
の
ろ
ふ
事
也
。
当
流
、
あ
ま
か
浪
に
入
と
て
は
、
手
に
て
浪
を
う
ち
て
さ
か
さ
ま
に
入
也
。
つ
よ
く
る
し
み
た
る
体
也
。
お
ほ
い
き
を
つ
き
た
る
体
也
。
★
む
く
つ
け
し 
お
そ
ろ
し
き
也
。
む
く
〳
〵
し
き
と
云
心
。
蠢
ム
ク
ツ
ケ
シ
也
。
」
（
35
オ
） 
【
九
七
段
】 
む
か
し
ー 
昭
宣
公
、
染
殿
后
兄
弟
也
。
九
条
に
も
御
所
あ
り
。 
 
中
将 
業
平
也
。 
 
四
十
賀 
貞
観
ー
、
中
将
に
て
は
あ
る
ま
し
け
れ
と
も
、
極
官
ゆ
へ
後
に
如
此
か
く
也
。 
 
さ
く
ら
花
ー
ち
り
か
ひ
く
も
れ 
散
て
か
き
く
も
れ
也
。
老
ら
く
は
、
四
十
よ
り
老
来
也
。
そ
の
道
を
ま
か
へ
よ
也
。 
 
か
に 
「
か
」
は
か
り
也
。「
に
」
は
助
也
。
が
に
と
云
。
さ
れ
と
も
詞
ふ
つ
ゝ
か
に
き
こ
ゆ
る
也
。
そ
れ
を
は
心
に
も
た
せ
て
見
よ
也
。 
【
九
八
段
】 
む
か
し
ー 
忠
仁
公
事
也
。
つ
か
ま
つ
る
男
は
、
業
平
也
。
家
礼
ゆ
へ
か
く
書
也
。
雉
を
つ
け
た
る
は
、
鳥
柴
の
心
也
。 
 
わ
か
た
の
む
ー 
祝
の
歌
也
。
忠
仁
公
事
也
。
と
き
し
も
は
、
と
き
は
な
る
心
也
。
つ
く
り
花
な
れ
と
も
、
ま
こ
と
の
花
の
や
う
に
よ
み
た
る
也
。
君
か
た
め
に
お
れ
は
、
と
き
は
な
る
と
也
。「
き
し
」
を
た
ち
入
た
り
。
「
千
年
ま
て
か
き
れ
る
松
も
ー
」
、
か
や
う
の
た
く
ひ
也
。 
【
九
段
】 
む
か
し
ー 
 
右
近
馬
場 
口
伝
あ
り
と
云
々
。
大
か
た
は
、
一
条
大
宮
也
。
東
を
右
近
、
西
を
左
近
と
云
々
。
ひ
お
り
は
五
月
五
日
六
日
に
あ
り
。
競
馬
又
騎
射
あ
り
。
荒
手
番
真
手
番
と
云
事
あ
り
。
前
稽
古
の
日
を
荒
手
。
荒
手
三
日
、
真
手
四
日
あ
り
。
前
一
日
つ
ゝ
お
き
て
稽
古
也
。
ひ
お
り
の
日
と
は
、
五
日
六
日
当
日
を
云
也
。
騎
射
に
の
る
時
、
装
束
」
（
35
ウ
）
の
袖
を
ひ
き
お
り
て
き
る
ゆ
へ
也
。 
 
見
す
も
あ
ら
す
ー
★
ほ
の
か
に
見
た
る
心
也
。 
 
あ
や
な
く 
無
益
、
一
説
。
此
心
に
あ
は
ぬ
も
あ
り
。
「
春
の
夜
の
や
み
ー
」
、
此
歌
に
此
歌
ひ
と
し
。
か
ひ
な
く
と
云
心
也
。
あ
ち
き
な
し
、
同
事
也
。 
 
し
る
し
ら
ぬ
ー 
し
り
も
せ
よ
、
し
ら
て
も
あ
れ
也
。
お
ほ
つ
か
な
く
よ
み
た
る
歌
の
返
答
な
れ
は
也
。
お
も
ひ
か
切
な
ら
は
、
則
し
る
へ
な
る
へ
き
と
そ
こ
〈
■
■
■
〉
領
掌
の
歌
也
。
大
和
物
語
、
返
歌
相
違
。 
【
一
〇
段
】 
む
か
し
ー 
 
は
さ
ま 
清
涼
・
後
涼
の
は
さ
ま
也
。
源
な
と
に
も
、
ほ
そ
殿
と
云
々
。
後
涼
に
は
后
た
ち
お
は
し
ま
す
也
。
此
人
、
大
概
二
条
后
也
。
業
の
か
れ
〳
〵
に
成
て
、
忘
る
へ
き
比
な
れ
は
、
か
く
し
給
也
。 
 
わ
す
れ
草
ー 
「
草
お
ふ
る
野
へ
」
と
つ
ゝ
け
た
り
。
こ
れ
は
し
の
ふ
な
れ
は
、
後
に
も
心
の
か
れ
ま
し
き
と
云
心
也
。
し
の
ふ
、
わ
す
れ
、
此
歌
は
一
名
を
二
に
云
と
云
々
。
忘
草
の
事
、
く
わ
ん
草
、
し
お
ん
、
又
軒
に
お
ふ
る
一
葉
の
や
う
な
る
を
忘
と
云
々
。
し
た
に
似
た
る
を
つ
ね
に
用
。 
【
一
〇
一
段
】 
む
か
し
ー 
 
う
へ
に
あ
り
け
る 
行
平
も
良
近
も
同
次
第
事
。
良
近
う
へ
に
あ
る
 77 
と
云
事
、
愚
見
相
違
事
。
た
ゝ
殿
中
に
祗
候
の
良
近
」
（
36
オ
）
な
る
へ
し
と
、

説
。
★ 
さ
ね 
其
人
を
本
に
し
た
る
也
。 
 
あ
や
し
き 
奇
也
。
た
く
ひ
な
き
也
。
★
花
の
し
なﾟ
ひ 
し
な
ひ
は
、
品
の
心
也
。
ふ
さ
の
長
也
。 
 
あ
る
し
給 
さ
つ
し
や
う
の
事
也
。 
 
し
ら
さ
り 
卑
下
也
。 
 
さ
く
花
の
ー 
今
日
座
敷
の
体
を
よ
む
也
。
藤
の
大
な
る
下
に
て
の
酒
宴
也
。
つ
ね
に
み
ぬ
藤
の
ふ
さ
な
か
さ
な
れ
は
、
か
く
よ
む
也
。 
 
な
と
か
く
し
も
ー 
こ
と
は
り
の
き
こ
え
ぬ
と
云
心
也
。
★
お
と
ゝ
ー 
藤
氏
良
近
も
さ
る
事
な
れ
と
も
、
清
和
の
御
代
、
此
お
と
ゝ
の
事
を
よ
む
と
て
、
こ
と
に
感
也
。 
【
一
〇
二
段
】 
む
か
し
ー 
業
事
。
こ
れ
も
卑
下
詞
也
。 
 
世
中
を
ー 
此
詞
お
も
し
ろ
し
。
歌
よ
む
人
の
面
目
也
。 
 
あ
て
な
る 
勝
字
。
よ
き
女
也
。
伊
勢
斎
宮
の
ほ
り
給
て
、
出
家
の
処
へ
、
業
よ
み
て
ま
い
ら
す
る
也
。 
 
し
そ
く 
親
族
、
親
類
を
云
。
か
や
う
に
書
、
不
審
な
れ
と
も
、
一
夜
の
契
ゆ
へ
、
御
子
の
出
来
た
る
程
に
、
よ
そ
な
ら
ぬ
と
也
。 
 
そ
む
く
と
て
ー 
そ
む
く
と
て
、
雲
な
と
に
の
る
奇
特
は
な
け
れ
と
も
、
斎
宮
の
そ
む
き
給
を
う
ら
や
み
申
也
。
前
の
詞
に
「
思
ひ
し
り
て
」
と
あ
る
、
よ
く
あ
ひ
た
る
也
。 
 
斎
宮 
注
詞
也
。 
【
一
〇
三
段
】 
む
か
し
ー 
ま
め
も
実
、
同
事
。
真
実
の
二
也
。 
 
ふ
か
く
さ
の
御
門 
」（
36
ウ
）
仁
明
天
皇
の
事
也
。
仁
明
・
文
徳
・
清
和
・
陽
成
に
業
は
つ
か
へ
申
。 
 
心
あ
や
ま
り 
作
物
語
ゆ
へ
、
実
と
前
に
書
た
る
程
に
、
あ
や
ま
り
と
書
也
。 
 
ね
ぬ
る
夜
の
ー 
や
う
も
な
し
。
業
平
の
歌
の
中
の
名
歌
也
。
打
吟
に
哀
ふ
か
し
。
遇
不
逢
恋
の
心
也
。
か
り
そ
め
に
逢
た
る
は
夢
也
。
其
後
は
、
又
み
し
に
似
た
る
夢
を
も
み
ぬ
と
云
也
。 
 
さ
る
歌
の
ー 
卑
下
の
詞
也
。 
【
一
〇
四
段
】 
む
か
し
ー 
両
段
に
お
な
し
。
斎
宮
の
事
。 
 
こ
と
な
る
事 
天
然
道
心
也
。
★
★
お
と
こ 
業
也
。 
 
世
を
う
み
ー 
海
人
に
た
と
へ
た
り
。
尼
に
成
た
る
を
か
け
り
。 
 
め
く
は
せ 
心
を
か
よ
は
し
て
目
を
み
あ
は
す
る
心
也
。
め
に
よ
そ
へ
て
よ
む
也
。
ち
と
狂
歌
也
。 
【
一
〇
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
こ
れ
も
義
な
し
。
業
の
方
よ
り
、
思
切
な
り
と
い
ひ
や
り
た
る
返
事
也
。
★ 
白
露
は
ー 
よ
し
き
ゆ
る
と
も
、
こ
な
た
よ
り
是
非
す
ま
し
き
と
い
ふ
也
。
玉
に
ぬ
く
は
、
露
を
愛
す
る
事
也
。 
 
な
め
し 
無
礼
也
。
愚
見
説
。 
【
一
〇
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
こ
れ
も
義
な
し
。
さ
し
む
き
也
。
み
こ
た
ち
は
、
其
時
親
王
成
へ
し
。
立
田
川
と
は
か
り
み
れ
は
、
郡
は
せ
は
し
。
あ
な
た
こ
な
た
へ
」
（
37
オ
）
逍
遥
し
あ
り
き
て
、
此
歌
を
竜
田
川
に
て
よ
み
た
る
也
。 
 
千
は
や
ふ
る
ー 
神
世
も
き
か
す
は
、
神
世
程
奇
異
な
る
事
は
な
き
也
。
さ
れ
と
此
景
の
す
く
れ
た
る
事
は
、
神
世
も
き
か
ぬ
と
感
た
る
也
。
は
か
り
な
き
興
な
る
へ
し
。
業
歌
に
と
り
て
も
上
作
也
。
心
た
ら
す
と
い
へ
と
、
心
詞
か
け
あ
ひ
た
る
に
よ
て
、
定
家
も
心
感
た
る
也
。「
住
吉
の
松
を
秋
風
」
な
と
も
殊
な
る
事
な
く
し
て
、
し
か
も
奇
特
也
。
此
た
く
ひ
也
。 
【
一
〇
七
段
】 
む
か
し
あ
て
な
る
ー 
業
事
。 
 
も
と
な
り
け
る
人 
業
い
も
う
と
也
。 
 
お
さ
〳
〵
し
か
ら
す 
長
也
。
古
今
長
歌
詞
、
同
之
。
い
ま
た
お
さ
な
き
也
。 
 
歌
は
よ
ま
さ
り 
業
の
い
も
う
と
、
若
草
の
返
し
も
あ
れ
は
、
よ
ま
ぬ
に
て
は
あ
る
ま
 78 
し
き
也
。
こ
ゝ
に
て
は
物
語
の
な
ら
ひ
、
か
く
作
也
。 
 
つ
れ
〳
〵
の
ー
な
か
め
★
雨
の
か
た
を
、
ち
と
も
ち
て
よ
み
た
る
也
。
詠
の
か
た
本
也
。 
 
あ
さ
み
こ
そ
ー
★
「
袖
の
み
ひ
ち
て
」
と
云
に
、
問
答
の
歌
也
。
そ
れ
は
あ
さ
み
と
云
也
。 
 
い
ま
ゝ
て
ー
★
前
の
〈
詞註
〉
也
。
此
下
の
詞
不
審
也
。
二
段
な
る
へ
き
を
筆
者
あ
や
ま
り
か
と
、
堯
孝
な
と
も
申
。「
な
む
い
ふ
〈
■
〉
な
る
」
ま
て
に
て
は
て
た
る
と
云
々
。
さ
れ
と
も
詞
は
不
審
、
義
は
相
違
」
（
37
ウ
）
な
し
。
え
て
の
ち
は
、
は
つ
草
の
女
を
わ
か
物
に
し
て
後
の
事
と
心
得
へ
し
。 
 
あ
め
は
ふ
ら
し 
雨
ゆ
へ
ま
い
ら
ぬ
と
也
。 
 
数
〳
〵
に
ー 
業
か
は
り
て
よ
む
也
。
数
々
は
さ
ま
〳
〵
也
。
お
も
ひ
お
も
は
す
も
、
さ
ま
〳
〵
の
心
也
。
一
条
殿
御
説
、
ち
と
相
違
。 
 
身
を
し
る 
涙
と
、
或
説
あ
り
。
一
向
不
用
。
一
条
殿
・

説
、
同
心
。
上
句
は
詞
の
こ
と
く
也
。
此
雨
は
ふ
ら
し
と
い
へ
と
、
猶
降
程
に
か
こ
つ
け
也
。
と
は
す
は
、
お
も
は
ぬ
成
へ
し
と
、
一
条
殿
御
説
。

説
、
お
ほ
し
め
す
、
お
ほ
し
め
さ
ぬ
は
し
ら
す
、
と
ひ
か
た
く
、
は
や
成
た
る
也
。
雨
程
の
物
に
さ
へ
ら
れ
て
は
、
な
さ
け
す
く
な
し
と
云
々
。
★
み
の
も
笠
も 
作
物
語
な
れ
は
、
か
く
書
也
。 
 
し
と
ゝ 
つ
よ
く
ぬ
れ
た
る
也
。
身
に
し
と
〳
〵
と
つ
く
程
な
る
と
い
へ
と
、
そ
れ
程
ま
て
は
如
何
候
。 
【
一
〇
八
段
】 
む
か
し
女
ー 
 
風
ふ
け
は
と
ば
に
ー
＼
両
説
い
つ
れ
も
用
（
「
は
」
に
左
傍
記
「
／ﾟ
声
此
分
」
） 
つ
ね
に
也
。
常トハ
。
わ
か
袖
の
か
は
か
ぬ
を
、
水
辺
に
よ
せ
た
る
也
。 
 
な
れ
や 
つ
よ
く
歎
心
こ
も
れ
り
。 
 
き
ゝ
お
ひ
て 
業
我
事
を
き
ゝ
お
ひ
た
る
也
。
★ 
夜
ゐ
こ
と
に
ー
★
わ
か
と
か
に
て
は
な
し
、
そ
な
た
の
袖
の
ぬ
る
ゝ
は
也
。
よ
ひ
は
、
蛙
夜
鳴
ゆ
へ
也
。
恋
も
夕
暮
よ
り
夜
つ
よ
く
お
も
は
る
ゝ
也
。
田
は
、「
か
は
つ
」
い
は
ん
た
め
也
。
蛙
一
鳴
は
あ
ま
た
鳴
也
。〈
御
〉
心
か
お
ほ
く
あ
る
と
お
ち
つ
く
也
。
か
は
つ
か
し
き
り
て
鳴
は
、
雨
ふ
ら
ね
と
水
の
ま
さ
る
こ
と
く
お
も
ふ
也
。
」（
38
オ
）
水
こ
そ
ま
さ
れ
は
、
人
の
袖
也
。
こ
な
た
の
所
意
に
て
は
な
し
と
云
々
。
一
条
殿
御
説
、
同
之
。
或
説
、
我
思
ひ
す
る
に
よ
り
て
、
そ
な
た
の
袖
か
ぬ
る
ゝ
と
よ
む
也
。
前
の
歌
、
つ
よ
く
恨
た
る
歌
な
れ
は
也
。
此
義
理
の
時
は
、
男
の
お
ほ
き
に
て
は
な
し
。
か
は
つ
に
も
よ
ほ
さ
れ
て
、
水
の
ま
さ
る
心
也
。
順
雨
記
と
い
ふ
物
に
、
水
は
蛙
の
気
に
よ
つ
て
ま
す
と
あ
り
。 
【
一
〇
九
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
別
の
義
な
し
。 
 
花
よ
り
も
ー 
歌
も
さ
し
む
き
〈
て
〉
也
。
花
程
は
か
な
（
マ
マ
）
物
は
な
し
。
そ
れ
よ
り
も
、
人
か
は
か
な
く
成
た
る
也
。「
い
つ
れ
を
さ
き
に
」
と
云
よ
り
、
人
の
心
を
く
み
し
り
た
る
作
意
あ
り
。「
う
へ
し
時
花
ま
ち
と
を
に
ー
」
、
此
歌
に
心
か
よ
ひ
た
る
也
。 
【
一
〇
段
】 
昔
お
と
こ
ー 
業
の
し
の
ひ
か
よ
ひ
の
女
也
。 
 
思
ひ
あ
ま
り
ー 
さ
し
む
き
也
。
人
の
か
た
よ
り
夢
に
見
た
る
と
云
を
は
た
ら
か
さ
す
、
同
心
し
た
る
か
好
色
の
名
誉
也
。 
 
た
ま
む
す
ひ 
ま
し
な
ひ
也
。
「
玉
は
み
つ
ぬ
し
は
誰
と
も
ー
」
。
そ
な
た
に
我
玉
し
ゐ
は
と
ゝ
め
た
く
と
也
。
と
ゝ
め
よ
と
云
心
也
。
」
（
38
ウ
） 
【
一
一
段
】 
む
か
し
男
ー 
一
段
の
上
﨟
な
る
へ
し
。 
 
い
に
し
へ
は
ー 
此
歌
、
な
く
な
り
た
る
人
を
よ
む
と
云
、
〇一 
説
。
た
ゝ
一
段
上
﨟
な
れ
は
、
い
ま
た
み
ぬ
人
を
縁
を
も
と
め
て
ま
い
ら
す
る
也
。 
 
い
に
し
へ
は
ー 
別
の
義
な
し
。
ま
た
み
ぬ
人
を
、
い
に
し
へ
は
こ
ふ
る
事
も
あ
り
け
ん
や
。
わ
れ
は
い
ま
そ
し
る
也
。 
 
下
ひ
も
の
ー
★
人
に
こ
ひ
ら
る
ゝ
人
は
、
下
帯
と
く
る
と
云
也
。 
 
か
た
る
か
こ
と
は 
言
か
 79 
こ
と
く
は
と
云
心
也
。 
 
恋
し
と
は
ー 
き
こ
え
た
り
。
是
非
の
御
返
事
大
事
な
る
を
同
心
し
て
、
必
帯
か
御
と
け
あ
る
へ
し
と
よ
む
所
、
面
白
也
。
後
撰
に
て
は
、
此
歌
先
や
り
て
、
下
ひ
も
の
歌
あ
り
。
詞
ち
と
相
違
。 
【
一
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
す
ま
の
あ
ま
の
ー 
こ
れ
も
義
な
し
。
序
歌
也
。 
 
お
も
は
ぬ
か
た
に
ー 
〈
■
〉
い
は
ん
た
め
は
か
り
也
。 
【
一
三
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
な
か
ゝ
ら
ぬ
ー 
こ
れ
も
義
な
し
。
長
短
の
字
入
た
ら
は
優
な
ら
し
を
、
つ
ゝ
け
か
ら
お
も
し
ろ
し
。 
【
一
四
段
】 
む
か
し
仁
和
ー 
此
段
は
、
業
平
没
後
四
五
年
以
後
の
事
也
。
不
審
。
」（
39
オ
）
或
本
に
は
不
載
云
々
。
芹
川
行
幸
、
は
る
か
後
也
。
伊
勢
か
書
入
た
る
段
、
勿
論
也
。
滋
春
、
業
子
也
。
好
色
を
相
続
し
た
る
也
。
滋
春
か
書
た
る
事
。
は
し
は
鷹
か
り
と
そ
と
□
よ
（
摺
消
）
む
事
、
一
条
殿
棄
破
也
。 
 
仁
和 
光
孝
の
事
也
。 
 
た
か
ひ
〈
■
■
〉 
行
平
也
。 
 
に
け
な
く 
に
つ
か
ぬ
也
。 
 
も
と
つ
き
に
け
る
★
む
か
し
よ
り
鷹
飼
な
る
ゆ
へ
也
。 
 
す
り
か
り
き
ぬ 
鷹
場
の
時
、
必
此
装
束
を
着
。
後
撰
詞
書
、
「
鶴
」
と
あ
り
。 
 
お
き
な
さ
ひ
ー 
翁
の
さ
れ
す
さ
ひ
た
る
体
也
。
行
平
、
年
よ
り
て
に
あ
は
ぬ
と
也
。
一
条
殿
。
衰
サ
ヒ
。
「
ー
文
粋
色
忽
衰
」
サ
ヒ
タ
リ
、
お
と
ろ
へ
た
る
翁
と
云
心
、
「
漢
漢
書
高
祖
両
眼
衰
サ
ヒ
ー
神
宿
シ
ン
シ
ユ
ク（
「
神
宿
」
に
左
傍
記
「
カ
ミ
サ
ヒ
」
）
、
翁
は
か
り
と
此
心
に
て
は
用
也
。「
た
つ
も
な
く
な
る
」
は
、
鶴
ぬ
ひ
た
る
ゆ
へ
よ
み
た
る
也
。
今
日
は
宿
老
な
れ
は
出
た
り
。
此
後
は
上
表
と
云
也
。
さ
れ
と
も
き
ゝ
わ
ろ
き
ゆ
へ
、
御
気
し
き
わ
ろ
き
也
。
仁
和
五
十
七
の
御
年
也
。
さ
る
ゆ
へ
、
御
門
の
御
う
へ
と
思
召
て
、
無
祝
歌
也
。
行
平
は
六
十
九
、
明
年
四
月
致
仕
表
を
奉
る
也
。
「
さ
か
の
山
ー
」
、
嵯
峨
御
時
、
こ
れ
も
行
平
歌
也
。
」
（
39
ウ
） 
【
一
五
段
】 
む
か
し
み
ち
の
国
ー 
業
平
な
か
さ
れ
て
の
事
也
。
お
き
の
ゐ
・
宮
こ
島
、
一
所
也
。
東
国
名
所
也
。 
 
お
き
の
ゐ
て
ー 
五
〈
■
〉
文
字
、
名
所
〈
■二
〉
か
く
し
て
よ
む
也
。「
お
き
の
火
を
わ
か
身
に
お
き
て
や
く
よ
り
も
」
と
よ
む
也
。
古
今
は
物
名
に
入
。
小
町
歌
。
一
を
は
か
く
し
、
一
を
は
あ
ら
は
に
よ
む
、
不
審
。
宮
こ
へ
行
人
の
別
、
島
に
と
ゝ
ま
る
人
も
〇か
な
し
と
、
二
に
と
り
わ
け
て
み
れ
は
、
か
く
し
題
に
相
当
し
て
面
白
也
。
或
説
也
。 
【
一
六
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
浪
よ
り
み
ゆ
る
ー 
別
義
な
し
。
序
歌
也
。
ひ
さ
し
く
と
い
は
ん
た
め
也
。 
 
は
ま
ひ
さ
し 
浜
の
す
な
を
吹
あ
つ
め
た
る
体
也
。
こ
れ
を
用
。
と
ま
な
と
を
引
か
け
、
ひ
さ
し
な
と
か
り
そ
め
に
し
た
る
を
も
用
。 
 
あ
ひ
み
で 
熊
野
行
幸
時
、
定
家
「
霜
を
か
ぬ
南
の
海
の
浜
ひ
さ
し
久
し
く
の
こ
る
秋
の
白
菊
」
、
庭
上
秋
菊
と
云
題
也
。
こ
れ
よ
り
居
所
に
用
来
也
。 
 
な
に
事
も
ー
★
い
ま
は
思
事
な
し
と
云
心
な
る
へ
し
。
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
せ
也
。
文
の
詞
也
。「
馬
上
相
逢
無
試
筆
ー
」
、
此
心
も
か
よ
ひ
た
り
。 
【
一
七
段
】 
む
か
し
み
か
と
ー 
い
つ
れ
の
御
門
と
も
み
え
す
。
注
に
は
、
陽
成
云
々
。
国
史
に
み
え
す
。 
 
わ
れ
み
て
も
ー 
義
な
し
。
」
（
40
オ
） 
 
む
（
マ
）
ほ
む
が
み
ー
★
★
け
き
や
う 
顕
形
也
。
此
歌
を
、
袖
中
な
と
に
は
御
門
の
御
歌
と
あ
り
。 
 
住
吉 
神
后
皇
（
マ
）
宮
う
つ
し
奉
り
給
た
る
也
。

説
、
此
歌
は
業
平
也
。 
 
む
つ
ま
し
 80 
と
ー
★
義
な
し
。
住
吉
明
神
御
門
の
和
答
と
み
れ
は
、
よ
く
あ
ひ
た
り
。
業
平
は
「
住
吉
の
岸
の
姫
松
人
な
ら
は
ー
」
、
後
に
、
住
吉
へ
参
て
よ
み
た
る
と
云
々
。
「
衣
た
に
二
あ
り
せ
は
あ
か
は
た
の
山
に
一
は
ー
」
、
こ
れ
あ
ら
は
れ
給
て
御
返
事
な
り
と
云
々
。 
【
一
八
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
 
玉
か
つ
ら
ー 
別
の
義
な
し
。
心
の
お
ほ
き
と
云
体
也
。 
【
一
九
段
】 
む
か
し
女
ー 
 
か
た
み
こ
そ
今
は
あ
だ
ー 
も
と
は
あﾟ
た
と
読
也
。
あ
だ
、
優
成
へ
し
。
定
家
卿
「
か
た
み
こ
そ
あ
た
の
お
ほ
野
ー
」
、
此
歌
を
と
れ
り
。
さ
れ
は
、
定
家
時
も
さ
た
あ
り
し
と
み
え
た
り
。
あ
だ
は
、
為
氏
時
代
よ
り
の
事
也
。 
【
一
二
〇
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
世
を
へ
ぬ
は
、
人
々
最
愛
な
き
と
云
心
也
。 
 
あ
ふ
み
な
る
ー
★
義
な
し
。
業
平
歌
也
。
下
句
に
て
、
人
を
い
ひ
お
と
す
心
見
え
た
り
。
し
る
人
こ
そ
ひ
と
り
な
れ
、
猶
あ
る
へ
し
と
い
ふ
」
（
40
ウ
）
心
あ
り
。 
【
一
二
一
段
】 
む
か
し
お
と
こ
ー 
 
う
く
ひ
す
の
ー 
雨
の
ふ
る
に
梅
壺
よ
り
出
る
ゆ
へ
、
か
く
よ
む
也
。
催
馬
楽
「
あ
を
柳
を
か
た
糸
に
よ
り
て
ー
」
。 
 
鶯
の
花
を
ー 
 
返
し
★
源
至
と
云
、
不
用
。
誰
と
も
な
し
。
鶯
の
笠
は
い
や
と
也
。
業
の
心
さ
し
を
つ
け
よ
也
。
ぬ
る
ゝ
ゆ
へ
、
ほ
し
て
か
へ
さ
ん
と
云
也
。 
 
お
も
ひ 
火
の
か
た
へ
よ
む
也
。
そ
れ
ゆ
へ
「
ほ
し
て
」
と
よ
む
也
。
後
撰
に
「
雨
ふ
れ
と
ふ
ら
ね
と
ぬ
る
ゝ
袂
哉
ー
」
、
こ
れ
も
、
お
も
ひ
に
か
は
ら
ぬ
火
を
以
て
よ
み
た
り
。
「
た
よ
り
に
も
あ
ら
ぬ
お
も
ひ
の
あ
や
し
き
は
ー
」
、
こ
れ
を
火
と
云
。
こ
れ
は
火
に
て
は
な
し
。
火
と
み
れ
は
下
劣
也
。 
【
一
二
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
山
し
ろ
の
ー 
一
条
殿
御
説
、「
手
に
む
す
ひ
」
、
互
契
也
。

説
、
橘
諸
兄
本
説
を
以
て
よ
む
。
あ
る
井
を
堀
て
、
死
〈
■
〉
後
影
み
ゆ
へ
き
と
云
々
。
其
後
、
妻
み
れ
は
さ
も
な
し
。
は
か
な
き
事
を
よ
む
也
。
此
説
、
未
勘
。
井 
〇て 
の
下
帯
の
事
を
も
て
見
へ
し
。 
【
一
二
三
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
深
草 
古
注
、
二
条
后
事
。
清
和
崩
御
後
お
は
し
ま
す
と
云
々
。
年
紀
相
違
。 
 
年
を
へ
て
ー 
義
な
し
。
あ
は
れ
ふ
か
き
歌
也
。
女
を
顧
心
か
業
情
也
。
」（
41
オ
） 
 
野
と
な
ら
は
ー 
わ
れ
は
こ
ゝ
を
か
れ
し
と
云
也
。 
 
か
り
に
た
に 
狩
と
申
説
、
不
用
。
か
り
そ
め
の
事
也
。
よ
も
か
り
そ
め
に
と
は
て
は
は
て
し
と
云
也
。
身
を
知
心
ふ
か
し
。 
【
一
二
四
段
】 
む
か
し
男
ー 
分
別
し
か
た
し
。 
 
思
ふ
事
ー 
古
注
、
大
事
あ
り
と
云
々
。
中
道
観
な
と
云
。
当
、
不
用
。
此
歌
に
義
を
つ
け
ぬ
か
当
流
也
。 
【
一
二
五
段
】 
む
か
し
男
ー 
 
つ
ゐ
に
行
ー 
五
十
六
没
期
の
事
也
。
毎
日
三
条
后
御
と
ふ
ら
ひ
あ
り
。
あ
る
時
、
「
つ
れ
〳
〵
の
ー
」
、
此
歌
を
よ
み
て
と
、
た
ゝ
の
時
給
、
そ
の
御
返
事
と
云
々
。
不
用
。
昨
日
は
今
日
と
は
お
も
は
ぬ
と
云
説
あ
り
。
そ
れ
は
不
優
。
た
ゝ
さ
し
む
き
て
み
る
也
。
辞
世
歌
也
。
人
々
の
う
へ
哀
な
る
歌
也
。 
 
右
四
十
一
枚
也
半
切
也 
 
本
六
十
五
枚 
」
（
41
ウ
） 
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伊
勢
物
語
全
篇
講
尺
聴
聞
之
次
染
筆
。
漏
泄
不
可
勝
計
、
呵
々
。
追
而
可
清
書
者
也
。 
 
永
正
二
年
十
月
六
日 
 
 
 
 
 
 
 
平
朝
臣
孝
盛 
み
る
め
な
き
我
身
を
ー 
或
説
、
小
町
卑
下
の
歌
也
。
み
る
め
な
き
は
、
我
に
み
と
こ
ろ
な
し
と
云
々
。
そ
れ
を
し
ら
て
、
あ
し
た
ゆ
き
ま
て
く
る
と
い
へ
る
心
也
。
う
ら
は
、
た
ゝ
み
る
め
と
い
ふ
に
、
縁
の
詞
な
ら
し
。
」
（
42
オ
） 
 
右
這
聴
書
者
、
前
内
府
実
隆
公
講
尺
、
杉
原
伊
賀
守
平
朝
臣
孝
盛
所
注
置
也
。 
〇
説
々
只
応
随
所
好
乎
。 
  
永
正
十
七
年
六
月
十
二
日
書
写
訖
」
（
42
ウ
） 
  【
付
記
】 
本
稿
は
科
学
研
究
費
（1
5
K
1
6
6
9
5
）
な
ら
び
に
基
幹
研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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